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巻第一


巻第一

第一章


　いつの頃であったか、権大納言ごんだいなごんで大将だいしょうを兼任している人がいた。容貌や学識、心構えをはじめとして、人柄や世間の評判も非常に優れていたので、他人から見れば何一つ不満がない身の上のはずだったが、その心中は人知れぬ悩みで尽きることがなかった。

　北きたの方かたは二人いた。一人は源宰相げんさいしょうの娘で、あまり深い愛情を抱いてはいなかったが、最初の妻だったので疎おろそかにしていなかったところ、やがて世にまたとない玉のような男子おのこが授かったため、ますます離れ難い伴侶となった。もう一人は藤中納言とうちゅうなごんの娘で、この人にもとても麗しい女子おんなごが生まれた。権大納言は二人の子どもたちを大変かわいがり、大切に育てた。

　権大納言は北の方たちの器量がそれほど優れていないことを不本意で残念に思っていたが、子どもたちが愛らしく育っていくにつれて離れられなくなり、すっかり腰を落ち着けた。

　子どもたちの容貌はどちらも優れ、また取り間違えてしまうくらいにそっくりだった。同じ場所にいたら不都合もあっただろうが、それぞれ別の屋敷で育てられたので支障はなかった。二人は似ているといっても違いがあり、若君は上品で匂うように気高く、優美さも感じられる一方、姫君は華やかで元気に満ち溢あふれ、零こぼれるばかりの愛嬌あいきょうはいくら見ても見飽きることがなく、他に類がないほどだった。





　若君は成長するにつれて、あきれるほど人見知りするようになった。あまり見慣れない女房に顔を見せないばかりか、父の権大納言に対してさえもよそよそしく恥ずかしがる有様ありさまだった。権大納言は若君に漢籍かんせきなどの教養を教えようとしたが、本人は学ぶ気がまったくなく、しかも人に会うのをひどく嫌がり、帳台ちょうだいの内に籠こもって絵描きや雛ひな遊び、貝覆かいおおいばかりしていた。権大納言は何度も若君を叱しかったが、その度に若君は「情けなくきまりが悪い」と涙を零こぼした。普段はもっぱら母親や乳母めのと、ごく幼い女童めのわらわにしか顔を見せようとせず、それ以外の女房などが来ると恥ずかしさのあまり几帳きちょうの裏に姿を隠すので、権大納言は困ったことだと嘆いた。

　一方の姫君はとてもいたずら好きで、ほとんど家の中におらず、いつも外で若い男や童わらわと一緒に鞠まりや小弓こゆみなどで遊んでいた。客間に人が来て笛を吹いたり漢詩を作ったり和歌を詠んだりしていると、その場に走り出て来て、誰が教えたわけでもないのに琴ことや笛を巧みに演奏し、漢詩を吟ぎんじ、歌を詠んだ。感心した客人の殿上人てんじょうびとや上達部かんだちめたちは姫君を褒め、教えながら、「こちらの北の方の子どもは姫君と聞いていたが、若君の間違いであったか」と互いにうなずき合った。権大納言がいるときは取り押さえてでも隠すのだが、来客の際、身支度を調えている間にさっと走り出て、人見知りもせずに遊ぶので止めることもできない。そのため、人々はすっかり若君だと思い込み、面白がってかわいがったため、やがて権大納言は諦めて訂正もせずに放置したが、心中はただ情けなく、ひたすら「とりかへばや（若君と姫君を取り換えたい）」と悩んでいた。





　二人の子どもたちが幼いうちは、権大納言も「いずれ自然に直るだろう」と自分に言い聞かせていたが、十歳を過ぎても変わらず、どうしたものかと嘆くより他になかった。

「そうはいっても年月が過ぎれば、きっと思い知るに違いない」

　辛抱強く待ったが少しも直りそうにないため、これは世に例のないことだと絶望感を抱くようになった。

　気軽に外歩きもできない立派な身分となった権大納言は広大な屋敷を造り、東西の対屋たいのやに二人の北の方を住まわせ、自身は玉台ぎょくだいのように美しく磨き立てた中央の寝殿しんでんで生活した。

　自分と一緒に並んで、心ゆくまで満足できる北の方がいないのは残念だったが、北の方たちが羨うらやみ合うことがないよう、十五日ずつそれぞれの屋敷に通った。また、二人の子どもたちは人々が呼ぶままに若君を「姫君」、姫君を「若君」と呼ぶようになった。





　あるのどやかな春の日、物忌ものいみで手持ち無沙汰な権大納言は姫君（兄）の住まう東の対屋たいのやに足を運ぶと、例によって姫君は帳台ちょうだいの内でひっそりと手遊てすさびに箏そうを弾き、女房たちはここかしこに集まって碁ごや双六すごろくなどをのんびりと打っていた。

　権大納言は几帳きちょうを押しやって中に入ると床に腰を下ろした。

「どうしてお前はこのように閉じ籠こもってばかりいるのだ。今は盛りの桜の美しさを愛めでたらどうだ。女房たちも気が塞ふさぎ、つまらなく思っているのではないか」

　姫君の髪は身の丈より七、八寸ほど長く、花薄はなすすきが穂を出した秋の風情のようであり、裾すその方が柔らかになびく様は、物語で「扇を広げたようだ」と大げさに書いてあるほどではなく、慕わし深い麗しさに溢あふれている。いにしえのかぐや姫もこれほど親しみ深く華麗ではなかったであろうと、じっと見ているうちに権大納言の目は涙で曇った。

　権大納言は近寄ると、目に大粒の涙を浮かべながら姫君の髪をかき上げた。

「何故なにゆえにこのように美しくなってしまったのだ」

　姫君はとても恥ずかしげに、思い詰めた様子で汗を浮かべた。上気した顔は咲き出した紅梅こうばいのように端麗で、今にも涙が零こぼれ落ちそうな目元がいかにも悲しげに見える。権大納言は涙を流しながらすべてを忘れ、不憫ふびんな姫君をただひたすら見つめた。

　さすがに恥ずかしいのか化粧はしていないが、念入りに化粧をしたような顔色で、汗でもつれた額髪ひたいがみが指でひねったように垂れかかり、非常に可憐かれんで愛らしい。権大納言は姫君の顔を眺めながら、女が白粉おしろいを塗り立てた顔は興醒きょうざめするので、このように素顔でいるべきだと思った。

　姫君は今年で十二歳になるが発育に遅れたところはなく、すらりとした優美な容姿は比類がなかった。着馴きなれた桜色の衣を六重襲むえがさねにして、落ち着いた色の葡萄染えびぞめの袿うちきを着こなし、人柄のよさに引き立てられて袖口や裾すその褄つままでが見事だった。

「何とも頭が痛い。尼にでもして仏道修行させるしかないのだろうか」

　そう考えるにつけても口惜しく、涙にかき暮れた。





　　いかなりし昔の罪と思ふにもこの世にいとどものぞ悲しき

　（前世の罪がどれほどひどかったのかと思うにつけ、この世が物悲しくてならない）





　権大納言が西の対屋たいのやに渡ると、吹き澄ました横笛の音が聞こえてきた。空に響き昇る見事な音色に、これは若君（妹）が吹いているに相違ないと思うと、また心が乱れた。

　さりげなく部屋の中を覗のぞくと、若君は畏かしこまって笛を傍らに置いた。

　桜や山吹やまぶきなどを重ねた袿うちきに、萌黄もえぎの狩衣かりぎぬを羽織り、葡萄染えびぞめの指貫さしぬきをはいている。顔立ちはふっくらとして色合いも美しく、目元も上品で、どことなく華やかさに満ち、指貫さしぬきの裾すそまで零こぼれ落ちるような愛嬌あいきょうである。惹ひきつけられる容姿は一目見ただけで落ちる涙も悲しさも忘れ、自然に微笑ほほえみが湧き上がってくるほどだった。

　権大納言は胸がつぶれる思いで若君を見つめた。

「ああ、何ということだ。この子も本来の姿で育てられたら、どれほど素晴らしく愛らしい女になるだろうか」

　若君の髪は長くはないものの、裾すそは扇を広げたようで、背丈にやや足りないくらいの長さで垂れかかっている様や頭の形は見ているだけで笑みが禁じ得ない。しかし、身分の高い子どもが大勢いる中で一緒に碁ごや双六すごろくを打ち、賑にぎやかに笑い騒ぎ、鞠まりや小弓こゆみで遊んでいるのは何とも異様な光景で、権大納言の心中は暗く落ち込んでいた。

「本当に困り果てたことだ。このままでは間違いなくよくないが、今となってはなす術すべもなく、女として扱うのは無理な話だ。やはりこの子も法師にして世間から隔離し、後世ごせの勤めをさせるのがよさそうだ。だが、本人たちにそのつもりはなく、しかもこれだけ見目のよい容姿で生まれた宿世すくせなので別の道があるかもしれない。心から望んでいないうちに出家させ、中途半端に終わってしまうのは具合が悪い。それにしても世に例のない不幸な因縁いんねんであることよ」

　権大納言は繰り返し嘆いた。

　普通、高貴な身分の子どもはだらしがなくなるものだが、この若君はしっかりとしていて、今から頼もしい様子である。学問にも優れ、朝廷の後見人にふさわしく成長している。琴ことや笛の音も天地を響かせるほどに見事で、読経どきょうや和歌・漢詩の朗詠などの声も、「斧おのの柄えも朽ち果てて、故郷に帰るのを忘れてしまうようだ」という故事の通りである。このように何事につけても申し分のない若君だったが、権大納言が思い悩むのは不憫ふびんと言うしかなかった。


人物関係図（第一章）



巻第一

第二章


　やがて、若君（妹）の学識や容貌が優れていることが世間の評判になり、噂うわさを耳にした帝みかどや東宮とうぐうが関心を抱いた。

「それほど何事にも秀でているのに殿上てんじょうもさせず、宮仕えさせないでいるのはどういうことですか」

　権大納言ごんだいなごんは何度も出仕しゅっしさせるように勧められたが、胸が痛く、情けなくきまりが悪いため、まだ幼いことを理由に若君の参内さんだいを拒み続けた。

「きっと、我が子を童姿わらわすがたのまま人目に晒さらしたくないのであろう」

　帝は若君に五位の位を無理に授けた上で、早く元服させて出仕させるように促したため、参内さんだいしないままでいるわけにはいかなくなった。

「こうなったら成り行きに任せるしかあるまい。これも前世の宿世すくせで、性別を入れ替えて生きる運命なのであろう」

　思い直した権大納言は、姫君（兄）の裳着もぎと若君（妹）の元服げんぷくを急いで行うことにした。

　姫君の裳着もぎの当日、美しく磨き立てた寝殿しんでんに姫君と母親の東の上が渡り、祖父の大殿おおとのが腰紐こしひもを結ぶ役を務めた。この役目を第三者に任せないのは異例だったが、権大納言としては具合が悪かったからであろう。

　慶事を耳にした人々は、性別を偽っているとは思いも寄らないため、「若君と姫君を思い違えていたのだ」と一様に納得した。また、事情を知っているごく一部の関係者は、口外すべきことではないと心得ていたので、世間に真相を知る者がいないのは不幸中の幸いだった。

　一方、若君の元服は権大納言の兄である右大臣が執り行った。これまで童姿だったときの愛らしさとは異なり、髪を結い上げた姿の類たぐい稀まれな麗しさに、引き入れ役の右大臣は大絶賛した。

　この右大臣には姫君ばかり四人の子どもがいた。大君おおいぎみは帝の女御にょうご、中の君は東宮の女御だったが、三の君と四の君はまだ独り身だったので、二人のどちらかをこの若君と結婚させたいと考え、祝儀や贈り物などに贅ぜいを尽くした。

　若君は元服前から五位に叙じょされていたため、人々は大夫たいふの君と呼んだ。





　その年の司召つかさめしの除目じもくで、若君は侍従じじゅうになった。

　帝や東宮をはじめ、天下のあらゆる人々は、侍従の君を一目見ただけでいつまでも忘れることができず、高貴な家柄とはいえ帝や東宮から格別の寵愛ちょうあいを受けるのももっともだと誰もが納得した。琴ことや笛の音、漢詩、和歌、何気に書き流した筆遣いまでが世に類がないほど素晴らしく、容姿はもちろんのこと、普段の振る舞いや他人との交流の様も実に見事で、言動も理にかなって今から申し分なく、世情や朝廷の儀式などにも熟知し、この世の人とは思われぬほどであった。

　権大納言も、「さてどうしたものか、これもしかるべき因縁いんねんなのだろう」といつまでも嘆いていても詮方せんかたないので、侍従の君が少しずつ立派になっていく様を嬉うれしくもいとしく思い、心の慰めとした。

　幼い頃の侍従の君は自分の姿を気にせず、世間には同じような者もいるに違いないと考え、心のままに振る舞っていたが、他人の有様ありさまを見聞きするうちに、次第に女でありながら男の姿をしている自分の異常さを自覚し、見苦しく思うようになった。しかし、だからといっていまさら考え直しても仕方がない。

「どうしてわたしは、奇妙にもこのように人と違ってしまったのであろう」

　独り嘆きながらも慎重に身を処し、人から距離を置いて宮仕えする心遣いは誠に見事だった。





　時の帝は四十余歳で、極めて立派な人柄だった。また東宮は二十七、八歳で、いかにも皇族らしい容姿で気品に満ちていた。この二人が、「侍従の君に妹がいて、その容貌が評判高く優れている」という話を耳にし、熱心に宮仕えを勧めた。権大納言は、姫君がどうしようもなく内気であることを理由に断り続けたが、「本当に入内じゅだいできるように育てられたらよかったのだが」と嘆いた。

　帝は、亡き后きさきとの間に生まれた女一宮おんないちのみやが一人でいることを不憫ふびんに思い、片時も目を離さず、大切に育てていた。この皇女こうじょ以外には、帝にも東宮にも子どもがいなかったため、人々は天下の大事として我も我もと男御子みこの誕生を祈祷きとうし続けていた。帝には右大臣の大君おおいぎみが女御にょうごとして仕えていたが、摂政や関白の娘ではないので后きさきにはなれないでいた。

　若い女一宮は後見がしっかりしていないせいか、ひどく頼りない様子だったため、帝はいつも気に掛けていた。侍従じじゅうの君がこの世のものとは思えぬほど凜々りりしくなっていくのを見る度に、女一宮の後見役をさせたいと考えるようになった。

「だが、侍従は大層美しい妹を見慣れているので、あの子に対して失礼な態度を取るかもしれない。それにまだ一人前ではないため、もう少し様子を見てからにしよう」

　このような帝の意向を漏れ聞くにつけ、権大納言は心が落ち着かず、「ああ、侍従が男だったならば、どんなに名誉で喜ばしい話であろう」と残念で情けなく思ったが、微笑を浮かべて聞き流すしかなかった。

　侍従の君は非常に聡明そうめいで、若さに不釣り合いなほど立派であったため、内裏だいりの女房たちは姿を見る度に心を奪われ、「ほんの一言でもいいから何とかして声を掛けられたい」と目立つように振る舞った。しかし、自分が普通ではないことを知りつつ、男として歩み始めてしまった身を隠せずに宮仕えしている侍従の君が、女房たちに目をとめることはない。ひどく真面目に慎んでいるのを、物足りなく残念だと思う人は多かった。





　帝の叔父に当たる式部卿宮しきぶきょうのみやという人に、侍従の君の二歳年上で中将ちゅうじょうの息子がいた。侍従の君ほどではなかったが、容貌や振る舞いが普通の人より遥はるかに優れ、上品で美しく、人柄も例えようがなかった。また、色好いろごのみの方面に関しては抜け目がなく、物柔らかな態度であらゆる女性に興味を抱いた。

　権大納言の姫君と右大臣の四の君が美人で評判なのを聞いた式部卿宮の中将は、「二人とも何とかして手に入れたい」と考え、しかるべき伝つてを探して強引に言い寄り、思いの丈を手紙に書き尽くして訴えた。しかし、軽薄な人柄で知られていたため、双方から些細ささいなことですら忌まわしく扱われ、返事ももらえず、いつも嘆いていた。

　侍従の君があまりに誠実で乱れたところがないのを、式部卿宮の中将は物足りなく思っていたが、比類ない愛嬌あいきょうに満ちた容貌を見る度に感心した。

「こんな女がいたらどれほど素晴らしいことか。妹もきっと彼のように美しい人なのだろう。いや、もっと見事に違いない」

　まだ見ぬ姫君の姿を空想し、逢あわぬまま諦められそうになかった。

　式部卿宮の中将は、やり切れない悲しさを紛らすために侍従の君と親しく語らい、思いあまるときには涙も隠さずに悲しみを訴えた。その様は人より優れて優美だったので、侍従の君は気の毒で不憫ふびんだと思い、親身になって話を聞いたが、心から打ち解けて気を許すことはなかった。

　姫君の身が尋常ではないことを知っているため、話題に挙がる度に胸がつぶれ、あまり熱心に聞かずに言葉少なにあしらったが、涙もこらえずに「妬ねたましく恨めしい」と恋い焦がれる相手を気の毒に思いつつ、心の中で歌を詠んだ。





　　類たぐひなき憂うき身を思ひ知るからにさやは涙のうきて流るる

　（比類ないつらい身の上を思い知るからといって、それほどまでに涙を流すものでしょうか）





　式部卿宮の中将から「何をそんなに思い悩んでいるのか」と問われても答えようがないので、いつもつれなくそっけない態度で別れた。





　それから間もなく、帝は体調を崩してしまった。

「病が長く続くのは、しかるべき時が来たのであろう。過去にもこのような例がなかったわけではない」

　帝は東宮に位を譲り、女一宮おんないちのみやを新しい東宮に据え、自分は朱雀院すざくいんに移った。また、侍従の君の祖父も七十歳を過ぎ、病気も重くなる一方だと感じていたので、剃髪ていはつして仏門に入った。同時に権大納言は左大臣に就任し、関白も兼任することになった。その他の公卿くぎょうたちも順次昇進し、侍従の君は三位中将さんみのちゅうじょうになった。

　右大臣は娘の女御にょうごが皇后こうごうにならないまま終わってしまったのを残念に思っていたが、中将の君の人柄がとても優れ、軽々しい振る舞いの噂うわさもまったくないので、これ以上の条件は望めないだろうと、左大臣に四の君との結婚を申し入れた。

　父の左大臣はおかしなことになったと思いながらも、どう説明しても断りようがないため、承諾することにした。

「どういう訳か、我が息子は世間並みの関心がまるでないようです。しかしながら、誠実さだけは人さまに認めていただいております」

　屋敷に戻り、中将の君の母親に事情を話すと、母親は笑って答えた。

「四の君は子どもっぽく育った娘だと聞いていますから、おかしいと咎とがめられることもないでしょう。ただ親しく話をして、人目には普通の夫婦のように振る舞って出入りすればいいのです。あの子は立派な後見役ですよ」

「まだ若いのが気掛かりだが、思慮に欠けたところはないから大丈夫だろう」

　安堵あんどした左大臣は中将の君に、四の君への手紙を書かせることにした。中将の君は勝手が分からなかったが、四の君は男たちの間で評判の女性だったので懸想文けそうぶみだと考え、歌を詠んだ。





　　これやさは入いりて繁しげきは道ならん山口やまぐちしるく惑まどはるるかな

　（ここが踏み込むと茂みに迷ってしまうという恋の道なのでしょうか。山麓の登り口で早くも迷っています）





　何とも言えぬ見事な筆跡で、この若さでどうしてこれほど立派に書けるのかと、左大臣は嬉うれしくも悲しい気持ちで涙ぐんだ。

　右大臣はやっとのことで承諾を得た縁談だったので、四の君を急せかして返事を書かせた。





　　麓ふもとよりいかなる道に惑まどふらん行方ゆくへも知らず遠近をちこちの山

　（どうして麓から道に迷っているのでしょうか。あちこちに女がいるために行き先が分からないのではないですか）





　その後、いつも中将の君から四の君に手紙が届けられた。

　右大臣は自分から申し出た縁談であったため、婚儀の日取りを決めた。大切に育てた娘の婿として関白左大臣家の三位中将さんみのちゅうじょうを迎えられることに、右大臣は喜びを隠せなかった。





　やがて、ある大納言が亡くなった関係で順次昇進し、中将の君も権中納言ごんちゅうなごんで左衛門督さえもんのかみを兼ねることになった。ひときわ華やかで、素晴らしいと言うのも愚かしいほどであった。

　式部卿宮しきぶきょうのみやの中将も、兼任で宰相さいしょうに昇進した。しかし、思いを掛けていた四の君が、塩を焼く煙のように権中納言になびいてしまったことを気に病み、たまたま顔を合わせても、昇進など別に嬉うれしくもないという表情でよそよそしく、嘆き沈んでいた。

「どうして右大臣は、これほど心を寄せている人を頼みにしなかったのだろう」

　権中納言はおかしくも奇妙に思っていた。

　この時、権中納言は十六歳、四の君は十九歳だった。四の君は女盛りの年齢で、容姿も心も未熟なところはなく、少しの欠点もなかった。彼女は姉たちより大事に育てられたという自負から、いずれ皇后こうごうになる身だと考えていたので、権中納言と結婚することになったのを不本意に思い、態度にこそ出さなかったものの、心中では「このように物思いすることになるとは」と嘆いていた。

　しかし、権中納言の人柄が優雅で素晴らしく、疎ましい態度も見せず、ひたすらしんみりと語り合っているうちに次第に見慣れ、軽んじていた気持ちは薄れていった。夜の衣でも、他人の目には共寝ともねをしているように見せながら、実際は互いに単衣ひとえの隔てを置き、肌を許し合うことはなかったが、深い事情を知る者は一人もいなかった。二人は人目もはばからないような親密さを見せることはなく、ただ上品で感じのいい夫婦に見えた。

「これほど円満な様子なら、幾千年を経ようとも何の不満もあるまい。思っていたほど権中納言の愛情が深くないようにも見えるが、まだ若いので気恥ずかしいのだろう」

　そう納得した右大臣は丁重に世話をした。

　権中納言は好色こうしょくめいてあちこち遊び歩く様子はまったくなく、父の左大臣邸と内裏だいりの管弦かんげんの遊び以外は外泊もしなかった。しかし、毎月四、五日は、見苦しく面倒な月の障さわりを人知れず処置するのが困難なため、「物の怪けのために具合が悪くなりました」と言って乳母めのとの里に身を隠すのを、右大臣は「いったいどうしたことか」といぶかしげに思っていた。


人物関係図（第二章）



巻第一

第三章


　九月十五日の月の明るい夜、内裏だいりでの宴遊えんゆう後にそのまま宿直とのいをした権中納言ごんちゅうなごんは、特に興味があったわけではないが、帝みかどの寝所しんじょに向かう梅壺うめつぼの女御にょうごを藤壺ふじつぼへ通じる塀の辺りで隠れて見た。

　夜更けの月が隈くまなく澄み渡る中、濃い衵あこめに透けて見える薄物うすものの汗衫かざみを羽織り、髪を美しく垂れ掛からせた女童めのわらわが火取り香炉こうろを手に歩み出て来た。女房たちも皆、砧きぬたで打って艶つやを出した衣の上に薄物の唐衣からぎぬを脱ぎ掛けているのが、今宵こよいの空のように優美に見える。几帳きちょうを麗しくさし巡らし、とてもかしずかれている様が何とも奥ゆかしく見事だった。

「ああ、わたしの身体からだと心が人並みであったならば、きっとあの女のように今上いまのうえのもとに出入りしていたであろう。それが人前に顔を晒さらし、しかも男の姿で世に出ているとは、まったく正気の沙汰ではない」

　悩み続けていると目の前が暗くなってくる。





　　月ならばかくてすままし雲の上をあはれいかなる契りなるらん

　（わたしが月であったなら、雲の上で澄み渡った心で過ごすこともできるのに、どうしてこのようにつらい宿命なのだろうか）





「つたない宿世すくせのため、わたしはこのように生きるしかないが、せめて姫君だけでも宮仕えができればどんなに嬉うれしかろう。自分の不幸を嘆いても、姫君が普通の女性として生きることができれば、参上・退下たいげの世話もできるのだが」

　我が身の悲しさを考え続けていると、ここから抜け出して深い山に姿を隠してしまいたい気分になってくる。女御にょうごを見送りながら、先ほどの独り言を思い返していると、「蓬莱洞ほうらいどうの月」の句が自然に口をついて出た。その声は何とも形容できないほど美しく、夜空へと澄み昇っていった。

　宰相中将さいしょうのちゅうじょうも今夜の宴うたげに参加していた。今はただ一途いちずに権中納言の妹に恋い焦がれ、いつものように嘆いていた。

「甲斐かいはなくとも権中納言に恨み言を言って、世にまたとない姫君の容姿や仕草しぐさを見たい気持ちを慰めよう。帰宅してしまった様子もないが、どこかの物陰に隠れているのだろうか」

　尋ね歩いたところ、歌を口ずさむ声が聞こえたので慌てて探すと、程なく権中納言を見つけた。織物の直衣のうしと指貫さしぬきの上に艶あでやかな紅くれないの打ち衣ぎぬを肩脱ぎにした姿は、とても小柄ではあるものの若く美しく、月の光の下で輝くばかりに素晴らしい。いつもよりしんみりとした様子で、涙に濡ぬれた袖の辺りから普段とは異なる、珍しい香こうの匂いが漂ってくる。

「男の身である自分でさえ立派だと思うのに、まして女が声を掛けられたら知らぬ振ふりをすることはできまい」

　羨うらやむ宰相中将は我が身が情けなく思ったが、権中納言を引き留とめて理不尽な恨み言を言う様は実に艶つややかで風情があり、奥ゆかしかった。

　権中納言は他人に対していつも打ち解けて話をしようとせず、よそよそしい態度で接したが、宰相中将だけは突き放しにくく、不憫ふびんに思って話に付き合った。

「そうは言いますが、言葉巧みで露草つゆくさのように移り気なあなたの心が心配です。気の毒ですが、わたしの意のままにはならないことなので、ただ話を聞くことしかできず、本当に申し訳なく思っています」

　身の上の不幸を悩んでいた名残なごりで、ひどく思い沈んでいる権中納言を眺めながら、宰相中将は考えた。

「これほど何の悩みもなさそうな身分なのに、いかなる不満があって嘆いているのか。あまりに身を慎んでいるのも、きっと思うところがあってのことであろう。四の君に対して不満があるとも聞いていないが、彼女に見慣れてしまうとは、いったいどれほど素晴らしい女性に恋い焦がれているのか。最近、東宮とうぐうになった方だろうか。そうだとしても、彼ならば決して難しい話ではない。それにしても、心に秘めたことがある人はとても情趣じょうしゅがあるものだ」

　女が原因だと推測した宰相中将は、気を回して仲介しようとした。

「もし悩み事があるのでしたら、この身に代えてでも先方に取り計らい、説得して願いをかなえて差し上げましょう。わたしとあなたとの間で他人行儀は無用です」

「わたしがよそよそしいかどうかはひとまず置いておくとして、あなたに相談したら容易に解決する悩みだとお思いですか」

　権中納言は苦笑いして歌を詠んだ。





　　そのことと思ふならねど月見ればいつまでとのみものぞ悲しき

　（特別な理由があって嘆いているわけではないのですが、月を見ているといつまでこの世で生きていられるかと悲しくなります）





　とても艶つややかで親しみ深く感じられる声に、宰相中将はほろほろと涙を流して返歌を詠んだ。





　　そよやその常なるまじき世の中にかくのみものを思ひわぶらん

　（あなたが言う通り、無常の世でどうしてこのように悩まないといけないのでしょうか）





「わたしも罪深いと思い知らされていますので、あなたの悩みを見届けた上で、深山みやまに姿を隠そうと考えています」

「もし、あなたが世を捨てるときは、どうかわたしを残さないでください。このまま現世にいたくないという気持ちが年月とともに強くなっていますが、さすがに決心できずにいるのです」

　互いに心中を打ち明け、二人はしみじみと夜を語らい明かした。

　別れた後も、宰相中将は権中納言のことを思い出し、慕わしく思った。

「あの権中納言は万事に優れているが、中でも際立っているのは繊細な雰囲気だ。女として世話をしたいと思うほどの美しさで、誠に素晴らしい」

　ますます妹の姫君に思いを馳はせ、心を尽くして恋い焦がれたが、相手は一向に聞き入れる様子もないため、どうすべきかと思案に暮れた。





　院は今や一人娘の東宮とうぐうと別居し、近くで世話をすることができない上に、乳母めのとなどといってもしっかりと気の利く人も仕えておらず、東宮自身も幼く頼りないのを心許もとなく不安に思っていた。そのような折に、左大臣家の姫君が結婚や入内じゅだいを考えていないという噂うわさを耳にして、東宮の後見役にすることを思いつき、左大臣が参内さんだいした際に話のついでに尋ねた。

「権中納言の妹はどうするつもりなのか」

　左大臣はまだ入内じゅだいさせる気があったのかと驚き、泣きながら答えた。

「どうしたらいいのか決めかねております。親であるわたしにさえもあきれるほどよそよそしく恥ずかしがり、顔を合わせるだけで汗をかき、気分が悪くなるような娘ですので、いっそのこと尼などにして仏の道を歩ませようかと考えているところです」

　涙を流す左大臣を目まの当たりにし、本心から出家させるつもりではないのだと院は不憫ふびんに思った。

「それはまったくよろしくない。実を言うと東宮にはしっかりした人がそばにおらず、自分も離れて暮らしているので色々と心配している。彼女の遊び相手として参内さんだいさせなさい。ともかく世に留とどまってさえいれば后きさきにもなれるだろう」

　左大臣は権中納言のことを思い浮かべながら、「姫君もしかるべき運命なのだろう。確かにその程度の宮仕えならば可能だ」と、思ってもみなかった申し出に嬉うれしい気持ちで心が乱れた。

「それでは、母親とも相談して参ります」

　退出すると早速、この話を姫君の母親に伝えたところ、「さあ、わたしにはどうすべきなのか分かりかねます」と困り顔で答えた。

「権中納言の様子を見ていると、姫君も宮仕えに出すのがよさそうだ。院の上の話の通り、本当に后きさきの位につくことがあるかもしれない。もしそうなったら願ってもない話だ」

　左大臣は将来を想像するだけで胸が騒ぎ、あれこれと祈祷きとうをした。





「同じことなら早く」

　院からの求めに応じ、左大臣は十一月十日頃に姫君を参内さんだいさせた。支度を万全に調え、女房四十人、女童めのわらわ八人、下仕しもづかえ八人を華麗に着飾って付き添わせた。通常の入内じゅだいではないが、身分もなく仕えるのはおかしいだろうと、尚侍ないしのかみと称した。また、東宮が梨壺なしつぼにいるのに合わせ、その北西にある宣耀殿せんようでんが尚侍の局つぼねとなった。

　尚侍は夜伽よとぎで東宮と同じ帳台ちょうだいで寝ているうちに、東宮の若々しく上品でゆったりとした気配や肌触り、無心に打ち解けた愛らしい様がいとしくなっていった。あれほどひどく恥ずかしがりで内気な性格であったのにもかかわらず、自分を抑えることができなくなり、やがて東宮と契りを結んだ。

　尚侍が男だと知った東宮は、あさましく意外だと思ったが、見た目や態度に微塵みじんも嫌な感じがなく、この上なく美しく穏やかな人柄なので、何か理由があるのだろうと騒いだりはしなかった。それどころか、いい遊び相手としていつもそばに置いてくれるため、尚侍もいとおしく思った。

　尚侍は昼間もそのまま梨壺なしつぼに留とどまり、手習いや絵描き、琴ことの演奏などをして、起き臥ふし共に暮らしたが、何事にも気後れがして恥ずかしいと閉じ籠こもっていた頃と比べて気が紛れる思いがした。

　一方、宰相中将は権中納言の妹君が尚侍となった今でも、恋愛を禁じられているわけではないので、離れずに機会を狙っていた。左大臣家の厳しい監視下にあったときは近づく術すべもなかったが、こうして宮仕えに出たのを喜び、昼夜を問わず宣耀殿せんようでんの辺りに張り付いて様子を窺うかがった。気高く振る舞う様子や世間の評判が麗しく、いつになったら思いがかなうのだろうかと悩み続けた。





　その年の五節ごせちに中院なかのいんへの行幸みゆきがあった。人々は皆、小忌衣おみごろも姿で参列したが、中でも宰相中将と権中納言の青摺あおずりの衣が一段と見事だった。宰相中将はすらりとした背丈で男らしく、堂々として凜々りりしい上に優美な風情があり、色めいた雰囲気が素晴らしく見える。一方の権中納言はいつまで見ていても見飽きないほど華やかで、艶つややかで零こぼれるばかりの愛嬌あいきょうは比類なく、男の振ふりこそしているが身のこなしや様子も柔らかくしなやかで、誰よりも優れて目映まばゆい姿に、後宮の女房たちは目を奪われた。

　宰相中将は少しでもいい女がいそうな所は素通りせず、必ず立ち止まって言葉を掛けたが、権中納言は見掛けと異なり、宰相中将がなかなか先に進まず止まりがちであるのを横目で見ながらどんどんと先に進んでしまうため、女房たちは「ここが檜隈川ひのくまがわであったなら、馬を留とめてしばし水を飲ませ、その間だけでも姿を見ていたい」と恨めしく思った。

　見送った人々の中に権中納言のことを強く慕う女がいた。遅れて来た一人の随身ずいじんが何か言いたそうにしているので、「何事ですか」と尋ねると、上品な手紙を取り出した。

「麗景殿れいけいでんの細殿ほそどのの一の口で呼び止められ、預かってきました」

　身に覚えがないのを不審に思いつつ、権中納言は手紙を読んだ。





　　逢あふことはなべてかたきの摺衣すりごろもかりめに見るぞ静心しずこころなき

　（逢あうことが難しいあなたの青摺あおずりの衣を偶然目にし、わたしの心はひどく揺れています）





　実に見事な筆跡で書いてあるのを見ながら、「いったい誰だろう」と微笑ほほえんだが、気ぜわしい場所なので返事をしなかった。しかし、冷たくつれない態度は気の毒と思い、行幸みゆきが終わって人々が寝静まった後、夜更けの月が明るく澄んでいる時分に、麗景殿れいけいでんの細殿ほそどのの辺りでたたずみながら歌を詠んだ。





　　逢あふことはまだ遠山とほやまの摺目すりめにも静心しずこころなく見ける誰たれなり

　（逢あうことはまだ先だとしても、遠くからわたしの摺衣すりごろもを見て心乱れた人が誰なのかを知りたいのです）





　人の声もしないので誰もいないのだろうかと思っていると、やがて手紙を渡されたという一の口から声がした。





　　めづらしと見つる心は紛まがはねど何ならぬ身の名のりをばせじ

　（あなたを美しいと見た心に偽りはありませんが、取るに足らない身の上ですので名乗ることはできません）





　興味をそそられ、権中納言は近寄って再び歌を詠んだ。





　　名乗らずは誰と知りてか朝倉あさくらやこの世のままも契り交はさん

　（名乗ってくれなければ誰だか分からず、現世で契りを交わすことができないではないですか）





「これが『かたきの摺衣すりごろも』ということなのですね」

　とりとめもない冗談を言いながら近づくと、ひときわ慕わしく魅力的な女の様にいよいよ心に染みて見事だと思った。しかし、ただ立ったままどうしたらいいか分からず、恥ずかしいほど心苦しく感じたものの、世間の男のように無理に押し入る真似まねはできない。

　話によると、麗景殿れいけいでんの女御にょうごの妹に当たる人らしい。普通の身分の女ではないと分かったので冷たくしない程度に言葉を交わし、人々がやってくる気配がしたのを機にひっそりと別れた。

　このように一目でも権中納言を見て、心を込めて待っている妻がいることも、周囲から冷淡な人だと噂うわさされていることも構わず、言葉を掛ける女は大勢いた。だが、軽んずる身分ではなく素晴らしいと思う人には、つれなくならない程度に言い交わし、身分が低い相手は知らぬ顔で聞き流し、よそよそしく身を慎んでいるのを玉に瑕きずだと不満に感じている人々もいた。

　一方、宰相中将が女と見れば機会を逃さずに言い寄り、様子を窺うかがい歩くのを風流だと思う人も多かった。


人物関係図（第三章）



巻第一

第四章


　年が改まった一月の上旬、霞かすんだ空が春の気配を感じさせながらも、旧年きゅうねんの名残を思わせる雪がちらつく風情のある折、左大臣が宣耀殿せんようでんに赴くと権中納言ごんちゅうなごんが先に来ていた。内侍ないしのかみと権中納言がまだ左大臣邸で暮らしていた頃、北の方たちの対立の煽あおりで二人が疎遠だったことを思い返し、左大臣はよくよく言い聞かせた。

「お前たちは他に兄妹きょうだいがおらず、わたし自身の寿命もいつ果てるか分からない。尋常ではない身の上も、赤の他人に話すよりは互いに相談して暮らす方がよかろう」

　かつての姫君（尚侍ないしのかみ）は、若君（権中納言）を廂ひさしにまでは入れたものの、恥ずかしがって母屋もやの中では御簾みすの隔てが必要だった。しかし、内裏だいりに出仕しゅっしし、権中納言が参上・退下たいげの世話をするうちに互いに慣れ親しみ、また尚侍も世間の男女のことを知って見慣れてきたため、今は几帳きちょう越しに親しく話ができるようになっていた。

　世にも稀まれな美貌の尚侍を見るにつけ、権中納言は「我が身はさておき、この人を世間普通の女として見てみたいものだ」と口惜しくも悲しく思い、また尚侍も権中納言を見て胸を痛めていた。このように互いの身の上を案じる心は兄妹きょうだいだから当然とはいうものの、相手を思いやる愛情はとても深かった。

　尚侍の局つぼねのしつらいは、紅梅こうばいの織物の帳台ちょうだいと三重みえ仕立ての几帳きちょうで、女房たちは単衣ひとえの上から五重いつえの梅襲うめがさねを羽織り、紅梅の織物の唐衣からぎぬや萌葱もえぎの三重みえの色合いも類たぐいなく、数え切れないほど大勢で並び控えている。

　権中納言は紫の織物の指貫さしぬきに艶あでやかな濃い紅くれないの袿うちきを出いだし衣ぎぬにし、目にも鮮やかな姿で座っている。その顔はいつにも増して華やかで、辺りに零こぼれる愛嬌あいきょうをいつまでも見ていたいと心が惹ひきつけられる風情は比類ない。日頃から物思いの絶えない左大臣だが、権中納言を見ているだけでつい笑みが浮かび、悩みも忘れてしまうような心地になった。

　左大臣が帳台ちょうだいの中を覗のぞくと、尚侍は薄い紅梅こうばい色の衣の上に濃い紅くれないの掻練襲かいねりがさねと桜色の織物の小袿こうちきを身に着け、紅梅こうばい襲がさねの扇で顔を隠していた。権中納言を写し取ったような美貌で、見分けがつかないほど似通っているが、尚侍の方がやや上品で、匂い立つ優美さがこの上なく素晴らしい。艶つややかな髪は一筋の乱れもなくゆるやかに垂れ掛かり、背丈より二尺ほど長い毛先が白い単衣ひとえに鮮やかに映はえ、すべてが絵に描いたような麗しさに、見ているだけで胸が苦しくなる。

　もし二人の容姿が平凡で不満な点があったならば、尼や法師にして深山みやまに遁世とんせいさせても惜しいとは思わないだろうが、このように優れた様を見るにつけ、嘆かわしくも悲しく、自然に涙が零こぼれ落ちた。





　やがて日が暮れ、とても美しい月が昇った。

　左大臣は尚侍ないしのかみに、「あれから箏そうは上達したか。権中納言の笛に合わせて聴かせてくれ」と勧め、権中納言に笛を渡した。

　いつものように澄んで清らかな笛の音色は、遥はるかに雲居くもいを分けて響き昇るようで、溢あふれる涙を抑え難いほど見事だが、それに合わせた箏そうの音も劣らず麗しかった。

　辺りから離れず様子を窺うかがっていた宰相中将さいしょうのちゅうじょうが、二人の演奏を耳にした。

「笛の音も箏そうの音も何とも素晴らしい。この世のものとは思えぬ兄妹きょうだいの才能だ。きっと姫君の容姿もこの音色のように美しいに違いない」

　聴いているうちに訳もなく涙が零こぼれた。

　我慢できなくなった宰相中将は催馬楽さいばらの「真屋まやのあまり」を謡うたいながら庭の反橋そりはしの方へ出て行くと、権中納言はすぐさま琵琶に持ち換え、「押し開きて来ませ」とかき鳴らした。

「帷帳とばりちょうではないのが残念です」

　そう言って宰相中将は心を躍らせたが、厳しい表情をした左大臣が外に出てきて座ったので、期待した甲斐かいもなくすっかり興きょうが醒さめてしまった。

　他の殿上人てんじょうびとや上達部かんだちめたちがやって来て左大臣と挨拶あいさつする間も、宰相中将は先刻の箏そうの音色ばかりが耳に残った。

「あれほど何事にも類たぐいない権中納言に慣れていては、いくら優れた演奏をしても耳に入らないだろう」

　ひどく妬ねたましく悔しい気持ちで一杯になり、人から琵琶を勧められても固辞した。

　尚侍に仕える女房たちは、権中納言には及ばないものの普通の人より格段に秀でている宰相中将を、「実に魅力的で素晴らしい人だ」と思って見とれていた。





　尚侍ないしのかみが内裏だいりにいるようになってから、宰相中将は箏そうの音を耳にする度に、古歌こかで「岩うつ波の」と詠うたわれたように心が砕かれた。思いがかなえられそうにないのを悩み、霞かすみ渡った月の様を見ても心だけが空に彷徨さまよい出るような心地に耐えかねた宰相中将は、いつものように権中納言と語り合って心を慰めようと、大げさに先払いをすることもなく忍んで出掛けたが、右大臣邸はいつになく閑散としていた。

「権中納言殿は宿直とのいに参上しました」

　家人けにんの言葉にがっかりし、自分も参内さんだいしようかと思案していると、邸内からほのかに聞こえてきた箏そうの音にふと耳を留とめた。

「きっと四の君が弾いているに違いない」

　彼女も浅からず恋心をかき乱した人で、「塩焼く煙」のように思い掛けなく権中納言になびいてしまったのだと思うと、今になっても諦め切れぬ気持ちに胸が騒いだ。

　どうにか人目を避けて垣間見かいまみすると、端はし近くで御簾みすを巻き上げ、女が箏そうを弾いていた。音色の美しさよりも、月明かりの下、小柄で華奢きゃしゃな身体に衣を纏まとった、愛らしく優美な容姿に目が奪われた。

「尚侍とはいえ美しさには限りがあり、この人にはかなわないだろう。美人だと評判高かったが、これほどとは思わなかった。本当に素晴らしい女だったのだ」

　まるで魂が女の袖の中に捕らわれてしまったような心地がして、このまま見過ごして帰る気にならない。

　宰相中将はすっかり理性を失い、「権中納言のいない今宵こよいに忍び入ろう」と思っているうちに夜が更け、女房たちは物にもたれ掛かって横になったり、庭に下りて花の陰で遊んだりして御前ごぜんからいなくなった。

　四の君は箏そうの上に身を寄り掛からせ、つくづくと月を眺めながら歌を詠んだ。





　　春の夜も見る我からの月なれば心尽くしの影となりけり

　（明るく美しい春の夜の月なのに、わたしから見ると物思いをかき立てる秋の月のように暗く感じてしまうのです）





　これを聞いた宰相中将は心を打たれた。

「四の君の両親は多くの娘たちの中で、ひときわ彼女に愛情を注いだと聞いている。夫の権中納言もあれほど立派で優れ、浮気もせず、世間慣れしないくらい真面目なのに、いったい何に悩んでいるというのか」

　いよいよ看過し難く思われて、宰相中将は妻戸つまどを押し開けて遠慮せずに歩み入っていったが、女房たちは権中納言がやって来たと思い込んで気づかなかったため、難なく四の君のそばに寄ることができた。





　　忘られぬ心や月に通かよふらむ心尽くしの影と見けるは

　（あなたが心尽くしの影だと感じたのは、あなたを忘れられぬわたしの心が月に通じたからでしょうか）





　権中納言ではないことを知ってあっけにとられ、顔を着物にうずめるようにする四の君をかき抱き、宰相中将は帳台ちょうだいの中に入った。

　四の君の茫然ぼうぜんとした声を、御前ごぜん近くにいた左衛門さえもんという乳母子めのとごが聞きつけた。てっきり権中納言が来たと思っていたのにどうしたことかと驚いて近寄ると、言いようのない大変な様子で四の君が忍び泣き、その傍らで宰相中将がなだめていた。

「ああ、何とつらいことでしょう。あなたは冷たく見捨てましたが、わたしの執念から逃げられぬ宿世すくせでこのようになってしまったのです。今となってはどう思っても仕方がありません。ただ、さりげなく振る舞ってください」

　左衛門は相手が宰相中将だと知り、あきれるほどひどいことだと思ったが、こうなってはどうしようもなく、せめて人には気づかれないようにと女房たちに向かって言った。

「姫様はもうお休みになったようです。わたしは御前ごぜんに控えていますから、皆さんは朝まで月や花をよく見て楽しんでください」

　若い女房たちは、「同じことなら、風情を知っている人に見せたいですね」と言って遊びに出掛けた。

　権中納言に慣れた四の君は、「男とはひたすらのどやかに恥じらいつつ語り合うもの」だと信じ込んでいたので、宰相中将の強引で浅ましい振る舞いに、命も絶えんばかりに泣き沈んだ。宰相中将は、四の君の様がとても可憐かれんでいとしく思ったが、今後も気軽に逢あえないことをつらく感じた。

「やはり権中納言は変わった男だ。ひどく真面目なのはこの女に限りなく愛情を注いでいるからだと思っていたが、普通の人とは異なる高潔な心の持ち主だったようだ」

　それにしても滅多めったにないことだとあれこれ考えた。





　恋しい人と逢あうときは秋の夜でも短く感じるものだが、まして春の夜はあっという間に明けてしまう。宰相中将はいつまでも出て行く気になれなかったが、左衛門さえもんがいらいらして困っているので居続けるわけにもいかない。泣く泣く心の限りを込めて、逢瀬おうせを約束して出て行く心地は夢のようだった。





　　我がために縁えに深ければ三瀬川みつせがは後のちの逢瀬あふせも誰たれかたづねん

　（わたしとの宿縁しゅくえんが深かったのでこうして逢あうことができました。三途さんずの川を渡る際も、初めての男であるわたし以外の誰があなたを背負いましょうか）





「まだわたしの気持ちを受け入れてくれないことが不本意でなりません」

　宰相中将の言葉に、四の君は何も答えられなかった。

　その後、宰相中将は左衛門に逢瀬おうせの手引きを強引に約束させて帰ったが、夢かどうかさえ覚束おぼつかなく、声を上げて泣き崩れた。

　四の君は情けなく、現実とも思えぬ心惑いで死んでしまいそうな心地で、起き上がることもできなかった。心配した女房たちが「ご気分が悪いのでしょうか」と介抱しているところに、内裏だいりから退出した権中納言が入ってきた。しかし、四の君は会わせる顔がなく、苦しさのあまり夜着よぎを引き被かぶった。

「いったい、どうしたというのですか」

　権中納言が尋ねると、そばにいた女房が代わりに答えた。

「昨晩からご気分が悪いようです」

　いたわしく心配な権中納言は、四の君に添い臥ふした。

「調子はどうですか。今まで何も聞いていなかったのですが」

　穏やかに声を掛け、上品にいたわったが、四の君は昨夜の宰相中将の振る舞いが思い出され、胸が塞ふさがる心地だった。

　四の君の母親も「容体はどうか」と娘を気遣い、祈祷きとうやら祓はらえやらと何かと騒がしい様子なので、権中納言も外出しないで四の君に付き添った。そのため、左衛門のもとに立て続けに送られた宰相中将からの手紙は四の君に届かず、音信が絶えた状態となった。

　宰相中将はここ何か月も続いた物思いにさらに悩みが加わったような気がして耐え難く、このままでは生きていけそうにもなかった。

「もし長年、これほど苦しい思いをしていたら、きっと今日まで生きられなかっただろう」

　あれこれ思い乱れたが、どうすることもできなかった。





　左衛門のもとには日に何度も、御倉山みくらやまにも置き所がなくなるほど書き尽くした宰相中将からの手紙が届けられた。まだ若く思慮もあまり深くない左衛門は、宰相中将が何とも言えぬ上品で優雅な様子で、命も絶えんばかりに泣き悲しんでいた日の暁に、「とても気の毒だ」と見ていた気持ちが深く残っていて、びっしりと書かれた言葉が哀れで悲しげなのが不憫ふびんで放っておけないと、いつも同じように返答を書いた。

「あの夢のような出来事の後は、ひどく沈んで気分がよろしくないご様子です。せめて文ふみをお見せしたいと思っているのですが、権中納言殿がいつも付き添っているため、それすらできておりません」

　宰相中将は「確かにその通りなのだろう」と、今にも消え入りそうだった四の君の様子を思い出すと、恨めしさも忘れて恋しく切なくなり、起き上がって出歩く気にもならず、寝ても覚めてもぼんやりと嘆き悲しんだ。

「それにしても、権中納言は四の君を深く愛しているように見えたのに、いったいどういうことなのか。先夜の件で権中納言は泣き沈んでいるに違いない。普段の人柄は目を見張るほど立派で、親しみが感じられて非常に魅力的だが、男女の交わりについては無理強いしないと諦め、いかにも親しげに振る舞って過ごしてきたのだろう。まったく稀有けうな心延ばえだが、これからは四の君とも打ち解けた関係になるのだろうか」

　想像するだけで胸がつぶれるほど苦しくなった。

「何とかして四の君を盗み出したい。少しでも自分と心を通わせ、わずかでも言葉を交わすことができるならそれも可能だが、かといって乱暴に押し入る術すべもない。あれほどあどけなく可憐かれんな様子では、権中納言のように優美で物腰が柔らかく、ただ語り合うだけの相手の方が好ましいと思っていて、今頃はきっとわたしのことを、『思いやりのない嫌な男だった』と思い出しているのだろう」

　そう考えるだけで涙が止まらず、月を見る度に、四の君が「見る我からの」と歌をつぶやいていた姿を思い出し、心がかき乱された。





　四の君の体調はさほどひどくないまま数日が過ぎた。権中納言はいつまでも屋敷に籠こもっているわけにもいかず、そろそろ内裏だいりや左大臣邸に行こうと思い、四の君の髪を撫なでながら語り掛けた。

「このように晴れ晴れしくない心で、わたしが出歩いては気持ちも休まらないでしょう。普段のように起き上がってみてはどうですか。わたしたちは何事も同じ心で語らい合いながら過ごしてきたからこそ、いつまで生きていられるかと心細く思われて仏道に入ろうとしても、まず誰よりもあなたのことが心配で、この世に引き留とどめられてしまうのです。あなたが沈み臥ふしている姿を見ていると気持ちが優れず、とても生き永らえそうにありません」

　華やかで美しさに満ちた顔に涙を浮かべた権中納言の目元は、実に悲しげだった。

　四の君は、権中納言が少しも乱暴な振る舞いをせず、語り合うだけで月日を過ごしたことに心の隔てがあるとはまったく思っていなかったが、自分のつらい宿世すくせのために二人の間に溝が生じてしまったのを悩み続け、返事もできなかった。ひたすら顔を隠して泣いている様に、権中納言は訳も分からず、「もしかして、誰かがわたしのことを薄情な男だと言ったのではないか」と気の毒に思い、悲しげに吐息を漏らした。

「すぐに帰ってきます。女房たちはできるだけ御前ごぜんに大勢いるようにしてください。一向に治らない病は物の怪けなどの仕業でしょう」

　そう言い置いて屋敷を後にした。





　内裏だいりに赴いた権中納言は尚侍ないしのかみの局つぼねに顔を出すと、久し振ぶりの訪問に女房たちが珍しがって出迎えた。

　日頃の話をするついでに、宰相さいしょうの君という女房が微笑ほほえみながら言った。

「ところで宰相中将はどうしたのでしょうか。わたしは里の道案内人ではないのに、いつも手引きをしないと言って恨まれるのが嫌で人に役目を譲ったのですが、あきれたことにその都鳥みやこどりは彼を好きになってしまったとか。このところ二人の話を聞かないのは見苦しくなくて本当に助かります」

　すると弁べんの君という女房が言った。

「宰相中将は病を患っているそうです。欠かさずうるさいくらい逢あいに来ていたのに、最近、音沙汰がないのはそのためです。お気の毒なことですね」

　権中納言は驚き、内裏だいりから帰るその足で宰相中将の屋敷に立ち寄った。

　来訪を知らされた宰相中将は、胸がつぶれるほど驚愕きょうがくしたものの、面会することにした。

「ここ数日、病人の看病で屋敷に閉じ籠こもっていましたが、気晴らしに内裏だいりに行ったところ、あなたが病で久しく参内さんだいしていないと教えてくれた人がいたため、驚いてこうしてやって来ました」

　権中納言の言葉に、宰相中将は顔が赤らむ気がしてひどく焦った。

「ことさら大げさに騒ぐ必要はありませんが、熱があるときは身動きもできなくなってしまうので、湯治とうじなどをして籠こもっていました。ところで先ほどの話に出た、あなたが看病をしていた病人とは誰のことですか」

　話をしているうちに、うっかり秘密を漏らしてしまいそうになる。

　宰相中将は口では大したことはないと言うものの、ひどく青ざめて顔もやつれ、憔悴しょうすいしている様子だった。いつもなら顔を合わせる度にうるさいくらいあれこれ言ってくるのに今日は言葉少なに沈み、よほど気分が優れないように見えるので気の毒だったが、四の君がいつになく具合が悪いのが気掛かりだった。

「本当に普段と違って顔色がよくないように見え、滝のよどみも恥ずかしくなるほどに痩せています。気分が悪いのでなく、何か悩みがあるのではないですか」

　微笑しながら言い当てられた宰相中将は赤面する思いだったが、笑って受け流した。

「わたしが萎しおれている姿は、今初めて見たわけでもないはずです」

　それ以上、軽口を言う気にはなれなかった権中納言は屋敷を後にした。夕暮れのほのかな霞かすみの間から匂うばかりに咲き零こぼれた桜の花でさえも、美しさに圧倒されてしまうほど見事な権中納言の後ろ姿を見送りながら、宰相中将は嘆息をついた。

「このように素晴らしい人を朝夕見慣れている四の君は、わたしのことなど何とも思っていないのだろう。ひどくつれない態度を取るのはもっともだ」

　思い悩む宰相中将はとめどなく涙を零こぼし、一睡もできぬまま夜を明かした。


人物関係図（第四章）



巻第一

第五章


　宰相中将さいしょうのちゅうじょうはいつも嘆き、いら立ちながら、人目もはばからずに左衛門さえもんを急せき立てて苦しめた。心弱くも説き伏せられた左衛門は、権中納言ごんちゅうなごんが内裏だいりの宿直とのいで不在の折に、無我夢中で宰相中将を屋敷に引き入れたが、その度に四の君は涙にかき暮れた。

「このことが露つゆほどでも人に知られたらとても生きてはいられない」

　しかし、ほのかな折々に正気をなくしたように泣き惑い、焦じれる宰相中将の様が優美で情け深いと感じるようになり、逢瀬おうせが重なるにつれて次第に受け入れていった。

　権中納言は実に立派で優れているものの他人行儀で、表向きは情が厚く、穏やかで上品に振る舞っている。そのような様を見慣れた四の君には、宰相中将のように激しく、今にも死にそうなほどに恋い焦がれる愛情の方が深いと思われるが、「わずかでも他人に気配が漏れたらどうなるか」と恐ろしくも恥ずかしい。人知れぬ宰相中将の思いを少しずつ受け入れていくのが、我ながらつらいことだと身に染みていた。





　物思いに沈み、心の晴れない日々を過ごすうちに、四の君は自覚がないまま妊娠三、四か月の身体になったが、周りの人々が先に気がついた。

「ここ数か月、別にどこが悪いというわけでもないのに気分が優れないのは、もしや理由があるのではないか」

　右大臣が尋ねても、はっきりとしない間は誰も答えられない。しかし、湯浴ゆあみの世話をする女房たちが四の君を観察して、「やはりご懐妊でした」と報告すると、右大臣は非常に喜んで相好そうごうを崩し、これまで安産の祈祷きとうをしなかったことを悔やんで騒ぎ立てた。

「他の女に心移りしない権中納言殿の愛情は何と一途いちずであることか。あれほどの人柄ならば、世の中の女たちを隈くまなく漁あさるくらい浮気性であっても誰も咎とがめないのに、いささかの迷いもなく我が娘に誠意を尽くしてくれるのは滅多めったなことではなく、世の模範にしたいくらいだ。まして、権中納言殿に似た顔の子どもが生まれたならば、我が家の光になろう」

　そう言って右大臣は涙ぐんだ。

　右大臣は満面の笑みで四の君の部屋に行き、帳台ちょうだいの前に座った。苦しくて横になっていた四の君が気配を感じて起き上がると、右大臣は「こんなに喜ばしいことはない」と思いながらさらに近寄った。

「気分はどうだ。今まで妊娠しているとは知らなかった。すぐに祈祷きとうなどをさせよう」

　右大臣は嬉うれし泣きしたが、四の君は心中で激しく動揺した。

「どうにも困ったことになった。いつも体調が悪く、あの人と契ってしまってからは嘆かわしく、心細い思いばかりしていたが、もし本当に身籠みごもっていたら権中納言はどう思うだろうか。今までと同じように顔を合わせるのはとてもつらい」

　冷や汗を流す姿を見て、右大臣は「あきれた恥ずかしがりようだ」と言いながら、とても嬉うれしそうだった。

　右大臣は部屋に帰ってからも、何かと気を使って様々な果物や菓子などを送り、北の方にも早く行って様子を見てくるように勧めた。

「あの子は恥ずかしがるでしょう。あまり騒ぎ立てない方がよいのではありませんか」

「いや、そなたは大将だいしょうに嫁いだ子や女御にょうごになった子のことばかりを贔屓ひいきにして、あの子には薄情なのだ。これほどはっきりするまで娘の身重に気づかない親が他にいるものか。それにしても、積年の願いがかなって我が胸は晴れやかだ」

　右大臣は乳母めのとたちを呼んで指示した。

「恐らく権中納言殿はまだ知らないだろう。今日は日柄もよいから、今夜、屋敷に来たらそれとなく伝えなさい」

　やがて権中納言がやって来たとの知らせがあった。

「思った通り、夜更けには来ない人だ。もし浮気性であったなら、どんなに胸を痛めただろう。女は后きさきになったとしても何になろうか。権中納言殿に妻として大切にされることこそが素晴らしいのだ。この結婚は誠に賢明であった」

　事情を知らない右大臣は自慢げに吹聴したが、実は気の毒な話だった。

　給仕きゅうじを任されている中務なかつかさという乳母めのとが、右大臣が喜んで一刻も早く知らせたがっていた四の君の懐妊をそっと伝えると、権中納言は「何ということだ」と胸がつぶれるほどあきれ驚き、顔をさっと赤らめた。

「きっと恥ずかしく思ったのだろう。あの権中納言様といえども、まだお若くいらっしゃる」

　乳母めのとは独り合点がてんし、おかしくもかわいいと思った。

　四の君はあまりのつらさに、汗と涙を一緒にして夜具やぐを引き被かぶっていた。権中納言も普段のように添い寝したが、掛けるべき言葉が見つからない。

「尋常ではない身体で人並みの振ふりをして生きてきたが、これは仮初かりそめの姿だといつも落ち着かぬ気持ちでいた。母上から他人に劣らぬ愛情を受けてきたのにもかかわらず、表立った理由がないまま出家したら、心の闇に迷ってしまうに違いない。また父上にしても、わたしを役立たずと見捨てることもなく、一日でも顔を見せないと案じてくれる。そんな二人に背いて世を捨てたら、さらに罪が深くなるだろうと躊躇ちゅうちょしているうちに、ついにこのような愚かしいことが起きてしまった。心の中が他人と異なるのがまったくもって情けない。世間から見ると何一つ欠点もない身分だと言われ続けてきたが、こうして夫婦として暮らしながら四の君が処女おとめのままだったのを人に怪しまれ、『男女のことに関しては痴しれ者だった』と思われるのはとてもばつが悪く、見苦しい身の上が恥ずかしくてならない。この身体では長生きできないので、一生独身でいようと思っていたのに、悔しくて情けない」

　一睡もできぬまま思い巡らして夜を明かしたが、やはりこれ以上、この世に留とどまって生き続ける術すべは思いつかなかった。

「相手はいったい誰なのか。こういうことがあったのに、相変わらず何も気づかずに世で交わっているわたしを、どんなに滑稽だと思って見ている男がいるのだろうか」

　夜が明けても二人はすぐに起きず、背を向けたまま朝を迎えた。権中納言は出掛けるために起床すると、四の君の身体を揺すったが、ますます夜具を引き被かぶってしまった。

「随分とひどいことをしますね。ここ何か月、妙に打ち解けない様子を感じながらも、少しもやましいところがないわたしは、心のまま気にしないで接してきましたが、世慣れしていないわたしをどう見ているのかと、気の毒に思いつつ嘆いていました。もし事情を知らない右大臣が一方的にあなたを咎とがめることになったらとても心苦しいですが、どうするおつもりですか。わたしより愛情の深い人がどこにいるのかは知りませんが、あなた以外の人には見向きもせず、ただそばにいることが最良だと信じていた迂闊うかつさが、我ながら返かえす返がえすも悔しく、恥ずかしくてなりません」

　権中納言は四の君が気後れするようなゆったりとした態度で、言いにくいことをほのめかすように語った。しかし、「いったい誰を恨んだらいいものか」と妙な気がするのは、動揺するほど嫉妬していないからかもしれないと思った。

　何とも言えない美しい姿で微笑ほほえんで臥ふしている権中納言を前に、四の君はますますつらい気持ちで泣き沈んだが、権中納言は掛けるべき言葉が見つからなかった。

　女房たちに「そばに誰かいてください」と言い置くと、手水ちょうずをして誦経ずきょうを始めたが、その心中はひどく動揺していた。

「わたしのことを男女の情を解さない愚鈍な男だと見なし、注目している者がいると思うだけでとてもきまりが悪い。出家もしないで生き永らえてしまったために、こんな間違いが起きてしまったのだ」

　ますます世を捨てる思いが高まり、ひたすら経を読んでいるうちに、何となく憂鬱ゆううつな心が澄んできた気がし、さらに声を張り上げた。横になったまま、熱心に読経する権中納言の声を聞いている四の君の心中は耐え難いほど悲しく、顔向けもできずに嘆き乱れていることを周囲の人々は知らなかった。





　四の君の懐妊を喜んだ右大臣は早速、左大臣にそれとなく伝えると、左大臣は「何と見苦しくあきれたことだ」と驚いた。

「今や世に並ぶ者なく世間で立ち交じっていたので、人並みの身体でないことを知ったところでそれほど嘆く必要はないと思っていたが、最近、ひどく悩んでいたのは、けしからぬ事情で心が乱れていたのか」

　こちらが恥ずかしくなるほど立派になったため、親といえども直接尋ねるのは気が引け、人前では世間並みに孫ができたことを喜んでいるように装った。

　権中納言は左大臣の心中を考えると、かえっていたたまれない気持ちになった。また人前に出ても、「わたしのことを愚かな変人だと思っている人がいるに違いない」と考えてしまうため、さらに他人を遠ざけるようになり、この世を仮初かりそめだと考えている態度をはっきりと見せるようになった。





　かつては最愛の人として四の君と将来を誓い合い、起き臥ふしにつけても睦むつまじく心を一つにしてきた。普通ではない自分と結婚してしまった宿世すくせが不憫ふびんで、世間の男のように浮気をしていると聞かせたくないため、禁中での宿直とのいなどで外泊する夜でさえ、どう思っているかと心配し、深く愛していた。しかし、あの一件の後は、「これまで肉体関係がなかったのはおかしいと思い知ったはずだ」と考えると、きまりが悪くやり切れず、心に隔てが生じたように感じていた。

　まったく遠慮しないのも不相応ふそうおうなため、以前のような睦むつまじい関係ではなくなったが、四の君はそれも当然で、言いようもなく恥ずかしく、悲しいことだと思い、ますます打ち解けた顔を見せなくなった。古歌こかで「仲の疎うとくも」と詠うたわれたようになったのを、「やはり本当の男女の契りの方が好ましいと思うようになったのだろう」と権中納言は察した。むやみに恨んだり慰めたりすることもできないので、四の君を避け、次第に仏道に精進するようになった。

　権中納言が左大臣邸や内裏だいりで外泊する機会が増えたのを、右大臣邸の女房たちは「四の君が妊娠したから愛情が増すと思っていたのに妙だ」といぶかしげに見ていたが、右大臣と北の方も同じように悩んでいた。

「どうもおかしい。権中納言は仏道修行に励んでばかりで夜離よがれて久しい。何か特別な訳があるのだろうか」

　人々の嘆きを見聞きする四の君は身の置き所もないほどつらく、「何とかしてこの世から消え失うせたい」と悩み続けていた。

　一方、左衛門さえもんが浅からず心を寄せている宰相中将は、四の君の妊娠の様子などを詳しく聞いてますます契りの深さを思い知らされ、「こうなったら世間体も人目の見苦しさも構わず、四の君を盗み出して隠してしまいたい」と焦りが濃くなるが、そのようなことはできるはずもなく、思い乱れる日々を過ごしていた。

　以前とは打って変わってひどく物思いしている宰相中将を見て、権中納言は考えた。

「もともと四の君に深く心を寄せていたと聞いている。他には考えられないから、密通相手は彼に違いない。そうだとしたら、誰よりもわたしを観察して心中であれこれ思っていることが恥ずかしくも悔しい」

　しかし、はっきりと決めつけることはできない。

「どうしてつらい世の中で無理に生き永らえなければいけないのだろう。両親の気持ちを深く思っているうちに、このような問題が起きてしまった」

　心が千々ちぢに乱れ、世の憂うさが見えない山路やまじを尋ね入りたい思いが次第に募っていった。


巻第一

第六章


　その頃、吉野山に先々帝の第三皇子みこで吉野宮よしののみやと呼ばれている人がいた。万事に優れて人に遅れたところがなく、様々な方面の学問、陰陽道おんみょうどう、天文学、夢解とき、人相見にんそうみなどを極めた才人だった。

　昔は遊学生ゆうがくせいといって十二年に一度、唐土もろこしに優秀な人物を派遣して学問を習得させていたが、末法まっぽうの世になって人の顔つきや性格がひどく悪くなり、渡る人も途絶えていた。若き吉野宮は「ぜひ彼かの地に行ってみたい」と熱心に願い出て唐土もろこしに渡り、現地で歓迎された。

「これまでに大勢の日本人がやって来たし、我が国にも優秀な人材が数多あまたいるが、これほど諸道に秀でた人は見たことがない」

　感嘆した第一の大臣は、大切に育てた一人娘の婿として吉野宮を迎え、心を込めて世話をした。やがて二人の娘が生まれたが、程なく妻は亡くなってしまった。

「異国の人であっても彼女とは確かに心が通じ合っていた。この国のことはよく知らないが、日本で女御にょうごや后きさき、皇女こうじょなどを目にする機会はあったものの、あれほど見目麗しい女性はいなかった」

　妻を深く愛し、日本へ帰る気も失うせていたので、死去したときの悲嘆は例えようがなかった。このまま唐土もろこしで本意ほいを遂げて出家することも考えたが、亡き妻の形見として残った姫宮たちと別れるのが悲しく、思い悩んでいるうちに、舅しゅうとの大臣も心労で病に倒れて逝去せいきょしてしまった。

　生活の手だてを失い、とても生きていけそうにもないと思っていた折、他の大臣や公卿くぎょうたちが、自分たちの娘の婿にならないかと申し出た。しかし、再婚するつもりはなかったので聞き入れなかったところ、逆恨みする者が出てきて、ついには「殺害を目論もくろんでいる」という噂うわさまで流れた。惜しくはない命とはいえ、異国の地で身を捨てるのは悲しく、また愛してくれる人がいたときには故郷のことをすっかり忘れていたが、今となっては唐土もろこしが生きにくく、恐ろしい国だと感じるようになっていた。

　日本に帰りたいと思うようになったものの、娘たちを見限るのはとてもつらかった。

「かつて、ある人が妻を連れて唐土もろこしの海を渡ろうとしたが失敗し、それ以降、女性は渡れない海路だと聞いている。しかし他に手段はない。もし船を止める海竜王かいりゅうおうが現れたら、この命は旅の空に捨ててしまおう。別に惜しいものではない」

　一途いちずに決心すると、亡き大臣の子どもたちと協力して逃げるように唐土もろこしを離れた。邪悪な海竜王も心変わりしたのか、船は止まることもなく、わざわざ船を送るように順風が吹いて無事に帰国することができた。

「世の例ためしとして、唐土もろこしの女の腹に子ができたと取り沙汰されたくない」と思った吉野宮は、姫宮たちの存在を隠して上京した。唐土もろこしより遠く離れ、妻が火葬の煙となって立ち上った雲からも遥はるか隔たり、悲しさに心を空うつろにしたまま世間から隠れ、姫宮たちをかき撫なでながら慰めとした。

　再び妻を迎えようとせず、絶望して泣き暮らしていたところ、どうしたことか「この皇子みこが朝廷に謀反の心を抱き、自分にこそ帝みかどになる道理があると考えている」と讒言ざんげんされ、遥はるか遠い山境に追放されそうになった。

　夢のような思いで吉野宮はこの話を聞いた。

「すべての原因は、現世に俗人のままでいるからだ。心は来世に向いていながら、似つかわしくないことに相変わらず娘たちの世話をし、世の人々と交わっていた。何とかあの子たちが一人立ちするまではと思って過ごしたのがいけなかったのだ」

　思い立った吉野宮は剃髪ていはつすると、吉野山の麓にあった風流な領地に姫宮たちを連れて移り住み、どこへ行くとも人に知られることもなく隠棲いんせいした。その後、鳥の鳴き声さえ懐かしく聞くほど、訪れる人のない吉野山の雪に埋もれて暮らした。

　姫宮たちの容姿はもったいないほどに美しく、とりとめもなくかき鳴らす琴ことの音も唐国仕込みで人より優れ、吉野宮はしみじみといとおしく思って世話をした。自分だけはこのまま深く山に入って跡を絶ってしまいたいが、後見人のいない気の毒な姫宮たちの有様ありさまを見るにつけ、一途いちずに憂うき世を断ち切ることもできないのを歯がゆく思っていた。

「そうは言っても、娘たちが少しでも人並みになって人生を歩む際の導しるべとすべき人が必ず現れるだろう」

　心に深く悟るところがあり、宿世すくせに結ばれた人を待つ気でいた。





　権中納言ごんちゅうなごんは何としても俗世から離れたいという気持ちが強くなり、季節の花や紅葉を見るにつけ、四方の山に尋ね入っては、「人に行方を知られないで隠れ住むことができる谷間たにあいや峰の上で、風情を感じられる場所はないか」と思案していた。そのような折、吉野宮の身上を詳しく知っている男がいて、権中納言に話をした。

「きっぱりと世を捨てた聖ひじりの住処すみかと見えながら、水の流れや岩のたたずまいも都では見慣れない趣おもむきで、物思いも慰められ、心が落ち着く構えです」

　権中納言は以前から吉野宮のことを噂うわさで聞いて知っていた。

「出家するとしても、やみくもに山伏などのもとを訪れて弟子になるのは、さすがに恐ろしく物足りないが、吉野宮は人柄も様子も普通ではないのだろう。そのような生き方は今まで思いも寄らなかった」

　権中納言はこの者を呼び、どういった縁で知っているのかを尋ねた。

「伯父が宮の弟子で、昼夜そばを離れず、仏道に心をいれて仕えています。わたしはしかるべき折々に、伯父に会いに吉野を訪れているのです」

　話を聞いた権中納言は喜んだ。

「わたしは何年もの間、何とかして宮と懇意こんいになり、吉野に通って世に絶えた琴きんを教えてもらい、まだ見たことのない漢籍かんせきについてあれこれ尋ねたいと思っていましたが、世間から離れたいと思っている方なので、わたしの願いなど引き受けてはくれまいと遠慮し、口惜しく思っていました。もしお許しいただけるのなら忍んで参上し、お目通りしたいと考えているため、先方のご意向を伺うかがってもらえませんか」

　熱心に頼むと男は快く引き受け、すぐに吉野に向けて出発した。





　男は伯父の僧に会い、権中納言の言付ことづけを伝えた。

「かつてはしかるべき方が来たり、手紙が届いたりしたものだが、『まだ生きていたとは人に知られたくない』と言って聞き入れず、ここ四、五年は訪問者もいない。どういう結果になるか分からないが、とにかく意向を確認して返事をしよう」

　僧は男を待たせたまま、吉野宮に事情を説明した。

「こういうわけで、左大臣家からわざわざ甥おいを使いに立ててきました」

　吉野宮はしばらく思案してから答えた。

「あのような栄耀えいよう栄華に包まれたら、美しい蝶ちょうや花のことばかりに心が向くはずなのに、どうしてこの深山みやまに関心を抱いたのでしょうか。きっとしかるべき縁がある方なのでしょう。何とも喜ばしい話ですので、ぜひお立ち寄りください」

　大変気に入った様子であっさりと承諾したため、僧はひどく不思議に思ったが、何か思うところがあるのだろうと得心し、甥に返答を伝えた。

「極めて難しい話だから、気の毒にむなしく帰ることになると予想していたが、宮は快諾かいだくしてくれた」

　男は喜び勇んで都に戻り、詳しく報告した。

　権中納言は積年の思いがかなった気がして歓喜し、「決してこのことを口外しないように」と周囲の者たちに固く口止めをした。

「吉野宮もすぐに世を捨てるのは浅はかだと思い、引き受けてはくれないだろう。今回はただ様子を拝見し、来世まで頼る旨を約束して帰ってこよう」





「夢見がひどく悪いと告げる人がいるので、身を清めるために七、八日ほど山寺に籠こもってきます。場所を知られてしまうと人々がやって来て気ぜわしく、修行が疎おろそかになりますので」

　そう人々に言い紛らして権中納言は出発した。

　かつて四の君と二、三日も離れるときは、不安なことをしんみりと親しく語り合うほどの深い仲だったが、例の事件後、内心で自分をどう見ているかと考えると愚かしく思われて、以前のように振る舞えなくなった。四の君は恥ずかしくも悲しく思ったが、それにつけても否応いやおうなしに結ばれてしまった宰相中将さいしょうのちゅうじょうとの契りも浅くない気がして、しみじみと身に染みるのが我ながらつらいと感じていた。権中納言も「きっとそう思っているに違いない」と推察するものの、それを恨むことのできる立場ではないと諦め、万事知らぬ顔をしている様は立派に見えた。

　供として、先に吉野宮の仲介をした男や乳母子めのとごといった親しい者を四、五人だけ連れて、人目を忍んで出掛けた。九月に入り、まだらに紅葉しかけた山の風情が何とも言えず美しく、見知らぬ土地へ遠く分け入るに従って、心細く悲しい気分になってきた。

「父上や母上はどうしているだろうか。いっときの道中でさえこのように感じるのだから、まして出家を決心するときはさぞかしつらかろう」

　権中納言は我ながらみっともなく思った。





　　涙しも先に立つこそあやしけれ背そむくたびにもあらぬ山路を

　（世を捨てる旅の山路ではないのに、真っ先に涙が出るのは見苦しいことだ）





　途中から案内役の男を先立さきだてて知らせたため、吉野宮は事前に部屋を片づけて整え、着替えなどをして待ち受けた。

　権中納言は気を使い、日の入り直前に到着した旨を伝えて屋敷に入った。浮線稜ふせんりょうの所々に秋草を縫い付けた指貫さしぬきに、象眼ぞうがんを施した尾花おばな色の狩衣かりぎぬを肩脱ぎにし、艶つややかな紅くれないの袿うちきを覗のぞかせた姿は光り輝くばかりに華やかで、その見事さは極楽から迎えの雲の輿こしがやって来たとしても、しばらく地上に留とどまって見ていたいと思うほどであった。

「何もかもが口惜しく衰えていく末法まっぽうの世なのに、このような人がまだいたのか」

　感嘆して吉野宮が見とれていると、静かに権中納言がやって来た。

　吉野宮はとても清楚せいそな身なりで、勤行ごんぎょうのためにやつれて肌は白く、剃髪ていはつした頭は青々とし、上品ですっきりとしたその姿は、権中納言が想像していたよりも若く凜々りりしかった。

　次第に慣れ親しんで話すにつれ、吉野宮は目を見張る思いで相手を見た。

「世にも珍しいほどに学識が深く、あらゆることに秀ひいでている。どうしてこれほど見事なのだろうか。この人こそ、娘たちが世に出るための導しるべとなる方に違いない」

　打ち解けた吉野宮は自分の身上を語った。唐土もろこしに渡ってからの出来事、悲惨な目に遭い、かけがえのない二人の娘を見捨てられずにいたところ、畏れ多い謀反の噂うわさを立てられ、つらい政争せいそうにも巻き込まれたが、娘たちが仏道に入る妨げになり、ここより深い山奥に姿を隠すことができずにいる事情を明かした。

　こうして話を聞くと吉野宮は度の過ぎた聖人には見えず、上品でしんみりと控えめにしている様は権中納言の涙を誘った。

「そのような身の上でしたか。今のわたしは人から見ると心細くも口惜しくもない身分ですが、幼少のみぎりより世人よひととは異なり、奇妙にも普通ではない心身をまさざまと思い知らされ、この世で生きにくく感じるようになってきました」

　すべてを察した吉野宮はもらい泣きした。

「不本意に思うのは当然ですが、それもしばらくのことです。何事も現世ではなく前世からの報むくいですので、ともかく周囲の人々があなたを案じてくれるこの世を嘆き、人を恨むのは誠に心が幼く、悟りのないことです。疎ましく思う必要はまったくありません。どうやらあなたには、最後は人臣じんしんとして意のまま位を極める宿縁しゅくえんがあるようです。今、ここで詳しく話さなくてもいつの日か、あれはこのことだったのかと思い当たることでしょう。いや、人相見にんそうみの真似まね事はもうよしましょう」

　権中納言は、「どのように自分を見たのだろう。世間並みでないわたしがどうして位を極めることができようか」と怪訝けげんに思った。

「頼りになる身ではありませんが、姫宮たちに関しては生きている限り後見うしろみしますので、ご心配には及びません」

　その言葉に吉野宮は涙ぐんだ。

「これまで娘たちの将来が心配なことを人に打ち明けたことはなく、失礼な問わず語りをしてしまったのも今回が初めてです。こうして娘たちを見捨てようとしても捨て切れず、世を背くこともできないまま、訪問してくれる人がいなければ生きていけないことばかりが悩みの種でした。人にはそれぞれ契りや宿世すくせがありますから、この山で一生を終えろと遺言するつもりはありません。もっとも、そう決心しても因縁いんねんというものがありますので、思い通りになるとも限りません。外聞の悪くない重々しい人と結ばれることは望まず、ただ縁えにしに任せて生きてほしいと願っています。しかしながら、その時期はもっと先になるのではと気掛かりなのが、心苦しく思っています」

　互いに泣きながら、尽きることのない話で夜が明けた。

　魅力的で親しみのある吉野宮に、唐土もろこしや韓国からくにのことまではっきりと語られると、地獄の底から浄土じょうどの奥まで分かった気がし、権中納言は心から満足した。我が身の嘆きが慰められる一方、しんみりと悲しい話も多く、すぐ都に帰る気にはならなかった。

　吉野宮は日本にはまだ伝わっていない漢籍などを広げて見せた。

「権中納言の学識や理解力は、唐土もろこしにも並ぶ者はいないと自負していたわたしと比べても遜色ない。実に素晴らしい人だ」

　題を出して漢詩を作らせると、権中納言は唐土もろこしから持ち帰った書物以上に趣おもむき深く胸を打つ作品を作り上げ、手跡しゅせきや筆勢ひっせいも見事だった。

「まったく大した人がいるものだ。神仏が姿を変えた方なのかもしれない」

　思い当たる節があり、吉野宮は感嘆の目で権中納言を見つめた。


人物関係図（第六章）



巻第一

第七章


　瞬く間に二、三日が過ぎた。吉野宮よしののみやは権中納言ごんちゅうなごんの容姿や学才がこの上なく素晴らしいことに感銘し、仏道修行も疎おろそかになっていた。

　権中納言が琴きんを聴きたいと願い出ると、吉野宮は夜更けの澄み渡った月の下でかき鳴らした。その音色は物悲しく、比類がないほど趣おもむき深かった。少し弾いただけでやめると、権中納言は琴きんを手に取り、空恐ろしいほど同じ調べで奏でた。

「残りの音は、以前に話をした頼りない娘たちに教えてあります。もっとも、正しく弾き取ったと思っているのは、山伏のようなわたしが吉野の峰の山おろしに耳が慣れてしまったからかもしれません。とはいえ、わざわざ訪ねていただいた嬉うれしさに報いるためにも、お聞かせしないわけにはいきませんね」

　吉野宮は姫宮たちの部屋に渡った。

「こういう方が訪ねて来てしばらく滞在しているので、こちらで話し相手をしなさい。普通の人には見えない様子です。突然のことで女房たちは変に思うかもしれないが、心配はいらないでしょう」

　そう言って、権中納言を迎える準備を整えた。

　暁あかつき近く、月に霧が掛かって風情のある時分、吉野宮の案内で権中納言は姫宮たちの部屋に向かった。何とも言えぬ気品に溢あふれ、目映まばゆいほどの権中納言の美しさに、端はし近くでぼんやりしていた姫宮たちは恥ずかしさのあまり奥に入ろうとした。

「ただわたしが言う通りにしなさい。この世離れした住まいで何を気にすることがありますか。世間並みにもてなす必要はありません。一切の気遣いは無用です」

　吉野宮は娘たちを説得すると、静かに立ち去った。

　その部屋はやや奥まった場所にあった。小さな寝殿しんでんで、ことさら簡素にした作りも見どころがあり、心を寄せて風流を楽しんでいる人の住まいだと一目で分かった。内も外もひっそりとして人気ひとけもなく、水に映る月ばかりが光り輝いている。毎日、このような場所で静かに物思いにふける姫宮たちの心境に思いを馳はせ、権中納言はいたわしく思った。唐土もろこし風で素っ気ない物に親しみ、日本独特の深い情趣じょうしゅなどは理解しないかもしれないと推測するにつけ、好奇心がかきたてられるが、人声もしないので歌を詠んで呼び掛けた。





　　吉野山憂うき世背そむきに来こしかども言問こととひかかる音おとだにもせず

　（つらい俗世から逃れるために吉野山にやって来ましたが、言葉を掛けてくれる人さえいないのですね）





「何とも耐え難いことです」

　歌を詠んで涙を零こぼす権中納言の様は親しみやすく情緒があった。都でさえ「他に類を見ない見事な方だ」と恋い焦がれる女が数多くいるのに、まして普通の男性さえ見慣れていない姫宮たちにとっては、どうしようもないほど心が乱れたが、臆面もなく返事をする女房もいなかった。どうにもならず恥ずかしく思ったが、長く待たせるのも具合が悪く、姉宮が少しいざり寄って歌を返した。





　　絶えず吹く峰の松風我ならでいかにと言はむ人影もなし

　（吹きやまぬ峰の松風のようなわたし以外に、応対できる者はおりません）





　かすかな気配は実に上品で、こちらが気後れするくらいに奥ゆかしい。これほど心惹ひかれる気品のある女は都にも滅多めったにいないと思われた。

　権中納言は姉妹のどちらが答えたのかが気になって尋ねた。





　　大方おほかたに松の末すゑ吹く風の音おとをいかにと問ふ静心しづごころなし

　（松の梢こずえを吹く風の音が、どちらの方なのかと尋ねるだけで心が騒ぎます）





　権中納言の振る舞いはよくあるような色めいたものではなく、ただしみじみと吉野山を訪れた事情を親しげに語るので、姫宮たちは少しずつ慣れ、折々に心を込めて返事をした。その優美な気配や心遣いを目まの当たりにし、権中納言は感嘆した。

「このわたしが相手では甲斐かいがないが、もしこれほど優れた女が世にいることを宰相中将さいしょうのちゅうじょうが知ったら、どれほど思い乱れて心を尽くすだろうか」

　様々なことを思い出し、我が身も嘆かわしく権中納言は苦笑した。

　月が隈くまなく冴さえ渡り、虫の音ねがそこかしこから響き、水の流れ、風の音、鹿の鳴く声などが一つになって情趣じょうしゅを添え、思わず涙をもよおす住まいだった。

「このような御簾みすの外はまだ慣れておらず、不安でなりません。人目が悪く恐ろしいので、どうかよそよそしくしないでください」

　そっと権中納言が中に滑り入ると姫宮たちは驚きあきれ、戸惑いながらうつぶせになった。

「あなた方、どうかそのように嫌がらないでください。決してなれなれしい振る舞いはしません。畏れながら不思議なことに姉妹がもう一人いるとお思いください」

　穏やかに親しみを込めて慰めたが、姫宮たちが夢を見ているかのようにうろたえるのも無理はない。姉宮だけでなく、妹宮まで一緒に出てきていたため、権中納言は二人に寄り添う形になった。

　女房たちは「これは困った」と慌てふためいたが、常々この屋敷を心細いと嘆いていた者たちなので、「珍しく立派な人が来た」と聞いて心をときめかせつつ、自分たちの姿がみすぼらしいことを恥じて奥に隠れてしまったのは何とも頼り甲斐がいがなかった。

　姉宮は、「どうしたことかと寄ってくる女房もいないとは」とつらく思ったが、権中納言の振る舞いに好色こうしょくめいたところがなく、ひたすら親しげであったため、自分一人が騒ぐのもどうかと心を落ち着けた。

「あなたが言う隔てのない関係とは、このような振る舞いですか。人が見たらどう思うでしょう。甚はなはだ興醒きょうざめなことです」

「それについてはただ自然のまま、気楽に考えてください。この世の中で生きている限りは愛情のすべてを尽くして世話をしたいと思っているのに、あまりにもどかしいほど隔てが多い気がし、あなたたちと疎遠でない仲でいたいと思って近づいてしまいました」

　語り合ううちに、姉宮の心は次第に慰められていった。

　一方、妹宮は何とも耐え難く、衣を引き被かぶってその中に埋もれるようにしていたため、気の毒に思った姉宮は几帳きちょうで姿を隠した。

「悲しいことに分け隔てされるのですね。どちらの方も同じように慕っているのですが」

　権中納言が恨み言を言うと、姉宮まで続いて奥に入ってしまいそうだったため、世の男のように引き留とめ、ただ添い臥ふして、来世までもと約束した。嫌だと思うところが露つゆばかりもない権中納言の情が分からない人がいるだろうか。姉宮は訳もなく恥ずかしく、このような男の振る舞いを知らなかったので困惑し、不安に感じていた。





　夜が明けゆくにつれ、姉宮はいっそういたたまれなく、きまり悪く思った。身に纏まとっているのは白い単襲ひとえがさねだけで、なよやかな姿は非常にほっそりとし、あたかも絵から抜け出したようである。髪の形や掛かり具合も並大抵ではなく、乱れた髪は袿うちきの裾すそよりも長く余っているように見え、奥ゆかしく隠している横顔はとても白く愛らしげで、言いようもないほど気高く美しい。

「唐土もろこし風でよそよそしく、この国の女とは違うかもしれないと気になって不安だったが、実に上品で見飽きぬ魅力がある」

　権中納言はしみじみと心惹ひかれ、いよいよ心の限り将来を誓った。姉宮から見た権中納言は言うまでもなく、互いにえも言われぬ素晴らしい朝の容姿を魅力的だと見ているうちに夜が明けてきたので、権中納言は退出した。

　その後、見事な女性だったと思い出しながら手紙を送った。





　　今の間まも覚束おぼつかなきに立ち返り折りてもみばや白菊しらぎくの花

　（こうしている今もあなたのことが気掛かりで、すぐにでも戻って白菊の花を手折たおりたいと思っております）





　世間で言う後朝きぬぎぬの文ふみだったため、女房たちは二人が一夜を共にしたとすっかり思い込んで返事を勧めたが、姉宮は当惑していた。権中納言は親しみやすく情が深い人柄だったので、とりとめもなく語り合ったものの、今になって「あれはどういうことだったのか」と恥ずかしく思った。女房たちは「返事をしないのはきまりが悪い」と口々に言ったが、姉宮は必ずしも返答をしなければいけないわけでもないと考え、結局そのままにした。

　日が暮れると、権中納言は昨夜と同じように姫宮たちの部屋に渡った。月を見ながら語り合い、一緒に琴きんをかき鳴らして夜を明かすうちにすっかり心を奪われ、都に帰る気を失っていた。





　あっという間に数日が過ぎた。姉宮と権中納言が親しくしているという話が吉野宮の耳に入ったが、どうしたことかと驚きもしなかった。

「よいよい、親しく語らっているのなら結構なことだ」

　このような様子なので二人の間に隔てはなかったが、そうは言っても世を捨てたわけではないため、いつまでも今のままではいられない。

「父上と母上もさぞかし心を砕いて嘆いているに違いない。右大臣もわたしをひどく恨んでいるに相違なく、出家したと思っているかもしれない」

　何かと心配事があり、吉野に籠こもってばかりもいられないので都に戻ることにした。

　権中納言は吉野宮に麻の衣や法服ほうふく、宿直とのいに使う物など、峰の松風を音として聞くだけで済む品々を用意した。また、上下を問わず仕えている人々や姫宮たちへの御料ごりょうとして、世にまたとない色合いの紅くれないの掻練かいねりや織物の袿うちき、絹や綾あやなどを数多く献上し、並々ではない扇なども添えた。

「このような品々への執着は捨てておりますので、まったく不本意なことです」

　あまりの多さに吉野宮は辞退しようとしたが、権中納言の人柄が上品で立派なため、思い通りに返すことができなかった。

「足手纏まといな娘たちの身上をあなたにお願いできて安堵あんどしました。これから山深く入って仏道に専念することにします」

　だが、権中納言も結婚の話までは言い出せなかった。

「こちらの住まいを都に移したいと考えております」

「いいえ、それをすぐ実行に移すのはあなたも外聞が悪いでしょう。今のままでも、娘たちを見放さないでいてくれれば、わたしの気掛かりな思いは慰められます」

　二人は互いに約束し合うと、吉野宮は贈り物として、日本にはまだ伝わっていない、唐土もろこしから持ち帰った秘薬の数々をある限りすべて権中納言に渡した。

　権中納言は姫宮たちに繰り返し無限の愛情を約束したが、それでも名残惜しく別れがつらかった。





　　静心しずこころ嵐あらしに身をぞ砕くだかまし聞き馴ならひぬる峰の松風

　（落ち着かないこの心は嵐に身を砕いてしまいたいほど、峰の松風の音に聞き慣れてしまいました）





　姉宮も、目が眩くらむほど立派で慕わしい権中納言の姿がもう見られなくなると思うと、寂しさが募る気がした。





　　年を経へて聞き馴ならひつる松風に心をさへぞ添へて吹くべき

　（長年聞き慣れた松風ですが、わたしの心を添えていっそう寂しく吹くことでしょう）





　自分以外の男には知られたくないと思うほど麗しい姉宮の様子を名残惜しく思いながら権中納言は帰京した。


巻第一

第八章


　野山の景色は次第に秋の色を深めていた。「いつの間にか日数が過ぎていたのだ」と権中納言ごんちゅうなごんはしんみりとした思いで、真っ先に左大臣邸に向かった。

「ほんの二、三日のことだと思っていたのに何日も顔を出さないので心を砕き、あらゆる山に思いを巡らせていた。いったいどこに出掛けていたのだ。世を離れ、人目を忍んで出歩くのはあまりに軽率であろう」

　ここ数日、左大臣はほとんど何も口にしていなかったが、権中納言に食事を取らせるついでに自分も一緒に食べた。

「人並みではない姿だが、このように生きる宿命だったのだ」

　際立って見事な様子で世に交わっていることに慰められ、心から喜ぶ左大臣に、権中納言は胸を痛めた。

　見れば見るほど華やかで、いつまでも眺めていたいと思うほどに素晴らしく、愛らしい権中納言の姿を、左大臣は笑みを浮かべて飽きもせずに見つめた。

「このところ右大臣は落胆し、特に四の君が身重になってからお前の心が離れていくように見えるのを嘆いていた。どうしてそのように振る舞うのだ。人目に見苦しくないように立ち回るべきであろう」

　右大臣邸に行くべきだと諭し、「わたしが生きているうちは、朝夕の隔てなく顔を見せてくれ」と言って涙ぐんだ。





　右大臣邸の人々は、四、五日と言い残して出掛けた権中納言が、十日以上も音沙汰がないままどこかに籠こもってしまったのを不安でいぶかしく思って嘆いていた。右大臣が食事も喉を通らず苦悩しているのを、四の君は「すべて自分のせいだ」と気の毒で悲しく思っていた。

「あの人はいつも心細げな様子で、この世では生きていけそうもないとばかり考えていたから、出家を決心してしまったのではないか」

　四の君が思い悩んでいるのを知らない宰相中将さいしょうのちゅうじょうは、好機とばかりに泣きながら恋い焦がれて取り乱し、心弱い左衛門さえもんは夜な夜な彼を手引きした。四の君はつらく思いながらも、「これこそが本当の深い愛情なのかもしれない」と考えるようになっていた。

　浅からぬ愛情に心を寄せ、ふっくらとした腹部で苦しげに思い乱れる四の君が、宰相中将にはいとしくてならないが、人目を忍んで束つかの間にしか逢あえないため、思い乱すのも無理はない。互いに涙に暮れながら別れる夜が重ねるにつれ、物思いは募る一方だった。





　権中納言の帰京の知らせに、右大臣は落ち着いてはいられず、騒々しく手ずから掃除までも指示した。

「女房たちも、いつも以上に綺麗きれいに着飾って化粧をしなさい」

　右大臣は四の君を強引に起こし、「どうしてそのように臥ふせっているのだ」とあれこれ身繕いさせたが、四の君はいたたまれず、心苦しくてならない。

　権中納言が部屋に入ってくる気配がしたので、右大臣は物陰に隠れて覗のぞいてみると、ここ何日かの間に一段と美しくなったように見えた。華やかに愛らしい魅力は辺りに零こぼれるばかりで、ゆったりと落ち着いた様子で座ると、四の君のそばに身を寄せた。

「ほんの少しの間と思っていた山里に興味深い書物があったため、途中でやめるわけにもいかなくなりました。その間、わたしのことを案ずるあなたからの便りが届くのを待っていたのですが、甲斐かいもなく日々は過ぎ、思いわびて、きまり悪くも帰ってきてしまいました」

　返答のしようがない四の君はいよいよ目をそらし、顔を背けた。

「そうですか、ますますわたしを嫌いになってしまったようですね。久し振ぶりだと機嫌を直してくれるのかと思っていたのですが」

　権中納言は横目で四の君を見ると、それ以上は恨んだりなだめたりせず、ただ物思いにふけったが、右大臣にはその様がたまらなく不満だった。

　四の君は袖口から裾すその褄つままで優美かつ淑しとやかで、髪は隙間なく、袿うちきの裾すそに流れるように掛かるその末の風情は、絵に描いたとしても世間並みになってしまうほどに見事である。限りなく愛らしい姿はいくら見ても見飽きることがないのに、権中納言は上手うまく言い繕って親しく打ち解けようともしないため、立ち覗のぞく右大臣は恨めしさに胸が痛んだが、「娘の隣にいるのが他の男であったならば、さぞかし見劣るに違いない」と未練がましく思っていた。

　かつては親しげにしみじみと語らいながら将来を約束するほど深かった愛情はすっかり変わり、こまやかではなくなってしまったが、権中納言は「仕方のないことだ」と諦める一方、我が身が恥ずかしく気が引けた。

　心の隔てが生じ、「仲の疎うとくも」と詠うたわれたように互いに背を向け合うようになっていったが、「そうは言っても、本物ではない夫婦の契りを薄情だと考えているのだろう」と思うと恨みようがない。

　権中納言は鏡に映る姿が気まずく、恨めしく思った。

「おおらかで上品な女性は、親しみを込めてしみじみと語り合えば心に染みると思っていたが、自分より深く惹ひかれている男がいるのだろう」

　情けなく思われるが、恨み言を言ったところでどうしようもない。

「いや、今のままでよいのだ。この世は仮初かりそめだと思っていれば、つらいことは何もないのだから」


人物関係図（第八章）
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　その後も、権中納言ごんちゅうなごんは吉野山の峰の雪を疎遠にならぬ程度に踏みならして通った。右大臣の恨みが解けぬまま月日は儚はかなく過ぎ、四の君は出産間近となった。恐れ危ぶみ、取り乱す右大臣は読経どきょうや修法しゅほうを絶え間なく行わせ、左大臣も不審に思いつつ、世間から怪しまれないように祈祷きとうを行った。

　邸内に満ちるほど仰々しく神仏に祈った効験こうけんか、かねて気分が優れずに苦しんでいた四の君だったが、まったくの安産でかわいらしい女子おんなごが生まれた。望み通り末は后きさきになるのではと思われる美しさだったため右大臣は大喜びし、産屋うぶやの儀に善美ぜんびを尽くして騒ぐ様は並大抵ではなく、左大臣も湯殿ゆどのにまで大げさに気を使った。

　右大臣家の人々が甲斐甲斐かいがいしくあやしている赤子の顔を見た権中納言は、紛れもなく宰相中将さいしょうのちゅうじょうを生き写した顔立ちだったため、「やはりそうだったのか」と胸がつぶれた。昔から隔てなく親しく付き合ってきた相手だけに、「さぞかし自分を奇妙で愚かな男だと思っているに違いない」と考えると、気まずさと情けなさに胸が締めつけられた。

　四の君は出産の名残で綿わたなどを被かぶって窮屈そうに包まれて臥ふしていたが、権中納言が近寄って「少々、お聞きしたいことがあります」と声を掛けると、はっと目を覚まして顔を上げた。

　何でもないときでさえ恥ずかしくなるほど立派で、普通の人は顔を合わせにくいのに、まして四の君は心中にやましいことがあっていたたまれない思いでいると、権中納言は微笑を浮かべながら、「この歌をどう思いますか」と尋ねた。





　　この世には人のかたみの面影を我が身に添へてあはれとや見ん

　（この世にいる限り、他人の面影を宿す子を我が子として育てなければいけないのでしょうか）





　四の君はばつの悪さに返す言葉もなく、夜具やぐに顔を隠してしまったのも無理からぬ話だった。

「そもそも、わたしはこのまま生き永らえる身ではないのでどうなっても構わないが、人々の取り沙汰する噂うわさが四の君の耳に入るのは具合が悪い。この身体が世間並みでないのがすべての原因であり、どれほど悩んで言葉にしても悩みが尽きない」

　権中納言は涙を零こぼしたが、このように取り込んでいるときに縁起が悪いと思われるのは面倒だと考え、静かにその場を去った。残された四の君の心中は苦しく、死んでしまいたいほどだったが、その苦悩を他人が理解できるはずがなかった。

　皆が揃そろって喜び合い、右大臣の北の方が産湯うぶゆの役、大将だいしょうの北の方（右大臣家の三の君）が迎え湯の役などをして騒いでいる中で、権中納言が無関心すぎることを気にする者もいたが、多くの人は「物静かな人柄なので自分を抑えているのだろう」と思っていた。





　七日の夜は右大臣邸で産養うぶやしないが行われた。上達部かんだちめや殿上人てんじょうびとがこぞって集まったが、宰相中将だけが病気を理由に参上しなかった。宰相中将は四の君の出産がどうなるかと人知れず案じ、無事であるようにと祈っても人事ひとごととして聞くだけで、遠くから見守ることしかできないもどかしさに耐えかね、左衛門さえもんの局つぼねまでやって来て責め立てた。

「これほどの契りを分からないはずがありません。ただ今宵こよい、夢のような短い逢瀬おうせで構いませんので」

　無理な話だと左衛門は思ったが、あまりに気の毒なので四の君の部屋を窺うかがってみると、人々は皆、席を外していた。年配の女房は台盤所だいばんどころであれこれと指示をし、右大臣の北の方は自分の部屋で引き出物の確認をしており、四の君本人は今夜の湯浴ゆあみなどをした後で、人の少ない部屋で横になっている。またとない機会だと、左衛門は殿油とのあぶらを目立たないように工夫して宰相中将を招き入れた。

　四の君は「折が悪いときに来たものだ」と思いながらも、強引に結ばれてしまった契りが心に染み、逃れることができなかった。

　それほど暗くない灯影ほかげに照らされた四の君は、とても小柄でほっそりと美しく、肌は透き通るように白く、白色の着物に埋もれ、菊の着きせ綿わたのごとく頭に綿を載せ、豊かで長い髪を引き結んで垂らしている。

「このような姿こそ誠に愛らしく、いつまでも見ていたいものだ」

　すべてが匂いに満ちた四の君を、宰相中将は慕わしく思った。

　あらゆる女を口説き、抜かりなく我が物としてきた宰相中将が、「しみじみと麗しく、心からいとおしい」と言葉を尽くす様には、情を解さない岩や木ですらなびかずにはいられない。四の君も気丈に拒むことができず、ただ涙を流したが、宰相中将は相手のいじらしさに、ますます別れる気になれない。

　部屋の外から、拍子を取りながら権中納言が謡うたう「伊勢の海」が、趣おもむき深く聞こえてくる。

「どうにもおかしい。これほどの女を思いのまま妻としながら、なぜ疎遠でいられるのだ。権中納言は容貌に艶つやがあって凜々りりしく、淑しとやかで優美なのに、極めて生真面目で奇妙なくらいに身を慎み、いつも深刻に悩んでいる。いったいどんな女に恋い焦がれて心が捕らわれているのだろうか」

　宰相中将は何としても相手の女を知りたいと思った。





　権中納言はまだ宴うたげが終わっていないうちに衣を人に禄ろくとして脱ぎ与えてしまったために寒くなり、密ひそかに着替えるため、紛れるように四の君の部屋に入った。すると、帳台ちょうだいの中で慌てふためく妙な気配がする。何事かと覗のぞいてみると、起きた男は既に外に逃れ出たようだが、ひどく慌てていたらしく、床に扇や畳紙たとうがみなどが落ちていた。

　四の君は「大変なことになった」と動転し、隠すことすら忘れている。権中納言はそっと近寄り、枕元に落ちていた扇を拾い上げて灯火ともしびに近づけてみた。竹に雪が降っている様を描いた赤い紙が塗骨ぬりほねに張ってあり、裏には趣おもむきのある言葉などが手習い風に書き散らしてあったが、その手跡しゅせきは間違いなく宰相中将のものだった。

「やはりそうだったのか。こうして忍び入ろうとしていたから祝宴には来なかったのだ」

　普通ならば激しく嫉妬すべき事態だが、そういった感情は湧いてこない。

「男とはこういうものなのだ。しかし、四の君も産後であまり深く考えることができない折とはいえ、今に始まった関係ではないので、仲介する女房も知らぬわけがなく、あらかじめこちらに来るのを連絡してあったのだろう。こんなときにも心を許して部屋に入れるくらいだから、いい加減には思っていないはずだ。宰相中将は奥ゆかしい女に憧れているので、思い通りにことが運んでいるのを喜びながらも、相手に幻滅を感じているに違いない。わたしが不在でゆっくりできる機会も多くあるのに、これほど油断していては、ひどく騒がしく取り込んでいる折に見咎みとがめる人もあっただろう。人目につくのは、わたしにとっても当人たちにとっても極めて都合が悪い。いったいどうしたものか。このようなことがあったからといって、姿を消すのも外聞を考えると軽率すぎる。かといって、人の目もはばからずに逢瀬おうせを重ねているのに、知らぬ振ふりを続けるのも分別のないことだ」

　その夜は、管弦かんげんの遊びなどで宴うたげが続いたが、思い乱れて心から楽しめなかった。

　出産が落ち着くと、権中納言はまたいつものように吉野山に心を寄せ、万事につけて慰めとした。
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　宰相中将さいしょうのちゅうじょうは人目を忍ぶ恋路で、逢あうこともままならぬつらさに嘆き沈みながらも四の君と思いを交わし、折々の逢瀬おうせで心を慰めた。しかし、例の好色こうしょく癖は相変わらずで、四の君に対する愛情はこの上ないものの、たった一人の女では少しも満足できず、もし権中納言ごんちゅうなごんが漏れ聞いたらきまり悪いほどであった。

　特に宣耀殿せんようでんの尚侍ないしのかみに限りなく惹ひかれ、「他人に気兼ねしなければいけない四の君との恋も慰められるだろう」と思いついた宰相中将は、すぐに宰相さいしょうの君という女房を涙ながらに説得した。そしてどのような隙があったのか、尚侍が厳重な物忌ものいみで梨壺なしつぼにも行くことができない夜に、宣耀殿せんようでんに忍び入ることに成功した。

　尚侍は「あきれ果ててとんでもない状況になった」と驚き、どうしたものかと辟易へきえきしたものの、身分に似つかわしく思慮深い様子で慎み、身じろぎ一つしない。宰相中将が泣く泣く恨み言を訴え続けるうちにやがて夜が明け、部屋から出ることもできなくなってしまった。

　互いに困ったことになったと思うが、どうしようもない。尚侍は固い物忌ものいみと称して帳台ちょうだいの帷子かたびらと母屋もやの御簾みすをすべて下ろし、局つぼねに下がっている女房たちが御前ごぜんに来ないようにしたが、事情を知る二人の女房は閉口した。

　かねてから評判高い器量を目にしたいと望んでいた宰相中将は、ただ相手の姿を見たいと思う一心で万事を忘れた。尚侍はすらりとした背丈で、小柄ではないものの欠点と思われるほどではない。御髪みぐしは糸をより掛けたようにゆったりと豊かで、強引に覗のぞき見した顔は、権中納言を少し上品にしてすっきりと美しくしたようで奥ゆかしく、実に優美である。

　思うままにならない権中納言の女と知りつつ心を寄せている四の君は上品で麗しく、繊細で親しみやすく、愛らしい点は比類ないが、尚侍の華やかな気品も見事で、目も眩くらむばかりの輝かしさは格別である。

　宰相中将は心の限りを尽くしてひたすら思いを訴えた。しかし、尚侍はたおやかで雅みやびやかな端麗さを纏まとい、儚はかなげに見えながら、気弱になびく様子はまったくない。取り乱して涙を尽くすうちに日が暮れ、さらにその夜も明けてしまいそうだったので、尚侍は困り果てて言った。

「物忌ものいみが終われば、父や権中納言もこちらに参ります。このままではお互いに不都合ですから、もし本当に深い愛情があるのでしたら、『志賀しがの浦』のようにいずれまた逢あえると考え、退出してくれたらどれほど喜ばしいことでしょう」

　例えようのない愛らしい声音は権中納言と同じで、滅多めったにない素晴らしさに宰相中将はさらに心を奪われ、いよいよ出て行く気にならない。





　　後のちにとて何を頼みに契りてかかくては出いでむ山の端はの月

　（いずれまたといっても何を頼りに約束できましょうか。これでは山の端の月のように出ることもできません）





「まったく受け入れ難いことです」と宰相中将が言い終わらぬ前に、尚侍は歌を返した。





　　志賀しがの浦と頼むることに慰なぐさみて後のちもあふみと思はましやは

　（「志賀の浦」と約束したことで心を慰めてくれたなら、いつの日か再びお逢あいできる身だと信じることもできたのですが）





「よくよく考えていただけますか」

　愛らしげに言うのでこれ以上、無理強いするわけにもいかない。宰相中将は魂の限りを尚侍のもとに留とどめ置き、抜け殻のようになって帰って行った。

　その後、尚侍から手紙の返事は一切なく、雲居くもいの彼方かなたに離れてしまった。宰相中将は欺かれて追い出されてしまったことが妬ねたましくも悲しく、たまらなく悔しかった。





　宰相中将はすっかり尚侍ないしのかみに心を奪われ、何とか機会はないものかと内裏だいりにばかりいたところ、参内さんだいした権中納言と顔を合わせた。

　改めて見ると尚侍とまったく変わらぬ顔つきで、尚侍は上品で奥ゆかしい風情が勝っているが、権中納言は華やかな当世風で、零こぼれるばかりの魅力が備わっている。ただ見つめるだけで宰相中将の胸は一杯になり、人目も気にせずにほろほろと涙を零こぼした。

　どうしたのかと怪訝けげんに思う権中納言に、宰相中将は涙ながらに訴えた。

「あなたとは幼い頃から分け隔てせずに慣れ親しんできたので、正直に白状します。心が乱れてつらさが増す一方で、このまままではとても生き永らえそうにありません。そのように思うだけでますます胸が苦しく、心弱くも未練がましい気持ちになってしまうのです」

　権中納言は涙を押し拭う宰相中将を慰めた。

「誰しも『千歳ちとせの松』ほどの寿命はありませんが、『葉末はずえの露つゆ』のように後おくれ先立つのは悲しいものですね」

　心の内では、「自分をどんなに軽蔑していることだろう」ときまり悪く思っていたが、表面上はあくまで親しげに語り合った。

　宰相中将はこのように尚侍のことで思い悩む一方、愛し合っている四の君とも互いに心を通い合わせていた。しかし、「人の目をはばからずに逢あい続けているのを他人に知られたら、相手が気の毒で恥ずかしい」と互いに身を慎むようになり、やがて逢瀬おうせが夢よりも儚はかなく困難になってしまった。

　また、尚侍も欺かれて部屋を追い出された後は、以前にも増してつれなくなってしまったため、枕元や足元から恋心が湧き上がってくるような耐え難い心地でいた。





　左右の袖を涙に濡ぬらして嘆く宰相中将は、ふと二人に縁のある権中納言にたまらなく会いたくなり、「特に用事はないが構わないだろう」と右大臣邸に出向いたが、あいにく権中納言は留守だった。内裏だいりの方に目を向け、尚侍のいる宣耀殿せんようでんに立ち寄ることも考えたが、無駄足になるのは明らかである。ため息をつきながら下人げにんに行き先を尋ねると、左大臣邸にいるとの返答だったので、訪ねてみることにした。

　いつものように案内を請わず、ひっそりと西の対屋たいのやに行くと、とても暑い日だったため、権中納言はくつろいで装束しょうぞくの紐ひもを解いていた。

　権中納言は宰相中将に気づくと声を上げた。

「失礼な格好をしており、大変申し訳ありません」

　慌てて奥に逃げ込もうとしたが、宰相中将は「いや、そのままで結構ですよ」と言って聞き入れず、女房もいない部屋に気安く続いて入ってきてしまった。

「本当に見苦しくて恐縮です」

　権中納言は苦笑いしながら腰を下ろした。

「気分が優れないままあなたにも会えない日が何日も続いたため、ひどく恋しく心細い気持ちになり、わざわざやって来たというのに、どうして避けようとするのですか」

「仕方ありません。このように無礼な姿ですので」

「では、わたしも暑苦しいから脱ぐとしましょう」

　そう言って装束の紐を解くので、権中納言は「それでしたら結構です」と言って腰を落ち着けた。

　二人は涼しい場所に昼用の御座おましを敷いて横になり、人に団扇うちわで扇あおがせて雑談などをした。紅くれないの生絹すずしの袴はかまに白い生絹の単衣ひとえを着てくつろいでいる権中納言は、暑さのために顔が艶つややかに上気し、いつもよりも華やかで美しく見える。また手つきや身体つき、袴はかまの腰紐こしひもを引き結んで浮き出て見える腰回り、雪を丸めて固めたような白い肌も魅力的である。

　類たぐい稀まれな麗しさに、宰相中将は心から感服した。

「ああ、何と素晴らしい。権中納言のような女がいたらどれほど心を尽くし、思い悩むことだろうか」

　冷静でいられなくなった宰相中将は、いきなり権中納言に抱きついた。権中納言は「暑いのでやめてください」と嫌がったが、相手は聞き入れずに添い臥ふした。

　話などをしているうちに日が暮れてきた。涼しげな風が吹き、秋がやって来た気配が感じられる頃になっても、宰相中将は権中納言に寄り臥ふしたまま起きようとしない。

「尚侍に口上を伝える人もなく、数年来の思いが報われずに終わってしまったら、わたしはこの世から跡形もなく消え去ってしまうことでしょう」

　宰相中将はしみじみと恨み言を語ったが、権中納言は心苦しく思っていた。

「四の君にも同じことを言ったに違いない。実際、このような調子で訴えられたら、どんな女でも気弱くなびかずにはいられそうにない。それにしても後ろめたい話だ。忍び逢あっていても自分の思い通りに手懐てなずけるまでは、またとない女だと熱心に口説くのだろう。『逢あひても逢あはぬ恋』（逢あっていながら契りに至らぬ恋）の相手は一人ではなく、こうして尚侍のことまで口にするとは、何と落ち着きのない胸中か」

　権中納言は身体を触られるのに耐えられなくなって歌を詠んだ。





　　ひとつにもあらじなさても比くらぶるに逢あひての恋と逢あはぬ嘆きを

　（あなたの恋は一つだけではないでしょう。結ばれた恋と結ばれない嘆きとを比べているようですから）





　微笑を浮かべて言い紛らわす権中納言の様は、普段、生真面目に突き放す魅力など比較にならない。傍らに寄り添い、冷たくしないで乱れている様は慕わしく、四の君への「逢あひての恋」も、尚侍への「逢あはぬ嘆き」もすべて慰められる気がする。自分と四の君の関係を知っているのではないかという疑念も今はすっかり忘れ、ますます強く権中納言を抱き寄せた。





　　比くらぶるにいづれもみなぞ忘れぬる君に見馴なるるほどの心は

　（あなたと親しくなったことで、見比べていたすべての恋をすっかり忘れてしまいました）





　宰相中将が言い果てぬうちに、権中納言は煩わしい様子で返した。

「それは頼もしいことですね。どちらからも離れぬ形見として、わたしを思っていてくれるのですから」

　そう言って起き上がろうとしたが、いつまでも離そうとしないので、権中納言はたしなめるように言った。

「馬鹿ばかげたことはおやめください。実を言うと、父から話があると聞いてこちらに参りましたが、とても暑かったため、少し休んでいただけなのです。早く行かないと不審に思われるに違いありません。それでは失礼します」

　しかし、宰相中将はどうしたことかますます別れる気になれず、「いとしい人よ」と言いながら有無を言わさず押し倒し、乱れ掛かった。

「いったいどういうつもりですか。正気を失いましたか」

　さげすんだ口調で訴えたが、まったく聞き入れようとしない。普段からよそよそしく振る舞い、毅然きぜんとした外見こそ男だったが、強引に押さえ込まれてしまってはどうしようもなく、急に気弱になり、「どうしたらいいのか」とみっともないほどに涙が零こぼれた。

　初めて相手が女だと知った宰相中将は少なからず驚いたが、いとしさと他の女たちに対する思いが混ざり合い、奇妙なことだと咎とがめる余裕もないまま無我夢中で陵辱した。





　宰相中将は女という女をすっかり知り尽くしたと思っていたが、「これほど心に染みる女はいない」と心惑いするばかりで理性も失い、あきれたことだと思い至る様子はなかった。

　一方の権中納言は、自分のことをどう思ったのかと悲しんだ。

「この世で生き永らえていたために、ついに我が身の秘密を人に知られてしまった」

　とめどなく涙を流す様の愛らしさ、美しさは比類がなかった。

「もう片時も離れていられそうにありません。どうしたらよいでしょうか」

　宰相中将が泣きながら嘆くうちに夜が明けたが、起き出す気配はなかった。

　今となっては、いくらたしなめようと思っても、尋常ではない身体の有様ありさまを知られてしまったため、男めいた振る舞いができない。心を奮い立たせたところで、興醒きょうざめな世間話として「実は女だった」と言い触らされることになってはどうしようもない。

「かつて吉野宮よしののみやが言っていたように、これも現世のことではなく、しかるべき前世からの宿縁しゅくえんなのかもしれない」

　そう考えると、宰相中将を無下むげに遠ざけるのも難しい気がする。

「確かにわたしの見た目は普通ではありませんが、同情して人目に見苦しくないように振る舞ってもらえれば、真の深い愛情だと思いましょう。世に埋もれ、人の多いところを気にする必要のない身ですので、いつでもこのようにさりげなくお逢あいすることは難しくありません」

　情愛を込めて語り、とにかく言いなだめて部屋から追い出そうとした。

　宰相中将は確かに相手の言う通りだと思うものの、いっときも離れたくない気持ちが強く、このまま起きて別れるのが切なくてたまらない。繰り返し逢瀬おうせを約束してようやく出て行ったが、その後も権中納言は夢のような心地がした。

「どうしてこんなことになってしまったのか。これまで通りあの男と付き合うのは恥ずかしくも情けなく、姿を消してしまいたい」

　しかし、両親がほんの少しの間でも自分を見ないだけで気を揉もむことを考えると、無理に現世に引き留とどめられる気がした。





　寝殿しんでんに行くと、左大臣はいつものように笑みを浮かべ、この上ない様子で権中納言を見つめた。

「昨夜はこの屋敷にいたのか」

「はい。宰相中将が漢籍かんせきについて尋ねたいことがあると言って、わざわざやって来ました」

　答える権中納言の胸は早鐘を打っていた。

「右大臣がひどく嘆いているらしい。あまり恨まれないように振る舞いなさい」

「人の恨みを買うようなことをしているとは思っておりませんが」

　きまりが悪い権中納言はそう答えるしかなかった。

　左大臣の前で食事などを済ませて出ようとしたところ、宰相中将から手紙が届いた。





　　いかにせんただ今の間の恋しさに死ぬばかりにも惑はるるかな

　（どうしたらよいのでしょう。今こうしている間も恋しさで死んでしまうほどに心が乱れています）





「日が暮れぬうちに、いとしい人へ」

　受け取ったまま返事をしないのも男を装う身としては不自然なので、いつものように真面目に書いて返した。





　　人ごとに死ぬる死ぬると聞きつつも長きは君が命とぞ見る

　（誰に対しても「死ぬ、死ぬ」と言っているそうですが、随分と長い命なのですね）





　ことさらそっけなく書かれた筆遣いや筆跡が、今朝は一段と目が眩くらむばかりに思われる。

「今日の夕暮れの逢瀬おうせをどうするか書いていないのは、その気がないということだろうか」

　宰相中将はたまらなく切ない気持ちで、折り返し歌を詠んだ。





　　死ぬと言ひいくら言ひてもいまさらにまだかばかりのものは思はず

　（いくら繰り返し「死ぬ」と言っても、今までにこれほどの物思いをしたことはありません）





　権中納言が右大臣邸に着くと、この手紙を持った使いが来た。ひどく億劫おっくうだったが、相手の機嫌を損ねないように返歌を詠んだ。





　　まして思へ世に類たぐひなき身の憂うさに嘆き乱るるほどの心を

　（世に例のない我が身のつらさに嘆き乱れているわたしの心を、どうかお察しください）





　受け取った宰相中将は、同情してほろほろと涙を零こぼした。

　日が暮れるとすぐに、宰相中将が右大臣邸にやって来た。

「人に不審に思われるだろうが、出て行くと逢瀬おうせから逃れられなくなる」

　相手にするのが面倒で煩わしいため、人伝ひとづてですげなく口上を伝えた。

「昼中より体調が優れないため、お会いすることができません。このお詫わびにいずれ日を改めて参上します」

　恨めしく悲しく思った宰相中将は、人目もはばからずに声を上げた。

「話したいことがあってやって来ました。せめて戸口まで来て顔を見せてください」

「気分が悪くなければ、どうしてあなたがやって来たのに自分で話さないわけがありましょうか。胸の奥深いところが何とも苦しいのです」

　そう言って権中納言は姿を現さなかった。

　落胆した宰相中将は悲しんだ。「やむを得ず忍んで愛情を分かち合っている四の君も一緒にいるのだ」と思うと、離れ難い心の故郷だと感じるが、人に怪しまれるので帰るしかない。その夜は生きている心地がせず、朝まで嘆き明かした。





　臆面もなく人前に出て宰相中将と顔を合わせるのは具合が悪いため、その後も権中納言は体調が優れないのを理由に外出すらしなかった。宰相中将は毎日のように繰り返し恨み嘆き、「具合はどうか」と訪ねて来てはいつもむなしく帰ったが、心中は何ともやるせなかった。

　ようやく参内さんだいすると聞き、宰相中将は心が騒いだ。久し振ぶりに会う気持ちは長い間、恋い焦がれながら逢あうことができなかった人をやっと見つけ出した気分だった。思い乱れたまま権中納言と目を合わせると相手は赤面したが、すぐに心を落ち着け、他人行儀で端然たんぜんとした態度に戻った。傍観するしかない宰相中将は不安に苛さいなまれ、悲しみに暮れた。





　帝みかどはいつものように御前ごぜんに権中納言を呼び、尚侍ないしのかみについて尋ねた。非常に艶つややかで美しく、いつまでも見ていたい権中納言の姿を見つめながら帝は考えた。

「尚侍と瓜うり二つだと聞いている。権中納言が髪を伸ばし、綺麗きれいに化粧をして額髪ひたいがみが長く掛かっていたら、地上に降りた麗しい天女でも見劣りするだろう。魅力的で華やかな様は並ぶ者もいまい」

　様々と思い巡らす帝は、片時も目を離すことができずに我を忘れた。

　宰相中将の一件で、男と馴なれ合うのに懲りた権中納言は真面目に畏かしこまり、尚侍が世間一般のような結婚を考えていない旨を伝えたが、その姿を飽きることなく見ていたい帝はいつまでも退出させなかった。

　その間、宰相中将は気が気ではなかった。

「もし自分と同じように主上しゅじょうが権中納言の正体に気づいたら、普通ではない姿であっても一途いちずに愛するに違いない」

　これまで帝と権中納言がこのように親しく語らい、そばから離そうとしないのを何度も見てきて、以前は特に気にもしなかったが、今は不安で胸がつぶれるほど落ち着かなかった。

　権中納言がようやく帝の御前ごぜんから退くと、宰相中将が待ち受けていた。普段、休息所にしている部屋に連れて行こうとするのを無理に振り切ることもできず、一緒に宿直とのいをするように装って内裏だいりに留とどまることになった。

　二人がいるときは、殿上人てんじょうびとたちがいつも以上に心を寄せて宿直所とのいどころに集まる。宵よいのうちは騒がしく煩わしかったので、宰相中将は権中納言と内密な話をしているように振る舞い、誰も相手にしないでいたところ、しばらくすると他の者たちはいなくなった。

　泣きながら恨み言を言う姿は気の毒だったものの、権中納言は憤慨に堪えなかった。

「きっと人の目にも奇妙に映っていることでしょう。あなたが本当にわたしを思ってくれるのなら、このように目立つ行動はおやめください。人目が厳しく、逢瀬おうせの機会が作れないのならいざ知らず、明け暮れに会うことができる間柄なのに、何が珍しくてそのように振る舞うのですか。普通ではない愚かなわたしの有様ありさまを、ことさら軽んじているのかと思うとつらくてなりません」

「そのように言われるのは、ひどく心外で悲しくてなりません。世間並みに逢瀬おうせが難しくないからこそ、こうして顔を合わせるのが心苦しいのです。わたしを遠ざけて他人行儀にしているのを見るだけで、何とも形容し難いほどに心が乱れます」

　悩ましげな様は確かに不憫ふびんではあったが、このように付き纏まとわれるのは不自然で、人並みではない身体の秘密が露見してしまいかねない。

「どうか、傍目はために見苦しくないように振る舞ってください」

　約束をしたものの、宰相中将は目に余るほど耐え難い思いで嘆くため、権中納言は四の君との密通をそれとなくほのめかした。

「あなたたちの事情はすべて知っています。しかしながら、何と言ってもわたしの身体は普通ではありませんので、誰も咎とがめることはできないと思い、ただ見て見ぬ振ふりをしていました。しかるべき折々に、いたわしいあの人を慰めてあげてください」

　宰相中将はいじらしく思い、面倒な嫉妬心が混じっていないことに安堵あんどすると同時に、「隠し事をしているとは見られたくない」と考え、四の君との関係を馴なれ初そめから詳しく語り、心が慰められていないことも含めてすべてを告白した。

　話を聞かされた権中納言は、相手に強い不信感を抱いた。

「類たぐいなく愛している人のことをこのように軽々しく言うとは、何と嘆かわしい男か。これこそ月草つきくさのように移ろいやすい心というものなのだろう。わたしをいとしく思っている限りは、他人に秘密を漏らすことはないだろうが、新たに情愛が移る女が現れたら、『こんな奇妙な女がいた』と話すに違いない。よりによってこの程度の男から逃げられぬ宿世すくせだったとは、まったくもって情けないことだ――」


人物関係図（第十章）



巻第二

第十一章


　宰相中将さいしょうのちゅうじょうは内裏だいりでもどこでも身に添う影のように権中納言ごんちゅうなごんに付き纏まとい、心から満足できる逢瀬おうせを切望した。権中納言は到底無理だと断りながらも、逢あっている間は親しげに語り合い、尋常ではない我が身が逃れられなかった宿世すくせを痛感しつつ相手に従った。しかし、ひとたび別れると、権中納言は思いのままにできるはずの逢瀬おうせの機会を容易に作ろうとはせず、どうにもならず難しいと言い繕った。

　恋しさを募らせて恨み言を言う宰相中将に、権中納言はしばしば四の君との逢瀬おうせを勧めた。

「思い煩って耐えているあの人のもとに行ってあげてください」

　そう言って、素知らぬ顔で適当な機会を作って二人を引き逢あわせた。

　確かに四の君は滅多めったにないほど情が深く、これこそが世の常の愛だと宰相中将は思うものの、心の大半は権中納言に向けられているため、四の君との関係がありきたりでつまらないものに感じていた。

　心弱くも無理に権中納言と離れたままでいると、様々な思いが募ってやり切れなかったが、その慰めに他の女に逢あおうという気も起こらない。苦しさを紛らわすために四の君だけとはしんみりと、慕わしく付き合っていた。今は世間の人の目だけは注意しているものの、権中納言に知られるかもしれないという恐れがなくなり、以前よりも足繁あししげく通うようになった。四の君もすっかり見慣れ、なびいた様子を見せるようになったのをいとしく思う一方、宰相中将の胸の内はつれない権中納言のことで占められ、張り裂けそうな心地だった。

　二人の行動をすべて把握している権中納言は、自分たちの滑稽で尋常ではない関係を「妙なことになった」と嘆かわしく思っていたものの、いつまでもこの世に留とどまっている身ではないため、四の君には宰相中将との関係を知っている素振そぶりを見せず、ただ優しく語り掛けて日々を過ごした。





　やがて権中納言はいつもの月の障さわりが始まったため、六条の辺りにある乳母めのとの家に隠れ籠こもっていると、あきれたことに宰相中将がやって来て、すぐ近くの柴垣しばがきのもとに隠れて様子を窺うかがった。

　時雨しぐれがちで一日中曇った風情のある夕空の下、御簾みすを巻き上げ、紅くれないの衣の上に薄色の唐綾からあやを重ね着した権中納言が、物思いにふけって外をぼんやり眺めていた。その夕映ばえの姿は普段よりくっきりと華やかで、頬杖ほおづえをついた腕つきなども磨き上げたように美しかった。





　　時雨しぐれする夕ゆふべの空の気色けしきにも劣らず濡ぬるる我が袂たもとかな

　（時雨しぐれる夕べの空の情景にも劣らず、涙に濡ぬれるわたしの袂たもとであることだ）





「いつまでもこの世に生き永らえる身でもないのに」

　独り言をつぶやきながら物思いに沈む姿は、絵に描こうとしても筆が及ばないほどの素晴らしさである。

　いよいよ心乱れた宰相中将は、そっと近寄って歌を詠んだ。





　　かきくらし涙時雨しぐれにそぼちつつ訪たづねざりせば逢あひ見ましやは

　（空も心もかき暮れ、涙の時雨に濡ぬれながらも、こうして訪ねなかったらあなたに逢あうことはできなかったでしょう）





　思い掛けない来訪に権中納言は驚いたが、しみじみとしていた折だったため歌を返した。





　　身ひとつに時雨しぐるる空と眺めつつ待つとは言はで袖ぞ濡ぬれぬる

　（我が身に悩んで時雨しぐれの空を眺めていただけで、あなたを待つつらさに袖を濡ぬらしていたのではありません）





　身体の秘密を人に知られないように隠れ、独りで物思いにふけっていた権中納言に、宰相中将は恨み言を最後まで言い終えることができなかった。

「そのように冷淡な心ではこの先、到底生きていけないと思ってしまいます」

　気兼ねのいらない場所なので権中納言を抱いて横になり、泣いたり笑ったりしながら言葉を言い尽くした。





　夜が明けたのも知らぬまま朝を迎え、一緒に起きたところで宰相中将は隣の権中納言を見やった。近寄り難いくらいに際立って美しく、毅然きぜんとした普段の物腰は男らしいが、身も心も許して乱れているときはたおやかで慕わしく、いとしさに溢あふれ、心苦しいほど愛らしい様はこの上ない。

　四の君とはままならない嘆きのために気が塞ふさぎ、いくら心が通い合っても世間普通の恋でしかない。しかしながら、いつも見慣れている権中納言が一転し、麗しい姿で苦しげに乱れる様は胸に響き、柔らかな物腰で打ち解けているたたずまいは筆舌に尽くし難い。今後も男として出仕しゅっしし、他人として会うのがつらい宰相中将は、否応いやおうなしに屋敷に閉じ込めて自分だけの女として見ていたいと思った。

「長年、普通の男として見てきましたが、こうして改めて見ると、物語に登場する麗しい姫君たちよりも遥はるかに勝っているようです。これが本来の姿だったのですね。今後は女の格好をして屋敷で静かに籠こもっていてください。このままでは思い通りに逢あうこともできず、切なくてなりません。男と契りを交わしたからには、どんな不都合な言い分でも相手に従うのが昔からのしきたりです。あなたにとっても見苦しい姿でしょう」

　宰相中将は一方的に所有物と見なし、起きていても寝ていても訴え掛けてくる。相手の言い分も一応理解はできるが、これまで男姿で通してきた権中納言が、急に女として屋敷に引き籠こもるのは不自然なため、決心できない。宰相中将は恨み泣きながらも、起き臥ふしすべてが思いのままであることに満足していた。





　普段、籠こもっているときより多くの日数が過ぎてしまったため、「右大臣がまたどんなに思い嘆いていることか」と心が痛む権中納言は手紙を書いて送った。

「例の病がいつもより長引いております。こうして引き籠こもっていると、最後にはどうなってしまうのかと心細く感じています」





　　ありながらあるかひもなき身なれども別れはてなむほどぞ悲しき

　（生きていても甲斐かいのない身ですが、最後の別れを思うと悲しくてなりません）





　その頃、右大臣邸の人々は権中納言の訪問が途絶えていることを嘆いていた。

「どんな病であっても、我々に任せるのが世の常識だ。それなのに、しばしば離れた場所で過ごす理由が分からない。夫婦仲がよくないのだろうか」

　女房たちも陰でこのことを噂うわさし合った。

　四の君は自分の過ちを心得ているので、権中納言の行動は至極当然で、我が身がつらく恥ずかしく、あのように右大臣から恨み言を言われる権中納言を気の毒に思っていた。忍んで通ってくる宰相中将も以前のように恋い焦がれなくなり、色々と物思いをしている折に先の手紙が届いた。

　文面が気になる右大臣は急いで開けて見てみると、何とも不吉なことが書いてあったため、日頃の冷淡さも忘れて涙を零こぼした。

「どうしてこのように訳も分からず病がちになってしまったのか。末世まっせにはあまりにも優れた人柄なのに、記されている内容が極めて不吉だ。それにしても普通の人には到底書けない天晴あっぱれな筆跡である」

　手紙を何度も見返した右大臣は、「愛情が伝わるような返事を書きなさい」と勧めてくるので、ますます気後れを感じながらも四の君は筆を執とった。





　　憂うきことにかばかり厭いとふ我が身だに消えもやらでぞ今日けふまでは経ふる

　（つらいことにこれほど厭いとわしく思っている我が身でさえ、死ぬこともできずに今日まで生き永らえてしまいました）





　非常に美しく書かれた手紙が届いたが、権中納言はまったく興味がなく、宰相中将にも見られたくなかったので広げずにいた。しかし、差出人が四の君だと察した宰相中将は強引に奪い取った。

　四の君への愛情は薄れているとはいえ、読み進めるうちに真剣な表情になっていく宰相中将を見つめながら、権中納言は不信感を募らせた。

「このように多情な男を頼みにして、女姿で籠こもっている我が身がつらい」

　一方の宰相中将は、権中納言との逢瀬おうせで寿命が千年も延びたような心地で、見苦しいほど寝ても覚めても戯たわむれ掛かり、来世のことまで約束した。あまりに日数が過ぎたので外に出ようとすると、「またどんなによそよそしく、心外な態度を取るのですか」と繰り返し恨み言を言ったが、いつまでもこうしてはいられないため、宰相中将をなだめ帰らせてから自分も屋敷を出た。





　そうこうするうちに、十月頃から乳母めのとの屋敷に籠こもる理由だった月の障さわりがなくなり、気分が優れなくなった。権中納言はまさか妊娠だとは思いも寄らず、ただどうしたことかと心細い気持ちで日々を過ごした。

　隠れ家に行くほどの体調ではないので右大臣邸に滞在していると、四の君はとても上品で愛らしい様子で、万事を忘れてそばを離れずに甲斐甲斐かいがいしく看病をし、心配してくれる。そのような四の君を見ているだけで不憫ふびんになり、「わたしがいなくなった後のせめてもの思い出に」と心を込めて語った。二人の様子に右大臣は大層満足し、祈祷きとうやら何やらと騒いで熱心に世話をした。

　同じ頃、四の君も再び懐妊したが、度重なって恥ずかしくきまりが悪いため、人にその気配を見せようとはしなかった。





　どちらにも他人の目をはばかる必要がある宰相中将は、権中納言がいつになく右大臣邸に籠こもっているので、古歌こかで「大淀おおよどの浜」と詠うたわれたように顔を見て心を慰めることもできない上に、人目が多いことを考えると手紙さえ思いのままに書けず、どうしようもなく嘆いているうちに十二月になった。

　権中納言は物思いに沈んでいたものの、寝込むほどひどい体調ではなかったので左大臣邸にだけは絶えず足を運んだ。しかし、ほとんど食事をしないためにひどくやつれ、橘たちばなや柑子こうじといった物にも目を向けず、しばしば嘔吐おうとすることから、左大臣も気を揉もんで絶え間なく祈祷きとうを行った。

「これは妊娠した女と同じ容体だ。そういえば四の君もこのように苦しんでいた」

　ようやく思い当たった権中納言は言いようもなく憂鬱ゆううつになった。

「本当に今度こそ跡形もなく行方を絶ってしまいたい。自分一人では思案に余るものの、かといって他人に告白して相談することはできない。両親も体調不良の理由を知りたがってはいるが、身重になったと知ったら驚愕きょうがくするに違いなく、恥ずかしくてとても話せない。ここはやはり宰相中将に告げて一緒に考えるしかないか」

　逢あえない恋が重なるままに恨み嘆き、人目もはばからない宰相中将にほとほと閉口していたが、奇妙な我が身の宿世すくせを思い知るにつけても遠ざけられないため、密ひそかに六条の隠れ家で会って打ち明けることにした。

　話を聞いてどう思うかと想像すると気まずかったが、男装で本心を隠してきっぱりと伝えた。

「このように大変なことになったのを嘆いているうちに月日が重なり、あなたとの契りも恨めしく、疎ましいと思うようになりました」

　宰相中将は素晴らしいことだと驚喜し、浅くはなかった契りを涙ながら言い聞かせた。

「こうなったからには、やはり以前にも話した通り、産霊神むすびのかみの縁えにしを違たがえないように考えてください。今のままでは誰にとっても耐え難いことです。若かりし頃は禁中辺りでいつも一緒にいても不自然ではありませんでしたが、一人前の上達部かんだちめになり、特別な事情がなければ宿直とのいをする機会もありません。左大臣様の屋敷で逢あうのも、人目を考えればよほどのことがない限り難しいでしょう。わたしはあなたに逢あいたくてどうしようもありません。ですからこれを機に、身はなき者にしたと考え、わたしが言う通りにしてください。その姿のままでどうするおつもりですか。さあ、早く決断してください」

　話を聞いた権中納言はばつが悪く、相手の言い分も一理あると思った。今のような男姿でも仕方ないと心を慰めていたのに、正体が露見して引き籠こもっていると人に知られるわけにはいかず、両親に説明しないまま姿を隠して悲しませるのも気の毒である。

「世間並みではない身体だと知ったときから、世を捨てたいと思う気持ちが強くなりましたが、両親の気持ちをはばかってこれまで生き永らえてきたため、結果的に見苦しい姿をあなたに晒さらしてしまうことになりました。我が身の始末もつけられないことが情けなく、極めて悲しく思っています」

　華やかさと魅力に溢あふれた愛らしい顔は少しも悩んでいるように見えないのに、ひどく思い沈み、袖を顔に押し当てて泣いている。今の姿が普通ではないのを考えると奇妙であきれたことだが、七、八尺の髪を垂らして誰もが美人だと認める女であっても霞かすんでしまうほどで、一風変わってはいるものの美しく、情の深い人柄は見事である。

「無理もないことですが、これはしかるべき宿命なのです。そのように思い詰めてはなりません」

　宰相中将は泣く泣く権中納言をなだめ、今日明日にでも男装を解いて屋敷に閉じ籠こもるように説得した。

　このままでいられるはずもないため、相手の言う通りにすべきだろうと権中納言は覚悟を決めた。だが、男姿で交じらい慣れた現世での思い出も多く、懐かしい過去に思いを巡らして胸が一杯になり、涙を流し、言葉を尽くして嘆いた。宰相中将はその様を見て、「本気で決意したようだ」と思った。





　宰相中将は別れた後も熱心に手紙を書いて寄越よこしたが、古歌で「打つ墨縄すみなわ」と詠まれたような一筋な恋ではなかった。ともすれば自分に気があるように見せたり見せなかったりで、隔て心がないどころか四の君の部屋に忍び入る気配すらあった。

　最近、四の君はまた懐妊したようだが、これほど多くの子どもが授かる因縁の深さを浅からず考えているのだろうと権中納言は思った。

「現在の名声や官位を捨てて深山みやまに姿を消すのは来世を思うと頼もしく、微塵みじんも後悔はない。確かに宰相中将の人柄は人より優れて優美だが、たとえかけがえのない情を一筋に注いでくれたとしても、この程度の男に身を任せて屋敷に籠こもるのが宿縁しゅくえんならば、物足りないと言うしかない。しかも彼の心はまったく頼りにならず、あまりにも好色こうしょく過ぎ、今でさえ自分に対する愛情に劣らぬくらいに他の女と忍び逢あおうという気持ちが強い。ましてや、『この女は我が妻になった』と当たり前のように見慣れて、薄情な心を見せつけられようものならどれほど悔しく、物笑いの種になることか」

　やはり宰相中将の言葉に従うのは気が進まない。かといってこのまま世に出て交じらって過ごすわけにもいかないので、どうあれ現世から姿を消すことになるのだろう。そう考えると両親に会うのもつらく、内裏だいりへの出入りも悲しい気分になってくる。普段は気にも留とめなかったが、残り一、二か月しか世にいないと思うと吹く風につけても物悲しく、何とも心細い心地がした。





　宰相中将は、このように悩み続けている権中納言の心中にまるで気がつかなかった。近いうちに我が物として屋敷に籠こめ据え、いつでも逢あえるようになると思うと、むやみに乱れていた心も多少は落ち着き、四の君がまた妊娠したことを心苦しげに嘆いていた。

　四の君は、いつもの耐え難い身の有様ありさまや相手への嘆きも言葉にできず、ため息をつきながら歌を詠んだ。





　　さまざまに契り知らるる身の憂うさにいとどつらさを結びかためそ

　（様々に契りを思い知らされるこの身の苦しさに、これ以上、つらさを感じないで済むように約束してください）





「冬の夜更けに独り寝するのは寂しいものです」

　そう言って言い紛らわす様は、上品な繊細さと優雅さに満ちていた。元から愛情を感じていた女で、こうして目まの当たりにすると比類なくいとしい。

「権中納言が屋敷に籠こもってさえくれれば、どうして四の君に遠慮する必要があろうか。二人とも我が妻として面倒を見るのだ」

　宰相中将は自みずからの想像に胸が高鳴り、あまりの嬉うれしさに左右の袖が涙に濡ぬれるような心地がした。

　四の君からつれないと思われるのは不本意だと、無理に機会を作って忍び逢あっているのを権中納言は知った。

「やはり思った通りだった。あれほど嘆き訴え掛けたのだから、どうしたことかと一途いちずに自分を案じてくれるかとも思ったが、考えが甘かった。四の君の深い愛情が、あいにく宰相中将の身に纏まつわり付いているのだろう」

　恨めしくはあるが口に出すのはばつが悪く、たしなみがないように思われるため、じっと我慢して素知らぬ振ふりをしていたが、嘆かわしい気分は晴れそうになかった。


巻第二

第十二章


　十二月の晦日みそか頃、権中納言ごんちゅうなごんが左大臣邸に赴くと左大臣は取り込んでいたが、一晩でも顔を見ないと不安になるくらいなので待っていたとばかりに喜んだ。じっと権中納言を見つめると、あれほど明るく凜々りりしかった顔がひどくやつれ、思い沈んでいるのに気づき、胸を痛めた。

「どうしてそんなに衰弱してしまったのだ。まだ具合がよくないのか」

「特に苦しいと思うところはありませんが、いつになく長く患っていた名残でしょうか」

「それは一大事だ。また祈祷きとうを始めなければいけない」

　左大臣はしかるべき人々を呼び、修法しゅほうや祭祀さいし、祓はらえなどをするように命じた。

「ああ、こんなにわたしを案じてくれるのに、跡も残さず姿を消したらどれほど嘆くことだろうか」

　権中納言は耐え切れずにほろほろと涙が出るのを紛らわした。

「昔はお前たちの思いも寄らない姿を我が身の災厄だと思い、命も尽きるような気がしていた。しかし、内裏だいりに出仕しゅっしする身分になってからは、公私につけ人に褒められて面目が立ち、今は官位も極めた。取るに足らぬわたしの顔を立ててくれたことで、かつての嘆きも慰められ、こうなる宿世すくせだったのだと安心していたところ、いつになく体調が優れぬばかりか、それ以上に思い嘆いている様を見ているだけでつらく、生きる気力も失うせてしまう」

　そう言って涙を流す左大臣の様がたまらなく悲しかった。

「何を嘆いているのですか。調子が優れないことを案じてもらうにつけても、自分の命さえ思い通りにならず、もう会うこともできなくなるかもしれないと不安に思っているのです」

　左大臣を慰めると権中納言は無理に食事を取り、喜んだ左大臣も一緒に食べた。

　一方の母親は大雑把おおざっぱな性格のため、権中納言の異常にはまったく気づかなかった。





　やがて年が改まった。権中納言は屠所としょへ引かれる羊のような気分で、「いつまでこうしていられる身だろうか」と思い、正月に牛車ぎっしゃの下簾したすだれや榻しじなどを新調し、随身ずいじんたちにも配色を整えた装束しょうぞくを渡した。自身も袍ほうや下襲したがさねまで、氷解した池の水面みなものように輝く文様もんようの物に新調し、身のこなしや心遣いにも大いに気を配り、まず左大臣邸に足を運んで両親に新年の挨拶あいさつをした。今年はいつにも増して光り輝く容貌が見事で、二人は事忌こといみも忘れて涙ぐんだ。

　内裏だいりに参上すると、姿を見た人々は皆、その美しさに目を奪われた。宰相中将さいしょうのちゅうじょうも人より目立つ装いで来ていたが、権中納言を目の当たりにして息をのんだ。

「これほどの容姿で人と交わり、世の覚えや身分が高くては、女姿に変えにくいのではないか」

　胸がつぶれる思いで目を凝らしたが、素っ気なく振る舞う権中納言は近寄ろうともしなかった。

　権中納言が尚侍ないしのかみの部屋へ赴くと、殿上人てんじょうびとや上達部かんだちめが大勢おり、出て行って歓待することになった。こうした人付き合いはきまりが悪く苦手だが、やむを得ない。宰相中将に琵琶を勧め、自分は「梅が枝え」を謡うたったが、その声は実に素晴らしかった。宰相中将は権中納言に心を移すことで尚侍への思いを慰めてきたが、かつてあきれるほど強情に拒絶された過去を思い出して胸が騒ぎ、途中で退席した。

　権中納言はその後も節会せちえ毎に参内さんだいし、誠実に万事を勤めた。陣定じんじょうにおいても、帝みかどは年配で身分の高い上達部かんだちめたちよりも権中納言の提言を優れたものとして採用する具合で、世にも稀まれな名声は頂点を極めていた。





　その年の三月上旬、盛りの桜がいつもより美しい年だったため、帝みかどは南殿なでんで観桜かんおうの宴うたげを催し、世のありとあらゆる道の博士たちを呼び、特別な趣向を尽くした。当日、披露された題を元に人々は漢詩を作ったが、中でも権中納言の作品は見事な出来栄えで、名声のある博士たちも及ばなかった。

「この国は言うまでもなく、唐土もろこしにもこれほど素晴らしい歌はなかろう」

　帝をはじめ、その場の人々は権中納言の詩を大声で誦詠しょうえいした。帝は権中納言を御前ごぜんに呼び、しかるべき人々を差し置いて脱いだ御衣おんぞを賜った。階きざはしを下りて軽く拝舞はいぶをする容姿や心配り、有様ありさまはいつも以上に優れ、帝もその姿に見惚ほれた。花も圧倒される美しさに人々は感涙にむせんだが、中でも左大臣の喜びはひとしおだった。

「ああ、こんなに立派に育ったのに、わたしは思い嘆き過ぎていた。そもそも誰があの子の秘密を知っていよう。このままでも上手うまくやっていけるのだ」

　右大臣が歓喜したのは言うまでもなく、二人の嬉うれしさに優劣はなかった。

　暮れゆくにつれて管弦かんげんの宴うたげが始まった。権中納言は「もう二度と吹くことはあるまい」と、折々の遊びではためらっていた笛を手に取り、心をいれて吹き立てた。その音色は雲居くもいを分けて響き昇り、身震いするほど見事なものであった。

　様々に興趣きょうしゅを尽くした権中納言の才芸や容姿は、すべてこの世のものと思えず、あまりに素晴らしい栄光は長く続かないのではないかと不吉に感じるほどで、帝は心から満足した。

「物事には時宜じぎというものがある。そうでなくても、この人はただでさえ官位が不足していると感じていたが、今日、こうして万事に秀でていることを示したのは、昇進させたいと思っていたわたしの気持ちの表れであろう」

　帝は権中納言に右大将うだいしょうの宣旨せんじを下くだした。また宰相中将も人より優れているとして権中納言に昇進させた。人々は名誉なことで喜ばしいと二人を称賛した。





　宣旨せんじを拝承はいしょうしたその夜、左大臣と右大臣が引き続いて退出するのを、近衛このえ府の長官かみとなった右大将うだいしょうは待ち構えた。めでたさに身が震えるほど立派な地位になったものの、その心中は暗く、悲愴ひそうに満ちていた。

「胸の内では、人と違った身体であることの嘆きがいっときも絶えることがなかった。人々から見ると、このように煌きらびやかな身分に昇りながら、跡も残さず姿を消してしまうのだな」

　深く悩んでいることに、左大臣も右大臣もまったく気づかなかった。

　左大臣を見送った後に右大臣を屋敷まで送ると、大勢の人々が二人を出迎えた。邸内が喜びに沸き立つ様は、娘が皇后こうごうに立ってもこれほどではないと思われた。

　一方、式部卿宮しきぶきょうのみやの権中納言も恩賞を素直に喜べなかった。

「人より優れて面目が立ったとはいえ、他人の昇進に続いた単なるお情けだ。それにしても、右大将の容姿・才能は実に素晴らしかった。あのような身を埋うずもらせてしまうのも、我がこととして考えると悩ましいものだ」

　一晩中、悩み明かした後に右大将に祝辞を贈った。





　　紫むらさきの雲の衣ころもの嬉うれしさにありし契りや思ひかへつる

　（紫の衣を主上しゅじょうからもらった嬉うれしさで、わたしと交わした約束を考え直したのではないですか）





　右大臣邸は内も外も昇進を喜ぶ人々で騒がしかったが、右大将の心中は物思いで乱れていた折だったため、権中納言が気にしているのがおかしくもいたわしく、「わたしから先に昇進のお祝いを述べるべきだと思っていました」と前置きして歌を詠んだ。





　　ものをこそ思ひ重かさぬれ脱ぎかへていかなる身にかならんと思へば

　（これまでの衣を脱ぎ変えてどのような身になるのかと、物思いが重なっています）





　受け取った権中納言は、「きっと心のままに詠うたったのだろう」と、もっともで不憫ふびんだと思い、多情な心は喜びを忘れて涙を流した。

　その後、祝賀や何やと騒がれているために暇がなく、二人で逢あうのは難しかったが、権中納言は月日を数えながら、「いずれ自分の女になるのだ」と思うことで苦しい心を慰めて過ごした。





　右大将は身重の身体が次第に動きづらくなっていった。

「確かに世を捨て難い身とはいえ、このままでいることはできない」

　ひどく心細い思いで、内裏だいりで宿直とのいがちに過ごしていると権中納言がやって来て、いつもの休息所で会って話をした。

　権中納言が密ひそかに誰かへの手紙の返事を書いており、使いの者に気取って心付こころづけを渡していた。隠せば右大将に分け隔てをすることになり、隠さないでいると手紙の主に気の毒だと困っている様子から、相手は四の君に違いないと見て取った。

「それは誰からの文ふみですか。わたしにも見せてください」

　どうやって返答したものか悩む相手の様子がおかしく、右大将はふざけて奪い取ったが、分け隔てしないと思う権中納言は引き隠すこともできなかった。

　何とも言えぬ美しい紫色の紙に、薄墨うすずみであるかなきかに書いてある手跡しゅせきは、間違いなく四の君のものだった。権中納言が「目の前にいる右大将の昇進を嬉うれしく思っているのでしょう」と書いて送った手紙の返事だった。





　　上に着る小夜さよの衣ころもの袖よりも人知れぬをばただにやは聞く

　（上に着る夜の袖よりも、人に知られぬ衣のようなあなたの昇進を嬉うれしく聞きました）





　文面を読んだ右大将はきまり悪く思った。

「あまりに薄く、何と書いてあるか読めません。誰からのものですか」

　ごまかしながら尋ねると、権中納言は意地悪く、「何と書いてありましたか」と聞き返した。

「いえ、はっきりとしないので分かりませんでした」

　そう答える右大将の心中は複雑だった。

「男も女も頼りにならないのは人の心だ。四の君の見た目や身のこなしは幼げで、上品で世に疎いように見えるのに、これほど情熱的な歌を詠むのか。わたしの胸中だけならともかく、もし人に見られた場合、その後の外聞や人間関係は自分たちにとっても都合がよくないはずなのだが。四の君でさえこのようなのだから、まして世間普通の人の心はどのようなものなのか」

　想像するだけで憂鬱ゆううつに思うが、「いまさらどうして不愉快な気配を見せようか」と、四の君に本心を悟られぬように振る舞った。





「今月一杯はこうしていよう」と思う右大将は、左大臣邸に毎日通い、内裏だいりの宿直とのいなどもこなした。これまでは特別な理由がない限り、上達部かんだちめや殿上人てんじょうびとに目を合わせたり言葉を掛けたりせず、人々から「何とも惜しいことだ。素晴らしい人柄であるのに人を人とも思わず、敬遠してお高くとまっている」とそれだけが欠点だと思われていたが、最近は誰にでも目を掛け、とても親密に接するようになった。しかるべき身分で言葉を掛けにくいと感じていた女房にも、薄情ではない程度に耳を傾けるので、かえって周囲の気を揉もませた。

　内裏だいりでの宿直とのいの折、二十日余りの月もまだ昇らない時分、「闇はあやなし」と詠うたわれたような風情の中を右大将は歩いていた。五節ごせちの頃に「なべてかたきの」と歌を詠んだ女を思い出し、殿上人などが寝静まった頃合いを見計らって麗景殿れいけいでんの辺りに忍んで立った。





　　冬に見し月の行方ゆくへを知らぬかなあな覚束おぼつかな春の夜の闇

　（冬に見た月の行方が分からないため、ひどく気掛かりな春の夜の闇です）





　下の句の方を風流に詠んだところ、誰かがそばに寄って答えた。





　　見しままに行方も知らぬ月なればうらみて山に入いりやしにけん

　（一度、逢あったきりで行方も分からない月ですから、恨めしく思って山に入ってしまったのでしょう）





　それは麗景殿れいけいでんの女の気配だった。心細い折にわざわざ出てきてくれたのも並々の愛情ではない。まさかと思っていたのに、相手が変わらぬ気持ちでいたのが見過ごし難く、右大将は女のもとに立ち寄った。


人物関係図（第十二章）
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第十三章


　四月にもなると、右大将うだいしょうは次第に身重の身体が窮屈で動きづらくなり、努めてさりげなく振る舞うものの、忍び歩くのも苦しいほどになった。

　気安く逢あえないのがつらい権中納言ごんちゅうなごんは、右大将に繰り返し言い聞かせた。

「どうしていまだにそのような姿でいるのですか。人目にもつくのに、見咎みとがめる人でもいたら、どれほど大事おおごとになるとお思いですか」

　一方で宇治にある父・式部卿宮しきぶきょうのみやの領地で、とりわけ趣おもむきのある場所にしかるべき邸宅を用意し、ここに必ず右大将を迎えるつもりでただ待ち遠しく、恨み言を繰り返した。

　右大将は、どうしたものかと先々のことを煩わしく感じていた。

「権中納言に心を許すべきではないのは理解している。身軽な我が身一つならば吉野宮よしののみやのもとに姿を隠すこともできようが、仏が姿を顕あらわしたような宮の住まいに穢けがれを持ち込むのはひどく無神経で具合が悪い。また姫宮たちも素晴らしい人柄なのに、正体を晒さらして『奇妙であきれたことだ』と思われるのも具合が悪い。そうは言っても、他の方便もないのに意地を張ってあの男を恨み遠ざけ、親しい間柄とはいえ乳母めのとなどに世話を任せるのも気恥ずかしく、身重で普通ではない身体を他の者に面倒を見てもらうのは見苦しい。とにかく出産が終わるまでは権中納言に従い、世間から離れて姿を隠すしかないだろう」

　思い直した右大将は宇治に行く日を権中納言に約束し、吉野へと向かった。





　吉野宮との縁ができてからの右大将は万事こまやかに気を配り、僧坊そうぼうの扉が閉まらないほどのおびただしい品々を贈り、姫宮たちの物にまで至らぬところなく大切に世話をし、遠い道のりを厭いとうことなく通った。

　右大将の深い心遣いに、吉野宮はとても感謝していた。

「あれほど若く華やかな人なのに、まったく稀有けうな心掛けだ」

　吉野宮は今回の訪問も喜んで迎え、少しの隔てもなく、何もかも打ち解けて話した。右大将は詳しい事情を伏せたまま、いつにも増して心細い旨を伝えると、吉野宮は涙を流した。

「ご心配には及びません。その懸念は大事には至らないでしょう。わずかな間の心の乱れで済むはずです」

　そう言って、真心を込めて護身ごしんの修法しゅほうなどをした。

　右大将はいつものように姫宮たちにも対面し、しみじみと愛情の込もった言葉で泣きながら語った。

「この姿が変わったとしても、必ずここを終ついの住処すみかと頼みにするつもりですので、それまでわたしを忘れないでいてくれますか。これから三か月ほど、こちらを訪れることができなくなりそうです。寿命が尽きてしまったら、今日が最後となるでしょう。もし思い掛けなく生き永らえられたら、必ずや今の姿ではなく、もう少し疎ましくない格好でお会いしたいと思っています」

　姫宮たちは理解できず、唐突で妙な話だと思った。しかし、右大将の驚くほどしみじみとした心延ばえに、「この人は現世で頼るべき人なのだ」と思うようになっていたので、今のひどく心細げな様に、いったいどうしたことかと不安になり、二人とも泣き出してしまった。

　しかし、こうしている間でさえ、「両親に会って姿を見せたい」と思う気持ちで落ち着かない。京に戻る右大将は、悲しく思いながら姉宮に歌を詠んだ。





　　またも来て憂うき身隠さん吉野山峰みねの松風吹きな忘れそ

　（またここに来てつらい我が身を隠しましょう。吉野山の峰の松風よ、どうかわたしを忘れないでいてください）





　姉宮は「いつもと違って様子がおかしい」と思いながら歌を返した。





　　ほどな経へそ吉野の山の松風は憂うき身あらじと思ひおこせて

　（どうかあまり間を置かないでくれますか。吉野山の松風はあなたがいなければ生きてはいけないことを思い出してください）





　どのような姿になっても約束を違たがえるつもりはないが、しばらく訪問できない間のことを案じ、こまごまと秋や冬に必要な物まで万事に気を配った。吉野宮も右大将の様子に思うところがあり、熱心に護身ごしんの祈祷きとうをして薬を渡した。





　右大将は帰京後、毎日、朝から晩まで両親の御前ごぜんにいた。二人はとても嬉うれしく思って笑みが漏れ、姿を見る度にとめどなく涙が溢あふれた。

　また、右大臣はこれまで右大将をむやみに恨んだり、限りなく大切な人として扱ったりしていつも取り乱していたため、「このまま姿を消したら道理が立たず、どんなに薄情な婿と思うことか」と心苦しく、気の毒に思った。

　四の君も次第に腹部が大きくなり、実に愛らしく悩ましげな様をしているが、世を捨てる決心がついた右大将は古歌こかに詠まれたように、つらいこともつらいと感じられなくなった。きっと、権中納言よりも見劣ると思っているだろうが、何かにつけて見慣れてきた年月のいとおしさばかりが思い出されて心が乱れた。

「あの男を見下げることもできないわたしの心は、普通の人とは違うのだ」

　思い知らされながらも、今となっては分け隔てする態度も見せられない。

　夏向けに改めた部屋のしつらいはことさら涼しげで、藤襲ふじがさねの衣に青朽葉あおくちばの織物の小袿こうちきを着ている四の君は、全身が衣に包まれ、淑しとやかな上品さと優美さに溢あふれ、艶つややかな感じがかわいらしい。さながら作った人形のようで、物につかまってやっと立ち上がれるほどの様子も愛らしく、目が惹ひきつけられる。

「どんな姿になっても命さえあれば、両親にはいつか再会できる。しかし、右大臣邸の人々とはこれが最後だ。ここに戻ることは二度とあるまい」

　そう思うと、普段は気にも掛けなかった女房にまで目がいってしまう。

「もしわたしがこの世からいなくなったら、悲しいと思ってくれますか」

　四の君のそばに近寄って尋ねると、恥ずかしがって赤らめた顔色が美しく輝いて見えた。





　　後おくるべき我が身の憂うさにあらばこそ人をあはれとかけてしのばめ

　（死に遅れたつらさを抱いたまま生き永らえることができるのなら、あなたのいない悲しさをしのぶことでしょう）





　歌を詠んで言い紛らわす様は幼く愛らしいが、権中納言に「人知れぬをぞ」と詠んで送ったことを思い出すと、「心の中に自分はいないのだろう」とあまり面白くなく、どのような愛情も消えてしまいそうだが、今日はひたすらいとしく感じるのも、我ながら愚かしい心だと右大将は思った。





　　しのばれむ我が身と思はばいかばかり君をあはれと思ひ置かまし

　（しのんでもらえる我が身と思えたなら、どんなにあなたをいとしく思ったことでしょうか）





「正直なところ、普通の人のように言葉巧みに飾る気はなく、長年、胸の内の愛情はあなたも同じように浅くないと信じて過ごしてきました。しかし、実際はそうではなく、他の男よりも薄情だと思われてしまったのを恥ずかしくもいじらしく思っています。世間の評判や人目がおこがましく、外聞の悪い噂うわさが流れていることは気にしていません。ただ心細く、この世に生き永らえられそうにないと思うときも、ひたすらあなたのことをいとしく思っているのに、いつの日か、他人の口から遺憾な物言いがあるかもしれないと思うと心苦しくてならないのです」

　語り終えると右大将は袖を顔に押し当てた。相手の言い分はもっともで、何も答えられない四の君はばつの悪さと悲しさから、身も流されてしまいそうなほどに汗を流した。

「父上のもとへは行かない方がいいだろう。顔を合わせたらひどく気弱で耐え難いことになるに違いない」

　苦しい心を慰めるために尚侍ないしのかみのいる宣耀殿せんようでんに行くことに決め、いつになく四の君のそばに寄って声を掛けた。

「これから内裏だいりに行きます。場合によっては宿直とのいし、そうでなければ帰ってきます」

　右大将は女房たちに向かって言った。

「皆さん、彼女のそばにいてあげてください。いつもは晴れ晴れしい様子が今日は優れないようですから」

　出掛けようとすると、姫君が愛らしい仕草しぐさで手を差し伸べながら寄って来た。その様が実にかわいらしかったため、立ち戻って腰を下ろした。

「何とも奇妙な我が身の有様ありさまだ。人目には親子の仲と見えているかもしれないが、これで赤の他人になってしまうのだ」

　じっと姫君を見つめていると訳もなく涙ぐみ、抱きかかえてその場を離れる右大将の顔立ちはいつもより際立って立派に見えた。

　この時、右大将は十九歳、四の君は二十二歳だった。右大将は指貫さしぬきの裾すそまで魅力が溢あふれて零こぼれるほどで、前駆ぜんくの者たちがやって来るまでの間、縁えんの端はしでしばらく立ち止まり、辺りを見やりながらゆったりとした調子で、「翠竹すいちくの辺ほとりの夕べの鳥の声」と朗詠した。その声は聞く者すべてが「見事だ」と聞き惚ほれるばかりだった。





　宣耀殿せんようでんに赴くと、御前ごぜんにはほとんど人がおらず、尚侍ないしのかみは三尺の几帳きちょうだけを引き寄せて、庭で女房たちが撫子なでしこの手入れをしている様を眺めていた。静かに話しているうちに、やがて気のおける女房たちも几帳きちょうの後ろに下がって誰もいなくなったので、右大将は涙を浮かべながら打ち明けた。

「去年の秋頃から気分が優れず、何となく心細く感じているのは、寿命が尽きてしまったのではないかと思われてなりません。人並みではないつらさを知っているとはいえ、ひとえにこれが現世との別れだと考えると、残される父上や母上だけでなく、たった一人の兄妹きょうだいであるあなたがどう思うかと、胸がつぶれるほど案じていました」

　尚侍も右大将と同じ心境でいた。どうしようもなかった引っ込み思案も、成長して人知れず世の中のことを理解していくにつれ、「他人に対しては身を慎まなければいけないが、この人は数少ないわたしの兄妹きょうだいなのだ」と親しみや愛情を感じていたので、同じ思いを語って泣く右大将に、涙を抑え難く思った。

「わたしも年月が過ぎ行くにつれて、困り果てた身の有様ありさまはいったいどういうわけかと、普通ではなくあきれたことだと思っていました。このような例は他にはないでしょうが、いまさらどうにもならず、世間に交じることもできないため、山奥などで行方を絶ってしまいたいと考えていましたが、素知らぬ振ふりをして過ごしてきました。それにしても今のままではいられないことから、やはり奇妙な宿命だと思い知らされています」

　そう言って尚侍は激しく泣いた。藤の織物の几帳きちょうからわずかに見える、撫子なでしこの衣に青朽葉あおくちば色の小袿こうちきを纏まとった姿はまたとないほど素晴らしかった。

「ああ、わたしも本来は尚侍のような姿であるべきなのだ」

　今に始まった話ではないが、世から姿を消したいと考えるにつけても、本当に浅ましいことだと右大将は思った。

　一方の尚侍は、華やかで艶つややかだった右大将の顔がすっかりやつれてしまったのに、依然として凜々りりしく可憐かれんなことに感心していた。

「公の場では気丈に雄々しく振る舞っているが、こうして思い悩んで沈んでいる様は淑しとやかで美しく、親しみやすく見える。やはり、自分たちは普通ではない。本当のわたしは右大将のような姿でなければいけないのだ」

　互いに見交わし、尽きることなくしんみりと悲しい話を語る二人は涙が止まらず、いつまでもその場から離れ難い気がした。

　日が暮れると右大将は席を立ち、女房たちを呼んだ。

「誰かいますか。御前ごぜんに人が少ないので大勢で来てください」

　尚侍は少しいざり出て、「いつになくおかしな様子だった」と胸がつぶれる思いで右大将を見送った。





「今宵こよいは宣耀殿せんようでんに泊まるため、明朝に牛車ぎっしゃで迎えに来てください」

　供人ともびとや前駆ぜんくの者たちを帰すと、やがて目立たないように網代車あじろぐるまに乗った権中納言が早々と北の陣じんまでやって来た。右大将は夢のように感じながら車に乗り込み、都を忍び出た。

　宇治へと向かう道すがら、「これはどうした我が身か」と悲しみに暮れたが、月は澄み昇り、道中の景色も風流だった。木幡こはたの辺りまで来ると、何の風雅も解さない山賤やまがつしか住まない山里なので気を許し、幼い頃から手慣れた横笛を吹いた。これが最後だと思うと、どのような思いにも増して悲しさが込み上げてくる。心細いままに吹いたその音は言いようもなく素晴らしく、権中納言も扇を打ち鳴らしながら「豊浦とよらの寺の」と謡うたった。

　宇治に到着すると、えも言われぬ風情のある所にしかるべき工夫をした屋敷で、部屋のしつらいも優美に整えられていた。女房がいないのは不便だろうと、権中納言は自分の乳母子めのとご二人と事情を知らない若い女房や女童めのわらわなどをあらかじめ連れてきて、すっかり住み慣れた状態で到着を待ち受けていた。車を降りた右大将は、「どうしてここに来てしまったのか」と茫然ぼうぜんとしたが、かといっていまさら帰りたいと思っても都に戻ることはできない。権中納言にしてみても、このように我が物にしたからには手放すはずもなく、右大将は我ながら情けない気分で夜を明かした。





　翌朝、格子こうしなどをすっかり上げて外に目をやっても、右大将は現実のこととは思えなかった。権中納言は自分の望みがかなって嬉うれしくてたまらず、右大将の頭を洗わせて垂らし髪にしてみると、尼削あまそぎほどの長さでふさふさと肩に掛かっていた。眉毛を抜き、鉄漿かねでお歯黒にして女らしくさせたところ、美しさが増してさらに愛らしくなったので、権中納言は「連れてきた甲斐かいがあった。本当に喜ばしい」と無我夢中になった。

　一方の右大将は、我が身はどうなってしまったのかと嘆くばかりで情事も煩わしく、ぼんやりとしたまま悲しみに打ちひしがれて起き上がることもできなかったが、その様を見て権中納言はいじらしく思った。

「今の姿こそが世の常識なのです。これまでの男姿は、まったく正気の沙汰ではありませんでした。幼い頃から顔を隠さずに大勢の人と付き合う性癖があり、ことさら男装で世に交じらっていたのでしょうが、どんなに立派であっても姿を偽って過ごすのは許されるべきことではありません。変だと感じているのかもしれませんが、こうしているのが普通なのです。このことが、仮に左大臣様の耳に入ったとしても、決して悪い話だとは思わないでしょう」

　たしなめる権中納言の言葉に、確かにもっともだと恥ずかしく思った。

「この身体が普通になったというのなら、悪い話ではないのだろう。以前とは異なる姿になっても、命さえあれば誰とでも会うことができる」

　そう思って自分を慰めたものの、短い髪がひどく見苦しい。吉野宮から譲り受けた、夜に三寸ずつ髪が伸びる薬を毎日、洗髪した後に人に知られぬように用い、権中納言が自みずから感じよく世話するのに身を任せて、ぼんやりと忍び泣きながら日々を重ねた。





　さて、前駆ぜんくや牛車ぎっしゃの者たちは、翌朝に右大将を迎えに宣耀殿せんようでんに行ったところ、「夜が更けてから退出しました」と告げられた。あちこち探したがどこにも見当たらず、いつも月に五、六日は必ず姿を隠していた乳母めのとの家にもいない。以前にも吉野宮の所に十余日も籠こもったことがあったと思っているうちにその日数も過ぎてしまった。しかも、供として従っているべき者たちも皆残っていて、「まだお帰りにならないのか」と、人々は言いようもない悲嘆に暮れた。

　中でも左大臣の悲しみは泣き惑うどころの騒ぎではなかった。

「ひどくこの世を嘆いていたが、やはり普通の姿ではないのを悩んでいたのだろう。だが、あれほど栄進した身で、しかるべき理由もなく遁世とんせいすることはあるまいと思い込んでいた。去年の冬から妙に変だと思えることがしばしばあったのに、どうして見咎みとがめなかったのか――」

　万事に秀でた世間の第一人者であり、屋敷に迎え入れるだけで物思いも忘れ、老いも背くばかりの容貌で、見る甲斐かいのあった面影を思い続けるうちに左大臣はすっかり正気を失い、死んだようになってしまった。左大臣邸が大騒ぎになったのは言うまでもない。

　どの世にも比類がないほど優れていた容姿を人々が思い出している間に、どうなってしまったのか、「どこかで出家して暮らしている」という噂うわささえ聞こえぬまま日数が過ぎてしまったことを誰もが悲しんだ。

　帝みかどや院までもが、素晴らしい世の光が消えてしまったのを嘆き、「どうしてこのようなことになったのか」と、各地の山や寺で修法しゅほうや読経どきょうを行わせ、公私にわたって世の中が騒然となった。以前の姿で帰ってくるようにとあらゆる場所で祈祷きとうを行ったので、いくら何でも霊験れいげんがあるはずだと人々は期待したが、何の音沙汰もなく日々が過ぎていった。世にも稀まれな右大将の姿を一度でも見た人は、恋い悲しみながら野山に分け入って求め、世に差すべき光が雲に隠れてしまったかのように悲しみに暮れた。





　四の君は、「あの時の言葉はこの決意からだったのだ」と出て行った日のことを思い出し、命も消え入りそうな様子で臥ふし沈んだ。まして右大臣の心中は並々ならず、左大臣に劣らず悲嘆に暮れる一方で、右大将のことを恨みがましく思って泣き焦がれた。

「いささかも我が娘を愛していなかったのだ。まだ幼い子どもがいる上に、妊娠した娘の様を見ていながら姿を消してよいものか」

　同じ頃、奇妙であきれた風評が人々の間に広まった。

「権中納言が四の君のもとに通っていたそうだ。右大将は分別がある人なので、そのことに嫌気が差して自分から姿を隠したのだ。しかも生まれた姫君は権中納言の子どもらしい」

　左大臣がこの話を耳にし、胸を痛めた。

「そのような事情だったのか。四の君が妊娠したこと自体、どうにもおかしいと思っていた。非常に聡明そうめいで思慮深い人だから、世間並みではない身体の秘密を他人に知られ、このままどうして世で交じらうことができようかと悩んだ末、子細を告げずに自分の心一つで思いあまって姿を隠したのだろう」

　泣き焦がれているところに、同様に失踪を心配する右大臣がやって来たため、部屋に案内して対面した。

「娘への愛情が深くないようだと案じていた通り、このように見捨てられてしまうとは……」

　右大臣は気が晴れるまで涙を流した。左大臣はその姿を見ているだけでつらく、思い詰めて分別をなくしてしまったのか、つい世間の噂うわさを口にしてしまった。

「結婚当初は、またとない妻として大切に世話をしていましたが、最近になって夫婦仲を妙に嘆くことがしばしばありました。今になって考えると、このようないきさつだったのだと合点がてんしていたところです」

　右大臣は涙も止まり、「何ということだ」とあっけにとられた。ここに来たのも恥ずかしく、慌てて屋敷に戻って北の方に話をすると、「嘆かわしい」と驚くどころの騒ぎではなかった。





　右大臣が四の君一人をこの上なく大切な娘として扱い、他の娘たちを軽んじるのを「妬ねたましい。あまりにひどい扱いだ」と思い続けていた、ある姫君の乳母めのとがいた。彼女は四の君たちと折り合いが悪かったので、今回の噂うわさを聞き、右大臣が見つけそうな場所に事情を詳細に書きつけた手紙を置いておいた。

「右大将殿は権中納言のことを疎んじて失跡したのです。生まれた姫君も権中納言の子どもです。右大将殿は我が子と思って大いに喜んでいたのですが、姫君の顔があまりに権中納言に酷似していたため不審に思っていたところ、七日の産養うぶやしないの夜に、四の君の寝所しんじょに入って寄り臥ふすのを目撃してしまいました」

　この手紙を北の方が見つけ、右大臣にも見せた。驚きあきれた右大臣が姫君を見ると、確かに権中納言の生き写しである。

「あの風説は嘘うそではなかったのだ」

　言いようもなく情けなく、腹立たしく思った右大臣は、もともと短気な性質たちだったので、その場で四の君を勘当かんどうした。

「まったくもって情けない。すぐにこの家から出て行け。今となっては監視したり忠告したりしたところで無駄だからな。世間の聞き耳や左大臣の思惑もある。右大将殿も世を捨てたとはいえ、この噂うわさを耳にするかもしれないと考えるだけで誠に恥ずかしい。せめて真相を知ったわたしが情けなく思ったことだけでも知ってもらいたいものだ」

　屋敷の外に追い出され、一切の庇護ひごを失った四の君の心中はどのようなものであっただろう。消え入るように沈み込んでひどく思い詰めているのを、乳母子めのとごの左衛門さえもんは慰めようもなく不憫ふびんに思った。

「あまり気が進まないが、こうなっては権中納言殿以外に頼る人はいない」

　思い悩んで息も絶え絶えな四の君の様を五、六枚の紙に悲しげに書き綴つづり、権中納言の使いに来たことのある侍さぶらいを探し出し、「これを間違いなくお届けください」と渡した。果たして、その手紙は宇治にいる権中納言のもとに届いた。


人物関係図（第十三章）



巻第三

第十四章


　宇治での生活もあっという間に二十日余りが過ぎた。

　右大将はいまさらどうしようもないと諦め、少しずつ心を落ち着けていった。しかし、自分を案じている両親を思うと悲しくてならず、自身も夢を見ている気分で心苦しく、ただ気兼ねなく安らかに横になっていられることだけを慰めにした。

　吉野宮よしののみやにもらった薬の効き目だろうか、髪の毛が引き伸ばしたように麗しく揃そろって肩まで掛かるようになり、眉も綺麗きれいに整えた。日々を重ねていくにつれて女の姿になりきり、華やかで愛らしく、匂い立つ魅力がいっそう勝るようになった。初めのうちはひどく思い乱れて塞ふさぎ込んでいたが、ひとえに権中納言ごんちゅうなごんを頼みとして一緒に暮らしているうちに、「今はこうしているべきなのだ」と思い知り、親愛を込めて振る舞うようになった。その様は以前の右大将とは思えないほど愛らしく淑しとやかで、権中納言はすべてが思うままであることを心から喜んだ。

「昔から寝ても覚めてもこのような女を妻にしたいと思っていたが、神仏がわたしの願いをかなえてくれたのだ。何としても後悔させず、男だった日々を思い出させないようにしよう」

　何くれとなく甲斐甲斐かいがいしく世話を焼くので、右大将の心は少しずつ慰められていった。





　次第に「あの人はああだった、こうだった、こんな話をしていた」と過去を思い出すことが多くなった。権中納言は内裏だいりで肩を並べていた間柄なので身体を寄せて、「誰が好きだったのですか」とよくからかったが、聞きづらい話のため知らぬ顔でやり過ごしていると、左衛門さえもんからの手紙が届いた。

　露つゆばかりの隠し事もしまいと思う権中納言は、右大将に手紙を見せた。

「わたしとしても世間の評判が気になりますし、もし左大臣様が耳にしたらどう思うかと、きまりが悪く困ったことだと考えています。実際のところ、この人もどう思っているのでしょうか。わたしのために身を滅ぼしてしまったと思い詰めているのなら気の毒です」

　右大将は普通ではない身の上が元で、二人に降り掛かった災難を省みたが、権中納言一人の見境ない好色こうしょくが引き起こした不幸だと思うと厭いとわしい気がした。

「ただあなたさえいなければ、あのまま平穏に暮らすことができたのです」

　涙ぐみながら恨み言を言う様は愛らしく、いつまでも見ていたいほどに魅力的で、権中納言はいっときも傍らを離れるのが不安だったが、一方で四の君のことも気掛かりなので、「ほんの夜の間だけ」と言い置いて出掛けた。

　右大将は、この先どうしたらいいかと悲しい気分のまま悄然しょうぜんと泣き嘆いているうちに日が暮れた。目映まばゆい月明かりの下、澄み渡る水面みなもを見つめていると、胸から溢あふれるほどに次々と過去が思い出される。





　　思ひきや身を宇治うぢ川がはにすむ月のあるかなきかの影を見むとは

　（この身を捨て、宇治川に映る月の光を心細い思いで見ることになるとは思いも寄らなかった）





　権中納言は道中も気が気でなく、右大将の面影が心を離れぬまま京に到着した。すっかり夜が更けてから四の君のもとに忍んで立ち寄ると左衛門さえもんが出迎え、泣く泣く一部始終を語った。

「姫様はあるかなきかの体ていで、今はこれが最期と息を引き取ってしまいそうなご様子です。この心細さと悲しさを誰に話したらいいのでしょうか」

　もっともだと思う権中納言は逢瀬おうせを願い出た。思慮の浅い左衛門はいまさら強情に拒んでも仕方がないため、心のまま「この上なく不憫ふびんな様を見てあげてください」と言って屋敷に入れた。

　ほのかな灯影ほかげに照らされた四の君は、身の置き所もなくつらそうな様子で、長い髪を横たえ、ふくらんだ腹部を見せて臥ふしていた。異国の武士もののふや陸奥みちのくの夷えびすといった者たちでさえ、少しでも目にしたら胸を打たれるに違いなく、まして四の君への愛情が深い権中納言は一目見るなり目が暮れ、涙にむせんだ。添い臥ふして腕を取り、呼び掛けながら揺り起こすと、四の君は苦しそうに瞼まぶたを開け、目の前の相手を知って困惑した。

「人に知られたら抜き差しならない状況なのに、どうしてこの人はまたやって来たのか」

　息も絶え絶えに涙を流す様に権中納言はひどく悲しみ、無理もないと思いながら、こらえ切れずに涙にかき暮れた。

「お気の毒とは思いますが、これも運命なのです。だからそのように思い詰めてはいけません。命さえあれば、いつか右大臣様も許してくださるでしょう。それに、子を宿したまま亡くなる人は罪業ざいごうも深いと言います」

　権中納言は薬湯やくとうをすくって飲ませたが、このまま消え入ってしまいそうな様子に大いに悲しんだ。

「こうなっては、どうして隔てる必要がありましょう」

　殿油とのあぶらを近くに取り寄せて四の君を見ると、夜具やぐに引き入れた顔や手つきは上品で、その美しさは比類ない。この女を死なせてしまったらと考えるだけでたまらなくなり、権中納言は同じ夜具で添い臥ふした。

　夜が明けたが、権中納言は別れて屋敷を出る気分にならず、密ひそかに人を呼び、祈祷きとうを始めるようにと熱心に命じ、そのまま添い続けた。四の君はどういうつもりなのかと気が引けたが、一方で頼もしく感じている自分を浅はかに感じていた。

　権中納言は、遠く離れた宇治で思い悩んでいる右大将も気になって仕方ないが、目の前にいる不憫ふびんな四の君を無下むげに見限ることもできず、右大将のもとへ何度も手紙を書きつつ、五日、六日と四の君に付き添って泣く泣く世話をした。

　四の君は、嬉うれしくもあるまじきことで、天帝てんていの目も恐ろしいと思うがどうしようもなく、相手に命を預けるしかなかった。権中納言もそのような四の君が見捨て難く、気の毒で悲しく思ってますます離れられず、心苦しげな様子で懸命に看護し続けた。

　その頃、内裏だいりも世間も右大将の失踪を嘆き悲しみ、しかもその原因が権中納言にあると騒がれていた。耳が痛い権中納言は、右大臣に知られるのも面倒で具合が悪いため、世をはばかるように外出を控え、屋敷に籠こもった。その間、祈祷きとうをはじめ、万事にわたって四の君の世話をし、容体が落ち着くと泣く泣く別れを告げて宇治へ向かった。





　宇治の屋敷では右大将のそばに人も少なく、ふっくらとした身体が窮屈で苦しそうにしていた。物思いに沈み、思案に暮れて茫然ぼうぜんと横になっている姿を目にした権中納言は、「どうして幾日も離れて過ごしてしまったのか」とひどく後悔した。

　権中納言はここでも袖を涙に濡ぬらしながら言い慰め、四の君の様などを包み隠さず話したが、右大将にとってみれば、相手への愛情が並々ではないとしか思えない。四の君が非常に心配で、思うだけで落ち着かず、早く手紙を書きたげな様子を見ながら、「二人の愛を比べて差がないどころか、張り合ったら自分がやつれて見えるに違いない」と考えた。だが、四の君と権中納言の密通のことすら何とも思わなかったのに、今の状況に愚痴を言うのは体裁が悪いため、知らぬ振ふりをし続けた。

「仮にわたしを限りなく大切に扱ってくれたとしても、男姿であったときと比べたらまったくつまらない身の上だ。まして、四の君とわたしに心を分けているようではどうしようもない。だが、とにかく出産が終わるまではこの男に背き、分け隔てするべきではない」

　長らく男として生きてきた右大将の心はすぐさま状況を把握し、あくまで穏やかな態度で振る舞ったが、胸中を知らない権中納言は、「すべてが望み通りで素晴らしい」と無邪気に喜んでいた。


巻第三

第十五章


　これまで右大将が忍び歩くのに慣れていた左大臣は、今か今かと帰りを待っていたが、出家した姿を見つけ出すことすらできぬまま二か月余りが過ぎた。

「たとえ世を背いたとしても、これほど多くの場所を探し求めたのに、見聞きしたという話すらないのはどういうことか。遥はるか遠い田舎などには行っていないはずだが、国々の境まではすべて探し尽くした。よもや、権中納言ごんちゅうなごん本人でなくとも、心よからぬ彼の使用人が『主あるじがこのように気を使って忍び通う女に右大将がいては都合が悪い』と考え、一思ひとおもいに殺してしまったのではなかろうか」

　茫然ぼうぜん自失となり、恋い慕って泣く気力も失うせ、ぼんやりと臥ふし沈んだ左大臣を、屋敷の人々は嘆きながら介抱した。

　知らせを受けて左大臣邸に退いた尚侍ないしのかみは、先日の夕暮れに右大将と話したときの様子を思い出しながら考えた。

「あの時の右大将は、これが最後と覚悟を決めていたのだ。そうと知っていたのなら一人で行かせはしなかった。自分も同行すると言えばよかった。幼い頃はそれほど親しくはなかったものの、実家を出て離れて暮らすようになってからは、禁中への出入りや東宮とうぐうのもとへの参上・退下たいげの際に右大将が付き添って世話をしてくれることが、我が身の光栄として頼もしく、とても嬉うれしかった。たった二人の兄妹きょうだいなのに、行方知れずになってしまった悲しさは言いようがない。わたしが男姿で、右大将が女姿で世に出ていれば、このような問題は起きなかった。どこの野山で行方を絶ち、どこに姿を隠しているのか。思慮深く分別がある人に見えたが、女ながらに決心し、世を捨てたに違いない。男の身として生まれたわたしは、幼少時から心の赴くまま女姿で過ごしてきたが、今もこうしてかしずかれて屋敷に引き籠こもっているのは、まったくあきれて情けない。父上は命が危うく、そもそも制約の多い身分なので、自みずから捜し歩くわけにはいかない。人々は噂うわさになっている場所を一通り歩き回ったようだが、心を込めて探し求めてはいないだろう。どんなに探すのが大変であろうとも、この世のどこかに必ずいるはずだ」

　こうしてはいられないと、男君は心を奮い起こした。

「男姿になって右大将を探し、見つけたら、どのような姿になっていても一緒に帰ってこよう。もし探し出せなかった場合は、わたしも出家して深山みやまに跡を絶つ。父上はそばにいる者たちが世話をしてくれるはずだ。長年、女として育てられたわたしが急に出しゃばり、人々に指図をしたり世話をしたりすることはできない。ただ、このまま何もしないで父上や右大将に先立たれたら、とてもこの世で生きてはいられない」

　尚侍は昼夜を問わず、涙に暮れた。

　自分までもが黙って姿を消したら世間の評判も聞き苦しいが、かといって左大臣に相談したら大事おおごとになるだろうと、母親に心細げに打ち明けた。

「兄妹きょうだいが他にいないわたしにとって、右大将の出奔しゅっぽんは誠に心許もとなく、悲しいのは当然のことながら、今にも父上が亡くなってしまうかもしれないというのに、男でありながら見ていることしかできないのはあまりにつらすぎます。本来の姿になって心の及ぶ限り右大将を探し求めようと思います」

　いつになく堂々とした様子なので、母親はどうしたことかと驚いた。

「なりません。どういった心境の変化ですか。か弱い女姿になり切ったその身で、どこをどう探すつもりですか」

　そう言って大いに泣き腫らした。

「母上、どうか聞いてください。これまで人々が山々や国々で尋ね求めたと言っても、世の噂うわさになっている所を一通り探しただけで、いかにも誠意がありません。右大将とわたしはしかるべき縁があって兄妹きょうだいとなったのですから、真剣に探せば必ず見つかります。それに右大将もわたしが探しに来るのを待っているはずで、わたしが行けば、どんな場所にいようとも隠れたままでいることはないでしょう。別々の屋敷で育った人とも思えず、気立てが優しく親切だった右大将がひどく恋しく、堪え難いのです」

　最後まで言い切ることができずに涙を抑えると、母親も道理な話だと涙を流した。

「わたしにはどうすべきなのか分かりませんが、お前がそう考えるのも無理からぬことです。心の赴くままに行きなさい」

　その言葉に尚侍は表情を明るくした。

「わたしまでもがいなくなったと世人よひとが聞いたら、奇妙に思われるでしょう。普段より四、五人の女房以外には会わず、不在に気づく者はいないはずですから、母上はわたしがいる素振そぶりをしてください。しばらくは父上にもこのことを内密にし、もし尋ねられた場合は、気分が優れないために籠こもっていると答えてください。決していつもと異なる気配を人に悟られないようにお願いします。父上は危篤状態のため、こちらにやって来て覗のぞこうとしないでしょうし、そばにはあちらの夫人や関係者が大勢出入りしていて、わたしから出掛けて目に掛かることもありませんので、不審に思う人はいないはずです」

　尚侍は傍らに仕える女房に固く口止めをし、母親に狩衣かりぎぬや指貫さしぬきの支度を頼むと、東宮坊とうぐうぼうの進じょうを勤める乳母子めのとごを帳台ちょうだいの後ろに呼び入れ、長い髪を切り落とさせて髻もとどりを結ゆった。母や乳母めのとは「これはどうしたことか」と驚き騒いだが、本来の姿なので止めることもできない。この世の人とも思えぬ立派な容姿で決意も固いように見えたが、驚きあきれるばかりだった。この乳母子めのとごは長年、尚侍から遠く離れて声を聞くこともなかったが、急に呼び出されて男姿に変わる様を目にした心境は何とも複雑だった。

　烏帽子えぼしを被かぶり、狩衣かりぎぬと指貫さしぬきを着た姿は、初めて身に纏まとった人とは思えない。残念だと感じるところは微塵みじんもなく、板に付いたその容姿は失踪した右大将と見間違えるほどにそっくりである。女の姿をしていたときでさえ瓜うり二つだったのに、男姿になってからはまさに右大将が帰ってきたようで驚くばかりだった。

「今の姿を早く殿に見せてあげたい。これまで成り行きで尚侍として過ごさせてしまったが、育てた甲斐かいがあったというものです。右大将としてこの子を殿に会わせられたら、どんなに喜ばしく素晴らしいことでしょう」

　尚侍の母親と乳母めのとはかえって嬉うれしく思い、心が慰められた。

「わたしの不在を嘆いて、いつもと違う様子を人に感づかれないようにお願いします。ただ普段と同じ様に振る舞っていてください」

　繰り返し言い置いて、尚侍は都を出発した。

「右大将を探し出すまでは自分も京に帰るわけにはいかない」

　固く心に誓ったが、両親は言うまでもなく、朝夕に見慣れ、懐妊した様に見えた東宮を見捨てる悲しさはとても言葉にできず、後ろ髪を引かれる思いだった。しかし決意は変わらず、思いの丈を別れの文ふみに書き尽くした。

「父の病が悪化してしまったため、次にお逢あいできるのがいつになるのか分からないのが気掛かりでなりません」





　　あはれとも君しのばめや常ならず憂うき世の中にあらずなりなば

　（無常でつらいこの世から姿を消したら、悲しいことだと思い出してくれますか）





　東宮からの返歌もしみじみとした内容だった。





　　君だにもあらずなりなば世の中にとどまるまじきわが身とを知れ

　（あなたまでもがいなくなってしまったら、この世に留とどまることができない我が身だと覚えておいてください）





　尚侍は手紙をいとおしく読み、畳紙たとうがみに挟んで懐に入れた。


人物関係図（第十五章）



巻第三

第十六章


　六月の夜更けの月の下、男君（尚侍ないしのかみ）は乳母子めのとご三人と、その供人ともびとで、身分は低いが何事にも動じない頼もしげな武士もののふ七、八人で出立した。とても繊細で母屋もやから外に出たこともなかった男君が、いかにもふさわしい軽装で出て行くのを、見送る人々はあっけにとられ、不吉に思ったが、言いつけ通りにいつもと同じように振る舞ったため、不在を知る者はいなかった。

　こうして男君は出発したものの行く当てはない。どうすべきかと悩んでいると、乳母子めのとごの一人が言った。

「右大将殿は吉野山にいる聖ひじりの宮のもとに行き通い、そこを終ついの住処すみかと約束していたそうです。ひょっとしたらそちらにいるのではないでしょうか」

「なるほど、そうかもしれない。通り一遍に大騒ぎしながら探すようでは、名乗り出ることもできないはずだ」

　一行は吉野を目指すことにした。

　日中はひどく暑いため、宇治川を舟で渡ると、近くにある大きな木の陰に立ち寄って涼むことにした。川辺にこれまで見たこともない風流な所があるので足を運んでみると、遠くから読経どきょうの声がするばかりで人影はない。風情のある屋敷だと思いながら小柴垣こしばがきまで立ち寄ると、御簾みすが巻き上げてあり、人がいたのかと驚いた。

　そっと中を窺うかがうと、屋敷の前に遣やり水が八方に流れている絵画のような庭である。いい具合に御簾みすを巻き上げ、鮮やかな色の几帳きちょうの帷子かたびらを掛け、十四、五歳ほどの清らかな女童めのわらわが、二藍ふたあいの単衣ひとえに紅くれないの袴はかまを鮮やかに踏みやり、帯をゆったりと締めて団扇うちわを扇あおいでいる。

　几帳きちょう越しに女主人を見ると、紅くれないの織単衣おりひとえに同じ色の生絹すずしの袴はかまを身に着け、ひどく悩ましげな表情で外を眺めて物思いにふけっている。臥ふせた顔の色艶つやは華やかで光り輝き、額髪ひたいがみが零こぼれ掛かる様はまるで絵に描いたようである。素晴らしく魅力的で愛らしい容貌はいつまでも見ていたく、妬ねたましいほど洗練された美しい目つきはどこかで見た記憶があると思いつつ眺めていると、右大将と瓜うり二つであることに気がついた。心惑いながら目を凝らすと、物思いに沈んでいる様子は他に似るものがなく、顔立ちや華やかさが本人に間違いなかった。

「そうか、わたしが女姿になったときの生き写しなのだ」

　立ち寄って「どうしてここにいるのですか」と尋ねたかったが、はっきりとした証拠がない。いい加減なことを言って人に咎とがめられるのも困るため、抑えてじっと観察していたところ、やがて人の気配を感じたのか御簾みすを下ろされてしまった。

　男君は悔しく思ったがどうしようもなかった。

「もしあの女主人が右大将であったならば、わたしのことを不思議に思ったのではないか」

　たまりかねた男君は、自分の姿を見せるために小柴垣こしばがきの近くまで歩み寄った。

　屋敷の中の人々は妙に人の気配がするのに気がつき、御簾みすを下ろして外の様子を窺うかがっていたところ、言いようもなく清らかで、優美で上品な男が姿を現した。

　女君（右大将）は不思議で思い掛けないことだと目が惹ひきつけられた。かつて男姿で世に交じらい、身分が高い人で見知らぬ者はいないはずなのに、まったく記憶にない。かといって身分が低い者とも思えず、自分が男装をしていたときの姿を鏡に映したようである。ふと思い返すと、別れの日の夕べに目にした、ひどく泣いた尚侍ないしのかみの横顔に似ているのだと気がついたが、まさか男姿に変わった本人だとは思いも寄らなかった。

　世にはこういう人もいたのだと目も眩くらむ思いで見ていると、近くにいた女童めのわらわが驚いて言った。

「権中納言ごんちゅうなごん様を世にまたとない立派な方だと思っていましたが、あのような殿方とのがたもいるのですね」

　女童は奥にいる女房たちを呼んで見せた。

「まあ、これは世から姿を消したと皆が大騒ぎして探している右大将ではありませんか」

「どうしてここにいるのを誰も知らないのでしょう。殿も嘆いていましたから、お知らせしましょう」

　女房たちが言い合っているのを女君は感慨深くもおかしく聞いていたが、涙が零こぼれてくるため奥に引き下がった。

　男君はしばらくたたずんでいたが、女房たちは普段より「中に女性が住んでいる気配は見せぬように」と言いつけられていたため、宅内はひっそりとしてしまった。根拠もなく近寄って確認することもできないのをむなしく嘆き、外に出て下人げにんに尋ねた。

「こちらはどなたのお屋敷ですか」

「式部卿宮しきぶきょうのみやの御領地でございます」

　男君はなおさら面倒になりかねないため、垣間見かいまみの非礼を詫わびることさえできなかった。

　右大将と別人であったとしても何とかしてもう一度逢あってみたく、心に掛かる面影は身に添うような気がして、その場から離れ難かったが、夕風が吹き始めたため出発しなければいけなかった。その悔しさは言いようがなく、女の面差しがいつまでも心に残った。

「もし生き永らえることができたら、あのような女を妻にしたい。東宮とうぐうを限りなく大切に思っているといっても問題ではなかろう」

　男君はいつまでも女のことを考え続けた。





　権中納言は人目を忍んで通っている四の君が心配になり、落ち着かない様子でまた京へと出掛けた。

　女君（右大将）は宇治で月日を重ね、臨月が近づくにつれて起き上がれなくなり、ぼんやりと物思いにふけっていた。

「今はこうするしかないのだろう。取り立ててやることもなくつまらない日々だが、あの男はわたしに劣らず愛している四の君にも心を分け、こちらに五、六日、あちらに五、六日と籠こもっている。不在の間、不慣れなまま待ち続け、悩んで過ごすのは何とも気が滅入めいるが、かといって元の姿に戻ることもできない。ともかくも無事に出産が済んだら吉野に行って尼になろう」

　出家後の暮らしを思い描いて慰めにしていることを知らない権中納言は、落ち着いて連れ添う女君に気を許していた。だが、これが最期かと案じられる四の君も気の毒でならず、浅からず心を分けて、世をはばかって外出もせずに二人の屋敷を行き来した。

「長年、ままならないと嘆いていた願いがようやくかなった」

　権中納言は安心して喜んだが、一方で気持ちの余裕がなく、心苦しく感じていた。落ち着きなく宇治に帰ってくると女君が苦しげな様子で悩んでいるので、どうしたのだろうと気に掛けながら添い臥ふして語らっていると、近くにいた女房たちが彼に告げた。

「実は今日の昼間、世間で失跡したと噂うわさになっている右大将殿がここにやって来たのです」

　権中納言は面妖な話だと思いつつ、微笑を浮かべながら尋ねた。

「それでどうしたのですか」

「狩装束かりしょうぞく姿で、あの小柴垣こしばがきの近くに立っていたのですが、面倒なことになるといけないため音も立てずにいたところ、立ち疲れて帰ってしまいました」

　不思議に思った権中納言は女君に尋ねた。

「今の話は本当ですか。あなたも見たのですか。誰のことを言っているのか分かりますか」

「これまで見たことのない人がいたのは事実です。女房たちが右大将だったと言っているのなら、わたしの身体から魂が離れて現れたのかもしれません」

　女君は微笑ほほえみながら涙を零こぼした。

「やはり、昔の姿でいたいと強く思っているのですね」

　権中納言は恨み言を言って女君を閉口させた。

「それにしても、どのような人だったのですか」

「わたしに似ているという話ですから、想像してみてください。見た目がいいはずがありません」

　そう答えて、女君はこの話を終わらせた。





　男君は吉野宮よしののみやの屋敷を探し当てると先に使者を遣わし、右大将のもとから参上したと名乗らせた。失踪した右大将を求めて世の人々が四方の山々にまで騒ぎ求めているのを聞き、また最後にこの地を訪ねてから消息がないのを案じていた吉野宮は、以前に来た使者かと喜びながら呼び入れると、右大将とそっくりな凜々りりしい人が入ってきたので驚いた。

「これはいったい、どういうことでしょうか」

「右大将はやむを得ぬ事情で失踪し、二月ふたつき余りが経たちました。こちらの宮のもとにしばしば通い、また終ついの住処すみかと考えていたと伝え聞き、もしや言い残したことがあるのではないかと思い、こうして参上しました。申し遅れましたが、わたしは右大将の兄に当たる者です」

　吉野宮は男君に事情を語った。

「一昨年おととしの秋頃より、右大将殿は来世までもと約束して立ち寄ってくれるようになりましたが、四月上旬にやって来たときに、世の中の様々なものが心細いと語り、次にいつ訪問するとも言い残さぬまま帰ってしまいました。ただ、『六月の終わりから七月初めに掛けて極めて危険な時期のため、もし何事もなく生き永らえることができたら、七月の終わり頃に吹き寄る風に託して必ず連絡を入れます』と約束してくれました。きっと身を慎まなければいけない事情があるのだろうと推測し、朝夕の念誦ねんずの折に案じています。この世で無事に生きているようですが、あなたもさぞかし不安で気掛かりに思っていることでしょう」

　話を聞いた男君は胸を撫なで下ろした。

「わたしたちは、たった二人しか兄妹きょうだいがいないのが心細く、互いに嘆いていたのにもかかわらず、右大将が理由を告げずに失踪してしまったため、どうしたらよいか分からずにいました。また、そうした中で年老いた父が命を落としかねないほどに苦しんでいるのを悲しく思っていました」

　男君の涙につられ、吉野宮もむせび泣いた。

「将来が頼りなく、我が身の絆ほだしとなるに違いない子にさえ、親の恩愛おんあいの情は深いものだと仏も説いています。まして、あれほど優れた右大将殿ですから無理もありません。しかし、必ず探し出して再会することができますので、そのように思い詰めてはいけません」

　吉野宮は頼もしげに語ると、首を傾かしげながら男君を見つめた。

「それにしても素晴らしい人相をしている。これはきっと我が娘たちに縁がある人なのだろう」

　ともかく吉野宮は嬉うれしくも頼もしく、地元の料理など趣向を凝らしてもてなし、また古くから伝わる話などをこまごまと語ったので、男君は万事が慰められる気がした。

　右大将と入れ替わり、いきなり男姿で振る舞うのは気後れするが、かといってこの姿になった以上、かつてのように屋敷に引き籠こもるわけにもいかない。また、都に戻って右大将の話を人伝ひとづてに聞くのは心許もとなく、右大将が再訪する予定の時期もそれほど先ではないため、吉野山で待つことにした。

　男君が逗留とうりゅうを申し出ると、吉野宮は大いに喜んだ。

「誠に喜ばしい話です。ぜひここでお待ちください。右大将殿が約束を違たがえることはないでしょう」

　男君は嬉うれしく思い、自分までもが出奔しゅっぽんしたと誤解して両親が嘆くのを案じ、母親に宛てて手紙を書いた。

「七月に右大将が必ず訪れると約束した地に来ています。慣れない男姿に馴染なじむまでここに留とどまっていますので、どうかご安心ください。言い残しておいた通り、わたしが屋敷にいるように振る舞い、もし東宮とうぐうから文ふみが届いたら、病を患っていると返事をしてください」

　男君の母親は、どうしているかと胸がつぶれる思いでいたため、届いた手紙を並々ならず喜んだが、都から離れた場所で長居していることが不安だった。

「やはりあの子たちは、世間の人とは違うのですね」

　泣きながら返事を書いた。

「わたしが生きている限りは、どうか出家しようとは考えないでください。頼る者のいないわたしを見放したら、かえって罪を作ることになるでしょう」

　手紙と一緒に衣装や様々な物を送った。

　男君は、付き人として乳母子めのとご一人と下部しもべ一人だけで滞在した。これまで女として過ごしてきたので、吉野宮を師と仰いで漢籍かんせきなどを習った。

　普通ではない身の有様ありさまを告白すると、吉野宮は静かに答えた。

「右大将殿がそれとなく嘆いていたのを聞いて知っておりました。些細ささいな行き違いで、しばらくの間、本来とは異なった心になってしまっただけです。今は右大将殿もあるべき姿に戻っていますが、誠に畏れ多くも、国母こくもの位を極める相そうがある方です」

　男君は宇治で一目見た女の面影が心に掛かり、また逢あうことができるかと心苦しく思った。





　　妹背山いもせやま思ひも掛けぬ道に入いりてさまざまものを思ふ頃かな

　（右大将を追って妹背山の思いも掛けぬ道に踏み入り、様々に物思いするこの頃であることだ）





　滅多めったに帳台ちょうだいを出ることもない暮らしをしてきた自分が、この先どうなるかも分からない山で当てのない日々を過ごすのは何とも不思議な気がする。東宮からも長く離れ、夜な夜なの寂しさを思って眠れない中、宇治川の川波と共に以前に逢あった女の面影が浮かんで恋しく、もう一度逢あいたい気持ちが込み上げて男君は泣いた。





　　ひと目見し宇治の川瀬の川風にいづれのほどに流れあひなん

　（一目見た、宇治の川瀬を吹く風のようなあの女に、いつかまた巡り逢あえるだろうか）


巻第三

第十七章


　宇治では女君が臨月を迎えて苦しんでいたため、権中納言ごんちゅうなごんは片時も離れずにどうしたらいいかと途方に暮れていた。

　女君は人柄や容貌をはじめ、すべてが極めて美しく魅力的で、いつまでも見ていたいほどだった。しかも、これまで男姿での華やかな身のこなしや心構えに慣れていたため、世の女たちのように弱々しく引き籠こもって塞ふさぎ込むことはなく、いつも陽気に明るく振る舞っていた。親しみ深い人となりで、思い嘆いても一途いちずに沈み込んだりはせず、泣くべきときは涙を流し、面白く冗談を言うときは笑い、言いようもなく愛らしい優しさに満ちていたが、今はひどく心細くつらそうな様子のため、権中納言は悲嘆の涙にかき暮れた。

「我が身に代えても、この人は絶対に無事であってほしい」

　神仏に祈った効験こうけんがあったのか、思っていたほど遅れることもなく、七月上旬に光り輝くばかりの男君が生まれた。そのときの権中納言の嬉うれしさは並々ではなかった。

　女君が手ずから若君を寝かしつけて世話をする様は、実にしみじみとするものであった。権中納言は若君からいっときも目を離さず、乳の出る親しい者を乳母めのととして迎えた。

「この子を世間に披露できたならば、乳母も世話のし甲斐がいがあるだろうに。何事も隠れ忍んで行わなければならないとは」

　口惜しく思う権中納言は外出もせず、若君の世話に心をいれた。

　日が経たつにつれて若君が愛らしく輝きを増していく様子を、女君のそばに寄せて見せては、二人の契りの深さを示した。

「昔からこのような姿で、悩まずに暮らしていたらどんなによかったことか」

　女君は権中納言の言葉を道理だと思い、自身の奇妙な身の上を思い浮かべながら、右大臣邸で七日の産養うぶやしないの夜に権中納言の扇を見つけたときの話などを艶つややかに語り、互いにおかしくもあわれに思った。

　こうして十日余りが過ぎた。

「我が身の有様ありさまを思い悩んでいたため、右大将だったときの姿に戻るつもりではないかと心配だったが、今はもう大丈夫だ。若君を心からかわいがり、いつも抱いて世話をしているので、よもや我が子を捨てて自分から離れることはあるまい」

　すっかり安心した権中納言は、四の君の件を女君に相談した。

「もう一人の女性が、現世で生きてはいても世捨て人のような気持ちで、悲しくつらいことを嘆いています。彼女の出産もそろそろかと思うと、とても生き永らえそうにないほどに不安で、不憫ふびんでなりません。もしも死んでしまったら他でもないわたしの責任です。このまま放置するのは情け知らずですので、どうなるかはっきりするまで世話をしたいと思っていますが、しばしの間もあなたが気掛かりで落ち着かないため、密ひそかにここに迎えようかと考えています。あなたが見捨てた人ですが、いかがでしょうか」

　女君は相手の話にあきれたが、さりげなさを繕って答えた。

「そのように考えるのは至極当然だと思います。しかし、わたしが昔の夫だと見破られてしまうのは、他の誰よりも恥ずかしいことでしょう」

　そう言って顔を赤らめた様は華やかで愛らしく、見る甲斐かいがあると権中納言は思った。

「いえ、わずかな間もあなたのことを気に病まないで済むかと思っただけです」

　権中納言は微笑ほほえみながら言い紛らせた。

　もう女君は大丈夫だと判断した権中納言は、四の君へと心を移し、籠こもって世話をすることで胸苦しさは薄れていった。





　右大臣は、大げさな誓いを立てて四の君を勘当したきり、一切の面倒を見なかった。幼い頃から四の君を特別にかわいがるのに遠慮していた母親もそれほど彼女を愛しておらず、「あの人も思い掛けずひどいことをする」とため息をつくものの、我が身に代えてまで付き添うつもりはない。姉たちも、比べようがなかった右大臣の寵愛ちょうあいに恐縮し、このような騒ぎになっても特に気の毒に思わなかったため、四の君は不憫ふびんで痛ましい状況に置かれていた。

　四の君は他に手だてがなく、密ひそかに権中納言に身を任せるしかなかった。ひどく衰弱した姿に権中納言は見るに忍びず、昼間もそばに付き添い、様々に言い慰めて将来を約束した。四の君は強情を張らず、素直に世話を受け入れたが、権中納言もそんな彼女をいじらしく思い、見ているだけで比類ない女だと思われて離れられない。もしも夜中に出産があった場合、遠く離れていては急な様子を聞くこともできないからと、久しく宇治に立ち寄らなくなった。

　女君のもとには日に何度も手紙が届いたが、少しも嬉うれしい気分にはならなかった。

「所詮しょせん、あの男との生活はこの程度のものなのだ。自分だけが何事につけても嘆きが絶えない。世で並ぶ者がいなかった我が身は無残にも零落れいらくし、妻はわたし一人というわけでもなく、このように待ち遠しい気持ちで過ごすのは、やはりあるべき姿とは思えない。世人よひとが騒いでいる間、右大臣は四の君を勘当しても、世にまたとないほどかわいがっていた愛娘まなむすめだ。ひと思いに権中納言との結婚を許せば、向こうの方が立場が強くなる。わたしは何があっても素性を知られるわけにはいかないので、宇治の橋守はしもりとして網代あじろに寄る氷魚ひおを数えながら、男が来る夜をむなしく待つことになるのだろう。かと言って、もう元の姿には戻れない。やはり何とかして吉野山に入り、来世を願おう」

　女君は覚悟を決めるにつけ、生まれたばかりの若君が捨て難く、憂うき世の絆ほだしを強く感じた。





　七、八日後、いつものように権中納言が宇治にやって来て、隠し立てもせずに四の君の様子や容体などを嘆いたが、それを聞かされる女君はいたたまれなかった。権中納言は人事ひとごとのように言い繕うこともできるのに、まったく分け隔てしない。

「どうせこの先、幾日も一緒にいる男ではない」

　本心を隠したまま心を込めて応対する女君の様子に、権中納言は限りない愛情にさらに愛情を重ねる気がし、並ならずいとしく思ったが、女君は「好色こうしょくで誰に対しても夢中になる軽薄な男だ」と冷めた目で見ていた。

　普段のようにしばらく滞在するのかと思っていると、夕方、京から使者がやって来て権中納言にささやいた。

「いつもより極めて苦しげにしておりますので、出産の兆しかと思われます」

　報告を聞いた権中納言はいても立ってもいられず、胸がつぶれそうになったが、女君のことも気に掛かった。

「このところずっと四の君のもとにいたのに、知らせに驚いて今日のうちに都に戻ったら、この女はどう思うだろうか」

　ひどく恐ろしく耐え難い気がするが、この先、長く連れ添う間に見直してくれるだろう。一方、四の君にもう一度逢あわないまま死なせてしまったら、後悔して悲しむに違いないので、女君に事情を説明して急いで出掛けることにした。

「それはもっともなことです」

　話を聞いた女君は気さくに答えたが、心中は複雑だった。

「嘆かわしくも普通ではない男姿でいた頃は嫉妬される側にいたので、煩わしさで不安になることはなかったが、こうして人を恨むのは本当に嫌なものだ。だから仏は『女は生まれながらにして罪深い存在だ』と言ったのだ。これまで右大臣や四の君にいつも恨まれる振る舞いをしてきた報むくいで、彼らに代わってつらい思いを味わっているに違いない」

　来きし方かた行く末について相談する親しい相手もおらず、悩みを胸の内に秘めたままでいるのはひどく苦しかった。

　翌朝、権中納言からの手紙が届いた。

「今にも消え入りそうな様が甚はなはだ不憫ふびんなため、そばにいて最期に聞き届けようと思っております。慌ただしく都に戻ってしまったのが不本意で、あなたや若君が気掛かりでなりません」

　しかし、もはや思い詰めても仕方ないと割り切る女君に、権中納言の言葉は届かなかった。

「気の毒なあの人の様子はどうですか」

　返答を受け取った権中納言は、女君の真意が見抜けなかった。

「少しずつ女としての生活に慣れてきたのだろう。むやみに恨む様子もなく、さっぱりしたものだ」





　女君は何とかして吉野山に使いを出したいと思っていたところ、若君の乳母めのとが心遣いも行き届いて信頼できそうなので、「これほど若君を大切にしてくれる人なら、わたしのことも浅からず思い、事情を打ち明けても決して他人には口外しないはずだ」と考え、親しみを込めて語らった。

「見慣れたというほど長い付き合いではありませんが、若君のことを大事に思ってくれる気持ちは浅くないと頼もしく思っております。どうかこれから話す内容を誰にも漏らさずに聞いてもらえませんか」

　乳母めのとは嬉うれしくも光栄なことだと感激した。

「たとえこの身を捨てよとの命めいであっても、どうして断りましょうか」

「ここにいる人々だけでなく、殿にも知られたくない話なのです。吉野の山奥にいる聖ひじりの宮に連絡を付けなければならない事情があるのですが、上手うまく取り計らってもらえませんか」

「造作もありません」

　喜んだ女君はすぐに手紙をしたためた。

「ご無沙汰しておりますが、ご健勝にてお過ごしでしょうか。どうなることかと心細く思っていたものの、何はともあれ今日まで無事でいます。以前に会ったときとは異なる姿になってしまいましたが、ぜひともお会いしたいと思っております」

　書いた手紙にしっかりと封をし、「これを確かに届けてください」と乳母めのとに手渡した。

　女君の素性を知る者は権中納言以外にいなかったので、「吉野宮よしののみやには娘がいると聞いていたが、もしかしてこの人がそうなのだろうか」と乳母めのとは得心し、自分に親しく仕える侍さぶらいに間違いなく届けるように念を押した。時は八月上旬のことだった。





　その頃、吉野山にいる男君は思い掛けない時間ができたため学問に励んでいたが、吉野宮という理想的でありがたい師と出会えたのを嬉うれしく思っていた。また、折に触れて姫宮たちの様子が大いに気になっていたものの、聖ひじりのように暮らしているのにいきなり色事めいて言い寄るのもどうかと遠慮し、「こうなったからには、いずれ機会があるはずだ」とはやる心を静めながら、右大将の連絡を待ち続けた。

　予定日が過ぎても便りがないので不安でいると、ある夕刻、いかにも使者風の男がやって来た。

「文ふみを持って参りました」

　下人げにんが差出人を尋ねても、ただ「宮の御方おかたに必ずお渡しくださいと承りました」としか答えない。

　受け取った吉野宮が手紙に目を走らせると、他ならぬ右大将からのものだった。喜んで男君にも見せると、嬉うれしいどころの騒ぎではなかったが、「以前とは異なる姿」と書かれているのを見て男君は胸を痛めた。

「大方、法師などになったのだろう。理由もなく失跡するはずがない」

　男君は使いの者を呼んで尋ねた。

「この手紙の主あるじはどこにいるのですか」

　男は居場所を話してもいいとは言われていなかったが、実に素晴らしく凜々りりしい男君に尋ねられたため、畏れ多い気がして答えた。

「宇治だと聞いています」

「宇治のどの辺りですか」

「式部卿宮しきぶきょうのみやの御領地と聞いております」

　それを聞いて、男君は思い当たる節があった。

「そうか、あの時に見た女は右大将だったのか」

　男君は嬉うれしさで胸が一杯になり、吉野宮と一緒に手紙を出すことにした。

「六月某日、思い立って都を離れ、宇治に立ち寄って休んだ後に、吉野宮を訪ねてここまでやって来ました。あなたが文ふみを寄越よこす予定になっているという宮の言葉を頼りに、吉野山で行方を隠して過ごしています。今はどのような姿でいるのですか。何とか会いたいと思っていますが、わたしが行っても大丈夫な場所でしょうか」

　こまごまと書いて吉野宮の返事に添え、使者には御衣おんぞと自分が乗ってきた馬を与えた。

「これに乗って早く戻り、必ず返事をもらってきてください」

　使いの男は恐縮し、思い掛けなく嬉うれしいことだと喜んで宇治へと出発した。





　宇治に到着した使者は、すぐに吉野宮たちの手紙を女君に渡した。

「先方はただ今の文ふみの返答をすぐにいただきたいとのことです」

　女君は吉野宮の文面に目を通し、もう一つの手紙を読んではっとした。

「それでは、誰かと思ったあの人は、わたしを探すために姿を変えて都を出た尚侍ないしのかみだったのか。悔しいことに考えが及ばなかった」

　意外な事実に驚き悲しみ、最後まで読むことができない。

「わたしと尚侍が以前とは異なる姿になったのも、しかるべき宿世すくせであったのだろう」

　泣く泣く返事をこまやかに書いた。

「今回の経緯について直接お話したいと思っていますので、近くまで来たらこの使者に連絡してください」

　女君の返答を受け取った男君は夢のように嬉うれしく思った。今の様子を自身の目で確認した上で左大臣に報告しようと、密ひそかに使いの者を道案内に立て、宇治の近くに来てから連絡を入れた。





　幸いにも、権中納言は具合が悪い四の君に思い乱れて宇治にいない折だった。

　女君は若君の乳母めのとを呼んだ。

「兄妹きょうだいに当たる人が忍んで近くまでやって来たので、人に知らせず、内密に会いたいと思っています。差し出た振る舞いだと殿に咎とがめられたくないため、人に気取られないようにしたいのですが」

「いとも容易たやすいことです。京より来た使いとして、闇に紛れてわたしの局つぼねに入ってもらい、夜が更けてからお会いください」

「では、そのようにお願いします」

　権中納言の乳母子めのとごたちは女君と打ち解けていないため、主あるじの不在時は御前ごぜんにいない。男君は心配のいらない黄昏たそがれに紛れて、廊ろうの前にある乳母めのとの局つぼねに入り、人々が寝静まるのを待った。夜がすっかり更け、皆が寝たのを見計らい、乳母めのとの案内で西の放出はなちでに向かった。

　男君が座って待っていると、やがて女君が静かに現れた。互いに夢のような心地で、しばらく言葉が出なかった。目映まばゆい月の光の下、女君の髪は艶つややかに隙間なく垂れ掛かり、この上なく愛らしく、麗しい姿をしている。懐かしさにうち泣く女君を前に、男君は「これはいったい誰なのか」と思った。一方の男君も言いようもなく清らかで優美な容姿で、二人とも現うつつとは思えなかった。

　男君はこれまでのいきさつを説明した。右大将が行方不明になったと聞いてから考えたこと、京を出てきたこと、この屋敷で不思議にも右大将に似た人がいるものだと恨めしさに我慢ができず、自分の姿を見れば分かるのではないかと夢中で出て行ったことなどをこまやかに語った。

「それにしても、どうしてそのような姿でいるのですか」

　女君は答えようがなく恥ずかしかったが、思わせ振ぶって隠しておくべき話ではないと考え、打ち明けた。

「何年も普通ではない我が身を嘆きながら、そうはいっても詮方せんかたなく、いずれそれなりに落ち着くはずだと思っていました。しかし、思い掛けずつらいことが起きてしまったため、昔のままでいるわけにもいかなくなり、考えた末に姿を隠しました」

　少し話を聞いただけで、男君はおおよその事情を察した。

「確かに今はその姿でいるべきとは思いますが、身を隠したまま生きるわけにもいかないのではないですか。父上にはどう説明すればよいのですか」

「それが問題なのです。このままでいることはできません。普通の身体ではなかった間、恥ずかしい我が身を他人に世話をしてもらうわけにもいかないため、やむにやまれず、秘密を知られてしまった男にひたすら身を任せていましたが、永らえるべき命かと迷いながら今も生き留とどまっています。今のままではいけないことは分かっていますが、かといって以前の姿に戻ることもできません。とにかくも世間並みではない身の置き所に困り、吉野山で出家して行方を絶とうと考えていました」

　女君は語りながら涙を流した。

「そのようなことを言ってはいけません。父上や母上が生きている限り、わたしもあなたも現世を思い限っては駄目です。あなたが失踪したことで不覚になってしまった父上を、京に置いたまま出てきました。どうしてここで忍び隠れているのですか。確かにその姿で右大将だと名乗り出るのは具合が悪いでしょうから、わたしに代わって尚侍ないしのかみとして生きるのはどうですか。都を出る際、『わたしが屋敷にいるように振る舞うように』と言いつけておいたので、誰もわたしの不在を知らず、入れ替わっても気づかれないはずです。その上で権中納言が通ったとしても、おかしい話ではありません。初めて関係ができた振ふりをすれば人目にも安全です」

　女君は同意せず、「あの男には行方を知られたくありません」とつぶやいた。

「それはよくありません。確かに権中納言の人柄は色好いろごのみで、際立った身分でもありませんが、口惜しいほどではありません。いずれにせよ、まずは密ひそかにここを移りましょう。父上も積もり積もった話があるでしょうから」

「父上に、このようなことがあったと知られたくはありません。ただ普通ではない身を持て余していたとだけお伝えください」

　恥じらう姿は長年、男装でいた人の振る舞いとは思えなかった。

　いつまでも話は尽きないが夜が明けてしまいそうなので、男君はそっと部屋を出た。その足で京に向かったが、これが最後と覚悟して出てきたことをしみじみと思い返し、前もって帰京を伝えなかった。


人物関係図（第十七章）



巻第三

第十八章


　右大将の失踪以来、左大臣は月日が経たつままに各地の山や寺で祈祷きとうを尽くし、もう駄目かと諦め掛けていたところ、ある夜、極めて尊く清らかな僧が夢に現れて告げた。

「そのように嘆き悲しむ必要はありません。明朝、貴殿の悩みが霧消むしょうする知らせが届きます。前世からのしかるべき違たがい目の報むくいによって、天狗てんぐが男を女に、女を男のようにして、貴殿の心を絶えず苦しめてきましたが、ついにその業ごうも尽きました。長年、仏道に従って数多あまたの祈祷きとうを行った効験こうけんであらゆる問題が解決し、男は男に、女は女に戻り、思うまま栄華を極めることになるでしょう。今までの心惑いは些細ささいな物の報むくいだったのです」

　目を覚ました左大臣は男君の母親に話した。

「気が動転していたここ何か月間、尚侍ないしのかみを見ていなかったが、つい先ほどこのような夢を見た」

　母親はびっくりし、男君が右大将を探すために姿を変えて都を離れたことを詳しく説明すると、左大臣は驚き喜んだ。

「夢で見たのは本当のことだったのか。尚侍まで世に出たのは知らなかった」

　明け方近く、男君の帰宅の知らせが母親のもとに入った。

　驚いた母親は左大臣に知らせた。

「どうやら、あなたの夢見が当たったようです」

　他の人々がまだ寝ている時分のため、左大臣は男君を密ひそかに屋敷に入れた。

「幼いうちから人々に交わっていた右大将は凜々りりしく華やかだったが、尚侍はか弱く、人にも会わずに引き籠こもっていたので、きっと見栄えがしないに違いない」

　左大臣は起き上がり、殿油とのあぶらを近づけて見ると、右大将の麗しい姿をそっくり写し取ったようだった。右大将は若年とはいえ少し小柄なのが欠点だったが、男君は右大将よりやや上背うわぜいがあり、雅みやびやかさが勝り、威厳もあって欠けたところがないように見える。じっと見ていると夢のようだが、行方不明になった右大将のことが耐え難く思い出され、左大臣は声も惜しまずに涙を流した。

　心を静めてから左大臣は尋ねた。

「それで、右大将について何か分かったのか」

「以前とは異なり、女の姿になっていました。人並みでないのがつらかったことから本来の女姿に変えましたが、髪などが生え揃そろうまで人に見られたくないため、しばらく身を隠すつもりだそうです。その意向に従って帰ってきました」

　それ以上は追及せず、夢の通りだったのだと左大臣は嬉うれし泣きした。

「よいよい。それでは右大将が尚侍ないしのかみとなり、お前が右大将の代わりをしなさい」

「長年、女として屋敷に籠こもっていた身ですので、いきなり男姿で禁中に出るのは致しかねます。右大将だったときの話を聞く必要があり、また姿が変わったことを人に悟られぬために、まずは右大将をこの屋敷に迎え、それから今後について考えることにしませんか」

　程なく夜が明けたので、男君は御前ごぜんを辞した。その後、左大臣はすっかり胸が晴れて嬉うれしくなり、起き上がって粥かゆなどを食した。





　後日、男君からの使者が宇治にやって来て、女君を迎えに行く日取りを伝えた。

　女君は男君との対面後も夢のような心地で嬉うれしく思っていたが、一方で自分の置かれた状況を苦悩していた。若君を引き連れて出るのは見苦しく、かといって見捨てるのもたまらなく悲しいため、どうしたらいいのかと嘆いた。

「親子の契りは絶対に切れぬものだから、生きてさえいれば再会することもあるだろう。この子がかわいいからといって、かつて右大将だった自分が普通の妻としても扱われず、あの男が稀まれに通ってくるのを待ちながら暮らしていいはずがない」

　男として生きてきた気性の名残できっぱりと決断すると、見られては困る反故ほごをさりげなく引き破って燃やした。その後、じっと若君を見つめたが、声を出したり人を見て笑ったりする様が愛らしく、悲しみに暮れた。





　いつものように、権中納言ごんちゅうなごんは少し立ち寄ったという様子で宇治にやって来た。

　権中納言との関係もこれが最後だと思っている女君は、不愉快に感じている素振そぶりを見せず、身だしなみを整えて限りなく麗しい姿で座していた。紅くれないの単襲ひとえがさねに女郎花おみなえしの上着うわぎ、萩はぎの小袿こうちきを纏まとい、一時期はひどく面痩おもやせしたものの今は回復し、とても華やかで匂い立つ美しさである。物の影が映りそうな艶つややかな髪が垂れ掛かり、背丈にやや足りない末がふさふさと広げたように掛かっている裾すそや垂れ具合は、八尺の髪よりも見事に見える。額髪ひたいがみがより掛けたように下がり、その間から見える肌をはじめ、頭かしらつきや身体つきなど、ここはと思われる欠点がない。一目見ればどんな物思いも晴れ、悲しみを忘れてしまうほどで、権中納言は満たされた気分で女君に見とれた。

「あの子を産んでから一段と綺麗きれいになりましたね。どうしてわたしは男姿だったときのあなたを美しいと思ったのでしょうか。今の方が遥はるかに素晴らしいです。もしこの姿で世に出て人と交わったら、一目でも見た者は皆、心惑いしてしまうことでしょう」

　権中納言はこの上なくいとおしい様子で女君の髪をかき撫なでた。「我が身に代えてでも苦しんでいる四の君を助けたい」と思い乱れていた心が慰められ、すべてを忘れて語らっていると、四の君のもとから使者がやって来て告げた。

「これが最期というご様子で、このままお亡くなりになるやもしれません」

　宇治に来て間もないというのに、使者の言葉に驚いて京に戻るのは女君に気の毒で、あってはならないと権中納言は思ったが、「出産の兆しが見えたら知らせるように」と頼んであった人も続いてやって来たため、じっとしていられなくなった。

　権中納言は涙を流しながら、耐え難い様子で女君に訴えた。

「ただともかくも、出産が終わるまでのことで、とても生き永らえそうにもない様子のため、薄情に見られたくないと思っているだけなのです。あなたはあらゆることをよく分別し、むやみに嫉妬しないのが安心で、それが嬉うれしくてこのように関係を続けています。とにかく、あちらの人を見届けた後のわたしの心を見極めた上で、恨んだり責めたりしてください」

　既に宇治から離れることを心に決め、また以前より権中納言の心中を読んでいた女君は、当然こうなると予見していたので、まったく気にならなかった。ここで死ぬまで暮らすのなら「嘆かわしく心外だ」と悩んだかもしれないが、妊娠中の見苦しい姿を第三者に知られるよりはましと思っていただけである。

　女君は艶あでやかに微笑ほほえみながら答えた。

「いつも言い訳を聞かされるわたしの心をご存じのはずですが。わたしは何も知らない方がよいのです」

　権中納言はしつこく恨み言を言われるより恐ろしい気がした。

「それでしたら、早く行ってほしいとはっきり言われたら退出しましょう」

　そう言って動かないので、女君は仕方なく声を掛けた。

「あの人が気の毒ですから、できるだけ速やかにお出掛けください」

　権中納言は恐る恐る、後ろ髪を引かれる思いで立った。振り返って見つめている間、女君はいつもと違う様子を見せまいと素知らぬ顔でいたが、権中納言が姿を消すと若君を抱き寄せ、一睡もせずに泣いて夜を明かした。





　翌朝、権中納言は宇治に手紙を寄越よこした。

「昨夜、ようやく出産を終えました。まだ安心できる容体ではないため、もう少し成り行きを見届けてからそちらに参ります」

　女君は返事をしたためた。

「承りました。聞いていたよりも安産だったようで安堵あんどしました。それにつけても昔のことがしみじみと思い出されます」

　宇治を出るのは今しかないと考えた女君は吉野宮よしののみやへの手紙を用意し、一日中、若君を抱き締めて忍び泣きした。

　その日の暮れ方、近くまでやって来た男君から連絡が入り、前回と同様、若君の乳母めのとの局つぼねで身を隠した。皆が寝静まるのを待つ間、女君の心は落ち着かなかったが、乳母めのとにもその素振そぶりを見せず、暗い気分で若君を見守った。自分で決めたこととはいえ、悲嘆に暮れているうちにやがて夜が更けた。以前のように、乳母めのとは屋敷が静まり返ったのを見計らって男君を中に入れると、女君に準備が整った旨を告げた。

　女君は落ち着かず、心がかき乱れたまま乳母めのとに若君を渡した。

「では、しばらくこの子を預かっていてください」

　目を覚まして泣く若君をじっと見つめた後に、身が引き裂かれる思いで男君が待つ西の放出はなちでへと向かった。子を思う親心は闇に例えられ、出家の覚悟を翻ひるがえしてしまうと言うが、長年、男姿で過ごした名残の気丈さ故の決断だった。

「父上には、思うところがあるため、しばらく京を離れて吉野にいると伝えておきました」

　男君は親しく使い慣れた乳母子めのとごの女房を三人連れていた。月がとても明るく、物陰に隠れて忍び出る間も若君の面影が女君の身体から離れず、引き返したい気持ちのまま牛車ぎっしゃに乗り込んだ。道中、何度も牛を替えながら一晩中車を走らせ、翌日、吉野に到着した。

　あらかじめ男君から事情を聞いていた吉野宮は、自分の屋敷では具合が悪かろうと、姫宮たちのいる建物の部屋を整えておいた。

　車を降りた女君は晴れて吉野宮と対面した。二人の容姿はどちらも素晴らしく夢のようで、互いに嬉うれしさに胸を詰まらせた。

　気掛かりで待ち遠しい左大臣は、遠距離と思えぬほど頻繁に手紙を寄越よこした。また、近隣の荘園に対して必要な物をすべて献上するように命じ、品々を携たずさえた者たちが頻繁にやって来た。





　女君は、いつも不愉快で憂鬱ゆううつだった権中納言との関係から開放されてほっとしたが、一方で毎日見慣れ、将来有望な兆しが見て取れた若君の顔が恋しく、自みずから決心したこととはいえ茫然ぼうぜんと物思いに沈んでいた。また、急に女になった姿を見せて変だと驚かれるのが恥ずかしかったため、姫宮たちとも対面せずに打ち臥ふしていた。

　その様を目にした男君は、別れた権中納言の心中を不憫ふびんに思っているのだろうと考えた。

「男姿だった往時おうじのあなたをよく知っている人から離れて過ごすのはつらいと思いますが、今後、どうするつもりですか」

「その男とは心外で納得できぬ契りを結んでしまいましたが、彼を思って眠れなくなった夜など一度もありません。ただ、つらく思いながらも、いたいけなあの子をここに連れて来ることができず、やむを得ず見限ってしまった苦しさばかりを思っていたのです」

　女君は耐え切れずにうち泣いた。

「そう思うのは当然です。あの若君が離れ難い絆ほだしなのですね」

　左大臣に事情を聞かせたくなく、また権中納言と縁を切るつもりなのだろうと推察した男君は、今後どうすべきかと思案した。

「思い掛けず慣れ親しんだ女姿を男に変え、初めて出会ってから二夜と隔てたこともなく愛していた東宮とうぐうと別れて時が経たっている。懐妊した様子もあったのに世話もできず、行方知らぬ野山を彷徨さまよい過ごしているのは正気ではない。かといって急に人前に出るのは物慣れずきまりが悪いため、この身が慣れるまでは我慢しなければならない。もしわたしの代わりにこの人が尚侍ないしのかみとして仕えれば、自然と東宮との逢瀬おうせの機会も生じ、またかこつけて妊娠中も隠れ忍んで世話ができるのではないか」

　自分の考えに胸が開けてきたため、女君に子細を打ち明けた。

「こういった訳で東宮のことが気掛かりですので、わたしの代わりに密ひそかに尚侍として出仕してもらえませんか」

　話を聞いた女君は気の毒に思った。

「確かに京に帰るのは気が引けますが、父上や母上が心配なのはともかく、そのような事情があるのならば決心しないといけないようですね。わたしの代わりに右大将として仕えるとして、顔かたちはそれほど違わないため大丈夫でしょうが、もし宮中行事が見当もつかず、不安に思っているのでしたら、差し出がましいかもしれませんがお教えしましょう」

　女君は拝承はいしょうして務めてきた公事こうじ、誰彼だれかれが言い告げた内容、返答の仕方などを賢かしこぶらずに丁寧に教えた。

　あれほど見事な二人が籠こもりきりで必死に琴ことや笛、筆跡などを習うので、たどたどしいところはまったくなく、まるで同じ音色で笛を吹き、琴ことを弾き鳴らす様は別人だと聴き分けられない。筆跡も似せて書くと寸分すんぶんも異なるところはなく、声の調子や気配も男君が女の真似まねをし、女君が男を装ってしっかりとした口調で話していたというだけで元からそっくりである。やはり、しかるべき素晴らしい兄妹きょうだいの契りだったのだと見受けられた。

　つれづれなるままに向かい合い、公私にわたった話をする中で、女君は麗景殿れいけいでんの細殿ほそどので折々行き逢あっていた女や、四の君との結婚当初の様などもすべて語った。

「右大臣は明け暮れ、わたしを恨んでいました。権中納言の件はともかく、まだ男姿で世にいた頃は訪問がないことを大変恨んでいたようです。確かに四の君は何一つ不満なところはなく、麗しく見事な女性ですが、権中納言との関係は心外に思っています。今では権中納言が我が物顔で、すっかり自分の女だと思って世話をしていますが、昔のように夫として声を掛けてもらえませんか」





　姫宮たちの様子を近くで見聞きした男君は、いずれも素晴らしく理想的な女性なので、所在ない夜長の慰めとしても見過ごし難く、しかるべき折々に親しく話をした。初めのうちは懸想けそうめいて接しなかったが、やがて吉野宮が「宿世すくせに任せて我が手元から放し、もう少し心を澄ませて仏道に励みたい」と考えていることを知った。

　吉野宮が男君の正体を教えなかったため、姫宮たちは以前の女君と区別がつかず、最初から何も警戒しないでいたが、ある日のこと、男君は姉宮に意外でなれなれしい振る舞いに及んだ。姉宮は夢のような気分でひどく狼狽ろうばいしたが、男君は限りなく深い情愛をいっそう募らせ、姉宮もいまさら拒んでも詮方せんかたなく、次第に男君を受け入れていった。

　この姉宮は上品で気高い美しさがあり、男君が願っていた通りの容姿だったことから、「これほどの聖ひじりの下で育ったので、魅力に欠けているに違いない」とこれまで軽視していたことが悔やまれた。


人物関係図（第十八章）



巻第三

第十九章


　さて、ここで物語は少し時間を遡さかのぼる。

　宇治では夜が明けても女君が戻ってこないので、若君の乳母めのとはおかしいと思っていたところ、格子こうしを上げる時分になっても姿を現さなかった。心配した人々が探し回り、乳母めのとも言いようもなく途方に暮れて、他の人が思いつきそうもない隅々まで探したが、どこにも見つからない。どうしようもなく困惑していたところに権中納言ごんちゅうなごんがやって来た。

　報告を受けた権中納言は気が動転し、正気を失った。

「それにしても、どういうことですか。最近、それらしい様子はあったのですか。実家から訪ねて来た人はいませんか」

　問いただされた乳母めのとは、自分の手落ちとしてもめ事になるのは困るため、正直に申し出ることができなかった。

「そういった様子は特にありませんでした。殿とお逢あいしているときはさりげなくしていたものの、一人になると若君からいっときも目を離さずに見守り、忍び泣き明かして暮らしていましたので、恨めしく気掛かりな方がいるのだろうと気の毒に思っていましたが、このように思い詰めているようには見えませんでした」

　こう言われてしまっては、権中納言も返答のしようがない。

「幼少から類たぐいなくかしずかれていたのに、忍び隠れた生活を強いられ、しかも自分は四の君の世話に夢中で、都にばかり出掛けて宇治にはほとんどいなかった。きっとここでの日々に慣れず、遺憾で興醒きょうざめなことだと嘆いていたに違いない」

　さりげなく穏やかで、何度見ても飽きないほど素晴らしかった女君の容姿を思い出し、権中納言はどうしようもない恋しさに苦しんだ。時が経たつにつれてさらに心がかき乱れ、悲しく耐え難い気分で来きし方かた行く末も覚束おぼつかない状態で、探しに行く気すら起きない。

　どうすべきか分からず、悲しみに打ちひしがれる権中納言のすぐそばで、事情を知らない若君が無邪気に笑っている。絆ほだしの我が子を見放し難く、いとしく思いながら、「ああ、この子を見捨てるほどの気丈さであったのか」と驚くばかりである。いくら言い訳を重ねても弁解しようがなく、胸が苦しく、悔しくも悲しく、女君の薄情さを限りなく思い知らされた。

　かつて女君が臥ふしていた場所に、衣が脱ぎ捨ててあった。残り香がが女君そのままだったので、権中納言は引き寄せて身に纏まとい、声を上げて泣いた。





　これほどのことは、夢に見るだけでも目覚めた後の名残は大変なものである。容貌や風情が言いようもない魅力に溢あふれ、憂うれいやつらさ、悲しいことを表に出さず、愛らしく言い紛らわしていた女君を何度も思い返した。その恋しさは例えようがなく、胸が張り裂けるようで、人が見たら「正気ではない」と思われるのも気にせずに地団駄じだんだを踏んだ。泣いても泣き足りない様子で沈み臥ふす権中納言を、女房たちは気の毒だと嘆いた。

「それにしても、協力者がいなくてはここから出られないだろう。いくら何でも誰か知っているはずなのに、いったいどういうことか」

　権中納言はまったく訳が分からなかった。ひょっとして書き残した歌があるかもしれないとも思ったが、女君はそのような回りくどいことをする女ではない。思い悩んでいると、ある女房が奇妙な報告をした。

「あの辺りで、言いようもなく華麗で気品のある若い殿方とのがたが、とても清楚せいそな女性を密ひそかに車に乗せて出て行くのを見た者がいるそうです。あれは誰だったのかと不思議がっておりました」

　女君は男姿での行動に慣れていたので、きっと一人で出て行ったのだと思い込み、それさえ妙な気がしていたのに、ましてどういうことかとさらに混乱した。

「昔から些細ささいなことを悩み続けたが、今の苦しみに比べたらいずれも大したものではなかった。好色こうしょくめいて様々な恋をしてきたが、最後はこのように惨めで身を責めるような悲しさを嘆きながら、日々を過ごすことになるとは思わなかった」

　権中納言は若君の顔を見ることだけを拠より所にいっそう涙を流した。

　さほど深刻でなければ悲哀を歌に詠んで思いにふけっただろうが、そのようなこともできない。女君を恋い慕うだけで胸が締めつけられ、つらく苦しい思いに苛さいなまれた。





　それから程なく、四の君は今度も愛らしい姫君を産んだ。しかし、衰弱した四の君は元気になろうという気力さえなく、息も絶え絶えな様子だった。

「父上にもう一度会うこともかなわず、勘当を許していただけぬままわたしは死ぬのですね」

　そう言って涙を流す四の君の様を伝え聞いた母親は不憫ふびんに思い、泣く泣く右大臣に状況を伝えた。

「世間の謗そしりを気にするのも、あの子が生きていればこそではありませんか」

　今後、一切の面倒を見ないと宣言して四の君を放逐した右大臣だったが、月日が過ぎるにつれて恋しさと悲しさに茫然ぼうぜんとしていたので、北の方からの報告を耐え難い思いで聞いた。

「そなたの言う通りだ。もはや風評などどうでもいい。最期だというのに、会わずに死に別れてしまったらどんなに悔しく悲しいことか」

　右大臣はすぐに四の君のいる屋敷へと向かった。かつて美しかった四の君はあるかなきかの容体で、長い髪を傍らにうち添えて臥ふしていた。その姿はどのような仇敵あたかたきであっても疎おろそかに思わないだろうに、ましてあれほど愛していた右大臣の目には衝撃的だった。

「どうしてわたしはこれまで頑かたくなに意地を張っていたのか。この子はどんなにつらい思いをしてきたことか」

　右大臣は自分の行動を悔やみ、悲しみに暮れた。

「娘よ、このようになるまで会わなかったわたしをどうか許してくれ。限りなくいとしく思うあまり、心外な噂うわさを耳にして嘆かわしく不安になり、ついかっとなって勘当したことを今になって後悔している。どうあってもそなたを死なせるわけにはいかぬ。仏よ神よ、我が命に代えてお救いください」

　声も惜しまず泣き惑いながら、薬湯やくとうをすくって無理やり四の君の口に入れた。生死の覚束おぼつかない四の君も父の声と分かり、かすかに瞼まぶたを開けて相手の顔を見つめるうちに、溢あふれた涙が頬を伝った。右大臣は娘の姿を見ているだけでたまらなく悲しく、心苦しく、祈祷きとうの限りを尽くし、じっと抱きかかえて途方に暮れた。

　やがて意識を取り戻した四の君は、苦しい息の下で言った。

「わたしを尼にしてくださいませ」

「縁起でもない。わたしが生きている間はそんなことを考えてはならぬ」

　右大臣は泣き惑い、万事につけて付き添って介抱した。四の君は涙が出るほど嬉うれしく、我慢して薬湯やくとうなどを飲んだ甲斐かいがあり、やがて見違えるほどに回復したため、右大臣は早々に自分の屋敷に場所を移し、片時も離れずに看病した。

　ちょうどその頃、権中納言は失踪した女君のことを悩んで悲しみに沈み、来きし方かた行く末を忘れて茫然ぼうぜんとしていたため、四の君との逢瀬おうせも途絶えていた。以前のままなら四の君は恨めしく思ったかもしれないが、「里に戻ったので訪問できないのだろう」と思い込んだのは折がよかった。

　右大臣は生まれた姫君に多くの乳母めのとをあてがい、大いにかわいがったが、一方で行方不明の右大将から手紙すら届かないのを「ひどい薄情だ」と嘆いていた。





　男君と女君は行方をくらましたまま、いつまでも吉野山で籠こもって過ごすわけにはいかず、両親も並々ならず心配しているはずなので、密ひそかに京に戻ることにした。

　しかし、男君は姉宮と少しでも離れてしまうのが気掛かりだった。

「このままわたしと一緒に都へ行きましょう」

　男君の誘いの言葉に、姉宮も別れが心細く悲しかったが、決心がつかなかった。

「住み慣れた辺鄙へんぴな山陰を離れ、まだそれほど馴染なじんでいない人に身を任せて京に行くのはどうしたものか。自分一人だけの事情ではないし、残すわけにはいかないと妹まで連れて行くのは気詰まりがするだろう。また、これまで俗世から離れた地に住んできたが、吉野山の麓近くで住むわけにはいかないため、父上と会うのも難しくなり、遠方から様子を案ずるしかない、不安な日々を過ごすことになる。しかも、人並みでない不慣れなわたしが、立派な場所に突然出て行っても笑い者になるだけではないか。もし、つらい目に遭ってここに戻ったら、吉野の松がどう思うかと考えると恥ずかしい」

　都に行くつもりはないと、誘いに乗る気がないことに男君が恨み言を言うと、さすがに姉宮は涙ぐんだ。





　　住みわびて思ひ入いりけん吉野山またや憂うき世にたち帰るべき

　（世間から遠ざかるために吉野山に入ったのに、再び憂うき世に帰ることができましょうか）





「どうかお察しください。わたしはこのまま吉野に残ります」

　消え入るようにつぶやく様は趣おもむきがあり、上品で麗しかった。

　男君は返歌を詠んだ。





　　住みわびて今はと山に入いる人もさてのみあらぬものとこそ聞け

　（俗世から離れるべく覚悟して山に入った人も、いつまでもそのままではいられないと聞いています）





「そう言われると、わたしの方こそきまりが悪い」

　男君は恨み言を言ったが、確かにいきなり連れて行った場合、東宮とうぐうに黙っているわけにもいかず、この件を耳にしたらどう思うかと考えると心苦しかった。

「なるほど、確かに急すぎる話かもしれない。迎え入れる屋敷などを用意した上で改めて呼ぶことにしよう。それに今回は隠れ忍んで行くので、同伴すると扱いが粗略になってしまう。後日、吉野宮よしののみやが見て驚くくらいに準備を整えよう」

　男君は姉宮の同行を諦め、女君と共に吉野を発たった。





　二人は闇に紛れて上京した。男君は尚侍ないしのかみがいるように部屋の帳台ちょうだいの前に女君を入れ、自分はその御前ごぜんに座った。二人と対面した左大臣は、「とりかへばや（二人を取り換えたい）」と嘆いていた悩みがなくなっただけで何も変わらないのが嬉うれしく、涙に暮れてまともに見ることができなかった。

　女君は誠に愛らしく、上品で華やかだった。艶つややかな髪がゆらゆらと肩に掛かる様が実に見事で、優美な物腰で座っている容姿は夢のようである。一方の男君も言いようもないほど華麗な姿で、立派な態度で伺候しこうしている様は現うつつとも思えない。どうやって二人が入れ替わったのかと、左大臣が落ち着かないのも当然だった。

　左大臣はこの数か月の状況を語った。

「これまで何とも奇異なことだと思っていたが、元来こうあるべきだったのだ。二人とも気持ちが変わらぬよう、今のままの姿で過ごしなさい。顔立ちが生き写しのようで本当に都合がよかった。これほど違いがないのも不思議な話だが、しかるべき宿世すくせだったのだろう」

　左大臣は男君に向かって言った。

「今後は右大将うだいしょうとして出仕しゅっししなさい。見たところ以前の右大将と異なるところが露つゆほどもないのでとやかく言う者もおらず、多少怪しまれても大丈夫だろう。右大臣の娘は、これまで権中納言が付ききりで世話をしていたが、先日、右大臣が勘当を解いて屋敷に連れ帰ったそうだ。内心では思うところがあるかもしれないが、下手に動くと誰にとっても外聞がよくないだろう」

　語り終えると左大臣は苦しげに吐息をつき、女君は胸がつぶれる思いでその様を見つめた。





　周囲には「ここ最近、尚侍ないしのかみは病を患っている」と取り繕ってあったため、東宮とうぐうからの使者が来た。

「どのようなご容体ですか。東宮もいつも気分が優れないため、落ち着いたらすぐに来てほしいとの仰せです」

　言伝ことづてを聞いた男君は切なく思った。

　左大臣も男君を急せかした。

「右大臣家には『心外な一件に嫌気が差し、吉野宮のもとに隠れていた』とでも言い繕って、早く内裏だいりに行きなさい」

　そうは言うものの、きっと不慣れなため不審に思われるに違いないと、気恥ずかしさから踏ん切りがつかなかった。

　しかし、世間の噂うわさはどのような場合ももっともらしく語られるものである。

「右大将は、四の君と権中納言の不貞を嘆き悲しみ、吉野宮のもとに隠れて出家しようと考えていたが、宮の娘と親しくなって世を捨てることができなくなった。例の件が不愉快で都に戻るつもりはなかったが、事情を知った左大臣が、『いまわの際きわの親の顔をもう一度見ようとも思わないのか』と泣き恨みながら説得したため、見捨てられずに仕方なく帰ってきたらしい」

　人々は勝手に言い騒ぎ、右大将の無事を喜んだ。


巻第三

第二十章


　右大将の帰京の知らせを受けた帝みかどは、何はともあれ姿を変えぬまま世に留とどまっていたことを限りなく喜び、すぐに参内さんだいするように命じた。

　晴れがましい姿で右大将（男君）が簀子すのこに歩み出ると人々は大騒ぎした。あまりにも大げさだったので気後れしたが、長年、仕えてきた前駆ぜんくや随身ずいじんたちも、一目見ただけでこれまでの闇に暮れた気持ちが吹き飛ぶような思いで涙を零こぼした。

　右大将は努めて平静を装い、内裏だいりへと向かった。途中、陣じんに立ち寄って新鮮な気分で辺りを見回した後に御前ごぜんに参上した。

　帝はしばらくの間、右大将の姿に見入った。久しかったここ数か月の間にいっそう威風が増し、艶つややかな上品さまで加わったように思われる。

「ああ、もしこの人が出家してしまっていたら、世の人々はどれほど嘆いたことか」

　じっと右大将を見つめ、涙を流しながら歌を詠んだ。





　　雲の上も闇にくれたる心地して光も見えずたどりあひつる

　（あなたが姿を消したことで、雲の上の宮中は闇に閉ざされたように光も見えなくなり、皆が探し回っていました）





　右大将は畏かしこまって歌を返した。





　　月のすむ雲の上のみ恋しくて谷には影も隠しやられず

　（月が澄み渡る雲の上ばかりが恋しく、谷で隠れ続けることができませんでした）





　右大将は毅然きぜんとし、以前と比べて華やかさまで備わったように感じられ、帝は目映まばゆい思いで右大将を見つめた。





　その後、右大将は東宮とうぐうがいる梨壺なしつぼに向かった。御前ごぜんから遠く離れた御簾みすの外で待っていると、宣旨せんじの君が膝ひざを進めて現れた。

「お久し振ぶりです。尚侍ないしのかみはまだ気分がよろしくないのでしょうか。東宮も体調が優れず、不安で心苦しげな様子ですので、回復したらこちらに顔を出すようにお伝えください」

　右大将は胸が締めつけられた。

「東宮とは朝夕に慣れ親しんだ間柄だったのに、今はこのように雲居くもい遥はるかな関係になってしまった。以前よりひどく悩み、思い乱れているのだろう」

　苦しむ東宮の様を思い浮かべ、耐え切れずに涙が溢あふれた。落ち着かずきまりが悪いため、早々にその場を立ち去ったが、梨壺なしつぼの方角をしばらく見つめて歌を詠んだ。





　　返してもくり返しても恋しきは君に見馴なれし倭文しずの苧環をだまき

　（返かえす返がえすも恋しいのは、あなたに慣れ親しんだ昔のことです）





　退出して屋敷に戻ると、尚侍ないしのかみ（女君）は帳台ちょうだいの前で寄り臥ふし、静かに物思いにふけっていた。昔を思い出していたのだろうか、慌てて涙を拭い隠した様はいつにも増して美しかった。右大将は身体を起こした尚侍を眺めながら、複雑な心中を察して深く同情した。先ほど目にした内裏だいりの様子などを話すと、尚侍は過去を思い返してしんみりと感慨にふけった。





　右大将は右大臣家の四の君を見過ごし難く、何とかして逢あってみたいと思うものの、かつて熱心に世話をしていた権中納言ごんちゅうなごんの存在が不愉快で、ひどく不満だった。しかし、思いを掛けているのは四の君ただ一人ではなく、人知れず東宮を慕いつつ、また吉野山の姉宮を屋敷に引き取って一緒に世話をしたいとも思っていた。

　四の君の様子が気になるため、尚侍と相談して手紙を書いた。

「姿を隠した事情はここでは書き尽くせませんが、恐らく噂うわさでお聞きになっていることでしょう」

　そう前置きをして歌を添えた。





　　目並めならべば忘れやしにし誰たれゆゑに背そむきも果てず出いでし山路やまぢぞ

　（他の男と見比べて、わたしを忘れてしまったのでしょうか。他でもないあなたのために世を背くことができず、山路から戻ってきたのですが）





　右大将が戻ったという噂うわさを耳にした右大臣は、どういうことかと困惑していた。

「きっぱりと出家を果たしたのなら、俗世を捨てる心があったのだと事寄ことよせて慰めることもできたが、以前の姿のまま戻ったのに、すっかり足が途絶えている恨めしさは言いようがない。いったいどうしたものか」

　思い悩んで心を痛めている折に、右大将からの手紙が届いた。右大臣は手に取る間もなく涙を落とした。

「ともあれ、女は初めに契りを結んだ男に忘れられたと噂うわさされるくらい情けない話はない。そればかりか外聞の悪い事情があって、すっかり疎まれたと評判が悪いのだ。この程度の愛情では口惜しいが詮方せんかたない。とにかく返事を書きなさい」

　四の君は到底無理だと思ったが、隣で右大臣が熱心に促し、その心に背いて怒りを買ってまで我がを通すわけにもいかず、仕方なく歌を返した。





　　今はとて思ひ捨てつと見えしよりあるにもあらず消えつつぞ経ふる

　（これが最後とあなたが世を捨てたのを知ったときから、命も絶え絶えに過ごしてきました）





　手紙を受け取った右大将は、上品で風情のある筆跡だったのでもっと知りたいと興味を抱き、尚侍にも見せた。

「容貌や有様ありさまが実に素晴らしい女性でした」

　尚侍は見慣れた手跡しゅせきに過ぎ去った昔をしみじみと思い返し、まだ見ぬ四の君に思いを寄せる右大将と共に思い乱れた。





　右大将は東宮とうぐうのことが気掛かりでいとおしく、吉野山の姉宮はどうしているかと思いを馳はせる一方、何としても四の君にも逢あってみたいと考え、夕暮れに右大臣の屋敷を訪れるつもりでいた。その頃、右大臣邸でも「ひょっとしたら右大将が立ち寄るかもしれない」と、右大臣が自みずから指示して部屋を整え、女房たちの衣装を改めたが、四の君の心中は穏やかではなかった。

「生死の境を彷徨さまよった出産の折、権中納言に身も心も委ねて世話をされたのに、再び右大将にこの身を任せることになるとは」

　権中納言の胸中を思うと不憫ふびんで気後れがし、また右大将に対しても、かつては仲睦むつまじい夫婦だったが、幾月も隔てたために気まずく、まともに顔を見ることもできそうにない。

「朝夕、見慣れていたときでさえ恥ずかしくなるほど立派だったあの人に、この姿を見せるのは見苦しいが、今に始まった関係ではないので自分の思い通りにはならない。もしここに立ち寄ったらどうしたらよいだろうか」

　悩ましげな様子で四の君は泣き臥ふした。

　右大臣が手ずから髪を整え、見事な衣装に香こうを焚たき染しめてくれることはありがたかったが、どうなるのかと考えると胸がつぶれるほど苦しかった。

　果たして、かなり夜が更けてから右大将はやって来た。通い慣れた屋敷という感じではなく、気取りながら忍んで現れた様子はこの上なく素晴らしく、ほのかな灯影ほかげにしなやかで淑しとやかな物腰で歩み出てきた容姿は、以前の右大将と区別がつかなかった。女房たちは、もう見ることもあるまいと思っていたのに、変わらぬ姿で現れたのを夢のような思いで見つめ、皆、涙を流した。

　右大将は言葉少なに女房たちに居場所を尋ねたが、四の君がすぐに動こうとしないので、右大臣はひどくもどかしく思った。

「さあ、早く。そのような態度だから世間体の悪い噂うわさが立つのだ」

　そう言って嘆息を漏らすので、四の君は空恐ろしくなり、無我夢中でいざり出た。

　四の君はよもや再び右大将と顔を合わせるとは思っておらず、悲しくもこの屋敷から立ち去ったときのことを振り返り、現実と思えずに涙を流した。泣いている気配や肌触り、ほのかな灯影ほかげに浮かぶ姿は上品で、たおやかで情感に満ちた様に、これほど見事な女だったのかと右大将は心惹ひかれた。

「嫌われるのは道理であると思い知りつつ、それでも恨めしいあなたの心から背くことができるかと、試みに吉野の峰の奥深くに尋ね入りました。しかし、あなたが気掛かりで耐えられず、またいとしい幼子を思い出して絆ほだしを断ち切れなかったため、外聞悪くも都に戻ってきてしまいました。今は自分の行為がいかに罪深かったかと悔やんでいますが、あなたが平穏無事だと聞いて安心しました」

　こまやかに心得た様子で話すので、四の君は別人だとは思いも寄らぬまま歌を詠んだ。





　　世を憂うしと背そむくにはあらで吉野山松の末すゑ吹くほどとこそ聞け

　（わたしとの関係がつらいために行方を絶ったのではなく、吉野山の松の梢こずえを吹く風のようにあなたを待つ女がいたと聞いていますが）





　四の君は幼い感じで愛らしく、「なるほど、このように答える女なのか」と右大将は憎からず思い、微笑ほほえみながら歌を返した。





　　その末すゑを待つもことわり松山に今はととけて浪なみは寄せずや

　（あなたはその結果がどうなるのか待つべきだったのです。松山に波が寄せるように他の男に心を許しませんでしたか）





「この身までつらく、置き所がない気がしていました」

　以前にも増して自分が恥ずかしくなるくらい立派な態度でたしなめられ、どうしてあんな歌を詠んでしまったのかと四の君は汗だくになってうろたえたが、その姿はどれほどひどい罪でも許してしまいそうだと右大将は思った。

　四の君は「ただ親しく、しみじみと語り合って過ごした習慣がすぐに変わるはずがない」と思っていたが、右大将は心変わりし、驚きあきれたことにいきなり身体を求めてきた。四の君は初めて権中納言と契ったときよりも恥ずかしくて困り果てたが、怯おびえ騒ぐ状況でもないので、成り行きに身を任せるしかなかった。

　相手が嘆き乱れる様を感じながら、「きっといぶかしく思っているに違いない」と右大将は気の毒に思った。権中納言が我が物顔で世話をしていた女なので、もとより心を許すつもりはなかったが、今となってはいい加減に扱えなくなった。愛する気持ちは誰にも劣らぬつもりだったが、一方で吉野山の峰の雪に埋もれて打ち解けて眠ることもできず、自分を思っているであろう姉宮への愛情も決して浅くはなかった。

　何ともきまりが悪い右大将は、昼間は右大臣邸を去り、夫婦仲を恨んでいるような顔で夜毎に通った。以前の右大将は、男ながら乱れて語り合う様は淑しとやかで親しみやすかったが、今も同じように親しさや優雅さを感じるものの、別人なのでさすがに騙だまし切れず、四の君は「どこか妙だ」と感じていた。

　奇妙で納得がいかないと思い続けた四の君はある夜、耐えかねて右大将に尋ねた。





　　見しままのありしそれとも覚えぬは我が身やあらぬ人や変はれる

　（以前に逢あったときのあなただと思えないのは、わたしが変わったからでしょうか。それとも変わったのはあなたの方でしょうか）





　嘆息をつく四の君を眺めながら、さすがに不審に思うところがあるのだろうと、右大将はおかしくも無理からぬ話だと思った。





　　ひとつにもあらぬ心の乱れてやありしそれにもあらずとは思ふ

　（他にも愛する男がいて心が乱れているため、昔のわたしと違うと感じてしまうのではないですか）





　以前の右大将に似せて言うので、四の君には見分けがつかなかった。





　その頃、権中納言はとりとめのない時間を過ごしていた。月日が重なるにつれ、若君がとても愛らしく成長し、次第に寝返りなどをするようになったのを、片時も目を離さずに見守っていた。

「あの女は言いようもなく、見る甲斐かいのある美しい容姿だった。ひどくしんみりと思い澄ました様子でありながら、それでもこの子に心を尽くして抱いて世話をしていたのに、どこでどんな姿になって、見捨てたまま隠れているのか」

　昼夜、止まらぬ涙が血で紅くれないに変わり、「これで寿命が尽きる運命だったのだ」と思い続けていたところ、ある噂うわさを耳にした。

「右大将は探し出されて無事に都に戻り、宮中にも参内さんだいしているそうです」

　話を聞いた権中納言は、例えようがないほど思い乱れた。

「それでは、現世で生きていたのか」

　命がこの世に留とどまった気がするものの、その衝撃はあまりに大きかった。

「それにしても驚いた。これまで男姿に慣れた人なので、女姿は出産が終わるまでのつもりだったのか」

　すっかり女らしい姿になったのに、再び男として生きることを決心して出て行ったのは極めて尋常ではないが、どういう事情かと思案を巡らす余裕もない。

　話ができるかは分からないが、何としても逢あってこの目で確認したいと心に決めた権中納言は、若君を連れて京の屋敷に戻った。必ず陣定じんじょうにやって来るだろうと読んで参内さんだいすると、案の定、華やかな前駆ぜんくの先払いの後に右大将が姿を現した。

　人々にかしずかれる様を見ながら権中納言は思った。

「確かにこのような暮らしに慣れた人が、忍び隠れた生活をつまらないと思うのは当然かもしれない」

　鮮やかで清らかな美しさを周囲に放ち、優雅さを兼ね添えた艶つややかな右大将の姿を、権中納言は目が眩くらむ思いで見入った。相手の視線に気づいた右大将は、「どこか変だと思っているのか」と気が気ではなかったものの、心を静めて毅然きぜんとした態度を心掛けた。権中納言は何とか言葉を掛けようと機会を窺うかがったが、彼の意図が分かっている右大将は立ち止まって言い寄る隙を与えない。陣定じんじょうが終わるや否や、すぐに立ち去る右大将の後ろ姿を見やりながら、権中納言は恨めしく、悲しく思った。

「わたしのことはきっぱり思い捨てたとしても、若君がどうなったのか気にならないのだろうか」

　人目に具合が悪いほど涙に暮れながら、内裏だいりから退下たいげした。

　権中納言は一晩中思い明かしたが、それでも我慢できず、募る思いを手紙に託した。





　　見てもまた袖の涙ぞせきやらぬ身を宇治川に沈み果てなで

　（ようやくあなたと逢あえたのに、わたしの袖の涙は堰せき止められず、宇治川に身を投げることもできません）





　右大将が受け取った手紙には、ただひたすら恨み言がしたためられていた。権中納言はきっと以前の右大将だと思っているに違いないと、おかしくも不憫ふびんに感じながら尚侍ないしのかみに渡した。

「あの男はいつも、『昔が恋しく、いつか男姿に戻って人前に顔を出したいと思っているのでしょう』と言ってわたしを責めました。実際、どんなに浅ましく思っていることでしょう」

　胸を痛める尚侍を見つめながら右大将は考えた。――権中納言に「昔の右大将とは違う」と反論しない方が得策だろう。男装した女性だと信じ込んでいる心中を思うと、気の毒でもあり恥ずかしくもあるが、自身への誤解を解くがために、尚侍が浅慮で軽薄な女性だと世間で噂うわさされることだけは避けなければならない。

「権中納言が勘違いしているのなら、そのように思わせておけばよいのです。ですが、男女のことには察しがいい人で、わたしが書くと見咎みとがめるかもしれませんので、あなたから返事を出してくれませんか」

　女君は、権中納言が読むと思うときまりが悪く気乗りしないが、弱々しく、やむを得ず断るような状況ではないため、仕方なく筆を執とり、手紙の傍らに一首だけ書きつけた。





　　心から浮かべる舟を恨みつつ身を宇治川に日をも経へしかな

　（舟のように浮ついたあなたを心から恨みながら、宇治川の辺ほとりで過ごした日々をお察しください）





　その筆跡は目が眩くらむほど素晴らしく、右大将は感心して権中納言に送り返した。

　待ちわびた手紙を受け取った権中納言は、書かれている内容に目を通し、悲嘆に暮れた。だが、自分の心の怠りが原因であり、相手に深く嫌われても弁解のしようがない。どれだけ後悔しても足りない気がした権中納言は、詫わびの限りを書き尽くした文ふみを返した。





　　いとどしき嘆きぞ勝ることわりを思ふに尽きぬ宇治の川舟かわぶね

　（あなたの言い分はもっともだと、宇治の川舟のようなわたしは後悔が尽きず、さらに嘆きが募っています）


人物関係図（第二十章）



巻第四


巻第四

第二十一章


　十一月末、女君は尚侍ないしのかみとして参内さんだいした。

　あきれるほど長い間、音沙汰がなかったので東宮とうぐうは心から嬉うれしく、いつやって来るのかと待ちわびていたが、尚侍としては対面したらどう思われるかと考えると、相手が気の毒な上に恥ずかしく、どのような言葉を掛けるべきかと悩んでいた。

　ひどくつらそうな様子で横になっている東宮はとても小柄で、腹部が窮屈そうに膨らみ、見ているだけで痛ましい。そっと添い臥ふした尚侍は四の君との夫婦生活を思い出し、しみじみと感慨にふけった。

　別人だとは思いも寄らない東宮は、やるせない思いや日々の不安を隔てなく打ち解けて話すので、尚侍は心苦しく、釈明をしたかったが、実際に口にするとなるとさすがに気後れがする。しばらく思い巡らしたものの結局、打ち明けることができなかった。

「いつもあなたがどうしているかが気掛かりで、一刻も早く逢あいたいと思っていましたが、失跡した右大将の身の上を案じているうちに今日になってしまいました。わたし自身も心外だったと思っています」

　尚侍が話す様は昔と少しも違わないので、東宮は入れ替わっていることに気づかないまま、その夜は互いに近状などを語り合った。

　東宮は手紙さえもらえない月日を重ねた心細さを訴えながら涙を流した。尚侍は気の毒で胸が締めつけられ、もらい泣きしながら親しく語り合った。尚侍の気配や容姿は麗しく、東宮は以前にも増して声を聞いていたいと思い、心が慰められたが、一方の尚侍は事情を知らない相手を不憫ふびんに感じていた。

　夜が明けると、尚侍は右大将から密ひそかに託された手紙を取り出して東宮に渡した。これは何だろうと広げてみると、見慣れた尚侍の手跡しゅせきで、東宮は訳も分からずに読み進めた。

「自分でもあきれてしまうほど入り乱れたいきさつのため、今はかえって説明しない方がよいと考えております」





　　見馴なれにしその面影を身に添へてあはれ月日を過ぐしけるかな

　（見慣れたあなたの面影を我が身に添えたまま、何と多くの月日を過ごしてしまったことでしょうか）





「今は尚侍が参内さんだいしたので、ここ幾月かの心掛かりを晴らすことができるだろうと一安心し、命を繋つなぎ留とめています」

　東宮は何度読み返しても内容が理解できなかったが、言いようもなくただ涙に暮れた。

　そうこうするうちに、宣旨せんじの君が帳台ちょうだいのそばまでやって来た。亡くなった母后ははきさきの乳母子めのとごで、しかるべき乳母めのとがいなかった東宮は普段から限りなく頼りにし、互いに親しい間柄だった。

「ご無沙汰しております。この何か月か、東宮様がいつも苦しげに見えるのが非常に心配で、誰に尋ねてどのように構え、どうやって取り計らったらいいのかも分からず、ひたすら心許もとないまま、あなたがやって来るのを待ちわびていました。わたしは普段から伺候しこうしているとは言っても、里に帰る夜もありましたが、あなたはこちらに来てから片時も東宮様のそばを離れることがなかったので、この度の経緯をご存じなのではないですか。いつになく気分が優れぬ様を嘆きつつ、あなたの長い里帰りを気にしているうちに、驚いたことに身重だと判明しました。いささかも心当たりがなく、あっけにとられながらも、とにかく支度に取り掛かり、着帯ちゃくたいの用意などをしていました。いったいどういった事情なのか、わたしには思いも及びませんが、知っている人が必ずいるはずだと思いながら、しかし、むやみに他人に問いただすべき話でもないため、胸の内で独り悩み、一刻も早くあなたが戻ってくるのを心待ちにしていました。あなたならきっと子細を把握しているに違いなく、仮に知らなかったとしても一緒に嘆き合おうと、待ち遠しく思っていたのです」

　語り終えると宣旨せんじの君は涙を流した。尚侍は掛けるべき言葉が見つからず、しばらく無言のままでいたが、長らく男として生きてきた心で、道理の立つ方法はないかと思案した。

「いくら何でも自分まで事情を知らないと言い張るのは東宮が気の毒だ。出産を控えている身だからこそ、同じ心でいるべきだ」

　告白を決心した尚侍の目から涙が零こぼれた。すぐ近くで横になった東宮が耳を澄ませているのは具合が悪いが、「いずれ分かるときが来るはずだ」と考え、宣旨せんじの君に語った。

「わたしもおかしいと思っていましたが、心当たりがないので誰にも相談できず、身持ちだと確信できないうちに右大将が失踪してしまい、何事も忘れて退出したところ、今度はわたし自身が体調を崩し、何か月も不甲斐ふがいない有様ありさまで過ごしていました。東宮様はどうしているかと身を案じながらも、文ふみを書くことすらかなわぬまま月日を重ねてしまったのが情けなく、回復したらすぐに参上したいと思っていた折、都に戻ってきた右大将が、東宮様が懐妊した夢を見ました。しかし、確かめる手だてがないため、早急に参内さんだいして世話をするようわたしに言い付けましたので、ようやく事の次第を察し、一刻も早く参上したいと思って駆け付けたところです。今、あなたもわたしと同じ心だったことを知り、一人で世話をするよりも頼もしい気がして、大変嬉うれしく思っています」

　尚侍の容姿は昔と微塵みじんも変わらない上に、まして女房たちは顔を直接見たこともなく、つつましげに帳台ちょうだいの中でかしずかれて生活するのが常であったので、誰も別人だとは気づかなかった。宣旨せんじの君も目の前の人物が昔の尚侍だと信じ込んだまま、「この人が示し合わせて、右大将を東宮のもとに導いたのだ」と思い至ると、これまで自分一人の胸の内で、上の空で悩んでいたときよりも安心し、肩の荷が下りた気がした。

　尚侍にあれこれと出産の準備について相談すると、理にかなった返事をしてくれる。控え目で口数が少なかった以前とは異なり、はっきりと物を言う様は魅力的で素晴らしく、いつまでも声を聞いていたいと宣旨せんじの君は思った。

「それにしても、東宮様のご出産はいつ頃になりそうですか」

「さあ、どうでしょうか。右大将は『師走しわす頃になるのではないか』と言っておりましたが」

「では、既に今日か明日にでもという時期まで来ていたのですね」

　驚いた宣旨せんじの君は嘆息を漏らした。

　臥ふせったまま二人の会話をじっと聞いていた東宮は、あまりにも意外な内容に理解ができなかった。

「いつも宣旨せんじの君が嘆き、わたしもすぐに尚侍が来てほしいと思っていたが、どうにも腑ふに落ちないことを言っている。右大将には夢の中ですら逢あったことがないのに、どうしてあのような話をしたのか」

　しかし、さすがにありのままを打ち明けるわけにはいかない。恐らく右大将に責任を負わすつもりなのだろうが、すると先ほどの手紙はどういう意味なのかと、返かえす返がえすも不可解で釈然としない。

「目の前にいるのは紛れもなく尚侍と同じ外見だが、そうはいっても契りを交わした人ではないような気もする。かつては言いようもなく優美で親しみやすかったが、今は限りなく端麗で目を引きつけられる。いったいどういうことか」

　東宮はどうにも事態が飲み込めなかった。

「わたしが逢あっていた人はどうなったのか。右大将がその人だと言うのなら、目の前にいるこの人はいったい何者なのか。そもそも尚侍に姉妹がいるとは聞いていない」

　東宮はこれまでずっと尚侍のことが気掛かりで待ち焦がれていたが、ようやく再会した相手が別人かもしれないと思い当たり、羞恥心と悲しさから夜具やぐを引き被かぶって涙を流した。無理もない話だと、慰めの言葉が見つからない尚侍は、自分も泣きながら添い臥ふした。





　日が暮れると、右大将がやって来て尚侍ないしのかみと対面した。東宮の様子や宣旨せんじの君の心配事、打ち明けた話などを密ひそかに伝えると、右大将は涙を流した。

　宵よいが過ぎて人々が寝静まった頃合い、尚侍は闇に紛れるように右大将を案内して東宮と引き合わせた。

　二人とも夢のような気分で言葉が出ないが、いつまでもこうしてはいられない。

「東宮に真相を話したとしても、珍しい世の語り草として他人に漏らすことはないはずだ。ここは包み隠さず、すべてを告白しよう」

　決意した右大将は事の顛末てんまつを詳しく語ったが、東宮は奇妙にもあきれたことだと思った。

「それではわたしのことを、またとなく離れ難い女とは思っていなかったのだ。本当に愛していたのならば、片時も離れず一緒にいたはずなのに、このようにつらい状態になったのを知りながら、遠く離れた地で世に出て人と交じらっていたという。しかも、わたしの世話を他人に任せているということは所詮しょせん、人事ひとごとでしかないのだろう。そもそも、他人に秘密を漏らすはずもないのに、どうしてこれまで事情を明かしてくれなかったのか。逢あえない日はいつも気掛かりで、恋しくも恨めしく思い出し、慕わしく思い続けていた。確かにあのまま女姿で埋もれ、屋敷に籠こもっているべき身ではなく、いつか男姿に戻る日が来るとは思っていた。しかし、身重で例えようもなく苦しんでいるわたしの世話を放棄し、人任せにしているこの男は、わたしを見限ったのだ」

　右大将の薄情さと我が身の情けなさをつくづく思い知らされ、涙が零こぼれるばかりで返事もできない。その様を見て右大将は胸中を察し、このところの不在を泣く泣く詫わびたが、東宮は聞き入れようとはしない。

　右大将は泣きながら慰め続けたが、やがて夜明けが近づいたため、退出しなければならなかった。しかし、朝夕、起き臥ふし心を許した東宮のもとを離れるのは忍び難く、歌を詠んだ。





　　忍びつつ行ゆき通かよへとや朝夕に馴なれにし君があたりともなく

　（朝夕、慣れ親しんだあなたのそばだというのに、忍んでここに通えと言うのでしょうか）





「離れ離れになるというわけではないので、ただこのままでいたいと考えています。怪しむ人がいたとしても誰も不都合には思わず、頼もしい後見人だと思ってくれることでしょう」

　右大将の言葉に、東宮は涙を流しながら歌を返した。





　　かくばかりかき絶えましや朝夕に馴なれしあたりと思はましかば

　（もし朝夕に慣れ親しんだと思っていたのなら、これほど音信が途絶えたままでいられたでしょうか）





「いまさら表沙汰にして悪評が立つのは困ります」

　右大将は恨み言を重ねられるよりも面倒な気がした。

「分かりました。もはや何を言っても無駄ということですね。この程度の逢瀬おうせなら今後も難しくはありませんが、朝夕起き臥ふし見慣れたあなたと離れ離れになるのが気掛かりです。もし、東宮という不自由な身分でなければ、尚侍の縁の後見役として仕えることもできたのでしょうが」

　そうこうする間に辺りがすっかり明るくなったため、右大将は内裏だいりを後にした。

　右大将は吉野の姉宮や右大臣家の四の君ほどは魅みせられていないものの、これまでの東宮への愛情は浅くはなかったので、その後もしかるべき折々に、尚侍の手引きで人目を忍んで逢瀬おうせを交わした。

　東宮は相手の態度が心外で恨めしい上に、世につらい評判まで立ち、情けない我が身の宿世すくせだと思い乱れていたが、月日が重なり、これ以上は妊娠を隠し通せないと悩んでいるうちに起き上がることもできなくなった。尚侍と宣旨せんじの君以外の女房たちは、ただ具合がよくないようだと思っていたところ、やがてこの話が院や帝みかどの耳にも入り、誰もが東宮の容体を案じるようになった。


巻第四

第二十二章


　帝みかどは東宮とうぐうの病も確かに心配だったが、尚侍ないしのかみへの思いが忘れられず、見舞いにかこつけて東宮に付き添う姿を何とかして見たいと思っていた。

　ある静かな昼時、帝は前もって知らせずに人目を忍んで梨壺なしつぼに赴き、帳台ちょうだいの後ろにそっと隠れて様子を窺うかがった。東宮は厚手の白い衣を頭から引き被かぶって横になり、やや下がった場所に尚侍がいた。薄紫色の衣を八枚ほど重ね、色の似た袷あわせの織物を上に羽織り、長く引き出した袖口で口元を覆い隠して東宮に添い臥ふしている。その様を一目見るなり、帝は「素晴らしく愛らしい女性だ」と心を奪われた。

　右大将と瓜うり二つだが、右大将が年を重ねるにつれて気高く優美な風情が他に類を見ないくらいに勝っていったのに対し、尚侍は愛らしさが辺りに匂い零こぼれ、ただ見ているだけで思わず笑みが浮かび、どのような深刻な悩みも忘れてしまいそうな魅力がこの上なかった。

　これまで何年もの間、評判の器量を目にしたいと思い続けていたが、垣間見かいまみる機会すらなく、今日まで見ることができなかったのが悔しく、気持ちを抑え切れなかった。

「入内じゅだいが難しいとはまったく思えない。これほど不満なところがないのに、左大臣は『役立たずで無用な娘だ』と思い込み、宮仕えを諦めてしまったのだろう。今でも人見知りが激しいと左大臣が伝え聞いたら、自宅に閉じ込めてしまうかもしれない」

　込み上がる不安のために落ち着かず、我ながら冷静でいられずに焦るのも当然だと思った。努めて心を落ち着けてさらに見ると、東宮の傍らにある、白い薄様うすように包まれて結んだままの手紙を少し及び腰で取る手つきや、傾けた顔に零こぼれ掛かった髪の艶つや、垂れた髪の端はしが目が眩くらむほどに素晴らしい。衣の裾すその上に垂れている髪はあまり長くはなく背丈くらいだが、欠点だと思われるような短さではなく、袿うちきの裾すそに八尺も余るほどの髪よりも愛らしく見える。

「きっと先方は、今朝も返事がないのが気掛かりで、もどかしいと嘆いていますよ」

　そう言って手紙を引き隠す尚侍を眺めながら、「誰からの文ふみだと疑うまでもなく、右大将が思いを訴えているのだろう」と帝は推測した。

　いつまでも立って見ていると、宣旨せんじの君の妹に当たる、中納言の君という女房がやって来た。

「今上いまのうえがこちらに渡って来ているそうですが、どこの物陰に隠れているのでしょうか」

　あちこち覗のぞき込みながら帳台ちょうだいの帷子かたびらをすっかり下ろしてしまったので、帝はその場を離れ、今ちょうど来たように繕って腰を下ろした。

　こうして帝が何気なくやって来たときは、いつも宣旨せんじの君が伺候しこうして相手をするのだが、あいにく今日は風邪で局つぼねに下がっていたため、堂々と前に出て行く女房は一人もおらず、皆、物陰に隠れるようにして控えていた。

　帝は先刻に見た尚侍の面影が身体から離れず、もっと声や気配を感じたいと思い、「尚侍殿はここにいるのですか」と呼び掛けた。しかし、返答はなく、わずかに身じろぎしただけだった。

「東宮の病がいつまでも治らないのはどうしてでしょうか。院の上はこの話を知っていますか。祈祷きとうなどはしないのですか」

　矢継ぎ早の問いに、尚侍は返すべき言葉がすぐに思い浮かばなかったが、あまり相手を待たせるわけにもいかない。

「原因がはっきりしないまま、もう何か月にもなります。この頃はまた調子が優れないときがあるようですが、物の怪けの仕業でしょうか」

　小声で言い紛らわす気配が右大将とそっくりであったため、帝は並々ならず驚いた。

　幾千年、聞き続けたとしても飽きることはなく、いつまでも声を聞いていたいと思った帝は、返事が必要な質問を繰り返してその場に居続けた。しかし、あまり何度も返答をするのはきまりが悪いと考えた尚侍は、やがて口をつぐんでしまった。時々、身じろぎはするものの、言葉を発しないのを帝はもどかしく思ったが、むやみに長居するのも不自然なため、やむにやまれず席を立った。

「いつまでも病が続くのは大事おおごとです。やはり祈祷きとうなどをするべきでしょう」

　そう言って帝は退出したが、先に見た尚侍の面影がいつまでも身体から離れぬ心地だった。

　東宮とはそれほど親しい仲ではなかったが、院を疎おろそかに思っていなかったので、心を寄せて特にこまやかに気を使った。

　その後、帝は明け暮れ梨壺なしつぼにやって来て、尚侍と向かい合って隔てなく話をし、心を合わせて琴ことや笛を演奏した。尚侍は昔のことを思い出し、こうして帳台ちょうだいの内に引き籠こもり、わずかな物越しに帝の声を聞いているのが夢のような心地がして感慨にふけった。





　　雲の上も月の光も変はらぬに我が身一つぞありしにもあらぬ

　（内裏だいりも今上いまのうえも変わらないのに、ただわたしだけが変わってしまったのだ）





　十二月になると、そろそろ出産の時期かと尚侍ないしのかみは落ち着かなくなった。本来ならば東宮を内裏だいりから退出させるべきだが、日頃より容体を心配している院が見舞いにやって来て、妊娠に気づかれることは是が非でも避けなければならない。

「禁中での出産は前例がないが、やむを得ない。神事などがそれほど多くない時期なので大丈夫だろう」

　東宮の具合が悪くなっても誰にも知らせず、尚侍と宣旨せんじの君、事情を知っている女房二、三人が付ききりで世話をし、心許もとない日々を過ごした。

　いよいよ出産が近づくと右大将も忍んで梨壺なしつぼにやって来て、東宮の病気を理由にしばしば宿直とのいをしたが、東宮は「いまさらこんなことをしても、人が変だと思い咎とがめるのに」と心苦しく思っていた。





　帝は先日に見た尚侍ないしのかみの面影が身体から離れず、逢あわずにはいられないほどに思いを募らせていた。右大将が参内さんだいした折にいつものように御前ごぜんに呼び寄せ、こまごまとした話のついでに入内じゅだいの要望を伝えた。

　今は無理に渋って辞退する必要はないものの、初めから断り続けていた話なので、右大将は即答を避けた。

「お恥ずかしながら、我が妹は並外れた内気な性質たちで、見知らぬ者と顔を合わせるのを耐え難く思っていたため、父は入内じゅだいを諦め、わたしもその意に背くわけにはいきませんでした。しかしながら、今は大人びて道理もわきまえるようになり、人見知りも和らいだはずですので、いま一度、父と相談することに致します」

　帝は控えている右大将をじっと見つめた。非の打ちどころがないほどに成長し、はっきりと美しく、優美な容貌や有様ありさまを見るにつけ、生き写しだった尚侍の面影がふと思い出されて涙が零こぼれそうになったが、無理に紛らわせた。

「左大臣には幾度もそれとなく伝えたものの、強く断られているために言いにくいのだが、尚侍のいる宣耀殿せんようでんに手引きをしてもらえないだろうか」

　軽々しく帝と逢あわせるのではなく、きちんと手続きを踏んで入内じゅだいさせたいと思っている右大将は、はっきりとは返事をせず、畏かしこまってその場を退いた。

　右大将は屋敷に帰ると左大臣に報告した。

「今上きんじょうから再び尚侍の入内じゅだい要請がありました。今となっては遠慮する必要もないので、気が変わらないうちに参内さんだいさせましょう」

「いや、それはどうであろう。表立って入内じゅだいさせようにも、これまで頑かたくなに断り続けてきた手前、きまりが悪い。今上いまのうえと同じ宮中にいるのだから、密ひそかに見初そめられ、愛情次第で女御にょうごや后きさきになるのを期待しようではないか。あれほど固辞していたのにどうして考え直したのかと、世人よひとに奇妙に思われるのは避けたい」

　確かに権中納言ごんちゅうなごんとの関係を考えると正式な入内じゅだいには問題があるため、右大将は口惜しく思った。





　東宮はかねて案じていたほど苦しむことなく、実に愛らしい、右大将を生き写したような顔の若君を出産した。宣旨せんじの君たちはしみじみと嬉うれしい一方、表沙汰にできない話なので、人知れず尚侍ないしのかみに仕える女房が退出するように見せ掛け、中納言の君が若君を抱いて左大臣邸に赴いた。

　右大将は密ひそかに母親に事情を説明して若君を預けると、母親はとても喜んだ。その後に報告を受けた左大臣も大いに驚き、身分の低くない乳母めのとを選よりすぐって大切に養育した。また、周囲に対しては「忍んで通った相手から生まれた子だ」と言い繕った。

　この噂うわさを耳にした右大臣家の人々は首をひねった。

「そのような素振そぶりはなかったのに、いつの間に他家の女と契りを結んだのだ」

　右大将は以前のように昼間にくつろいで右大臣邸を訪れることもなくなり、夕暮れに紛れて立ち寄り、夜明けとともに自分の屋敷へと帰った。また、内裏だいりの宿直とのいなどを除いて夜更かしをすることもなくなった。

　吉野は距離が遠いので何度も出掛けるわけにもいかず、十月、十一月に四、五日通っただけで、その後は早く都に迎え入れるための準備などをした。





　出産後、東宮の容体はさらに悪化し、生き永らえるのが難しそうになった。

「最後にもう一度、父上にお会いした後で尼になりたい」

　東宮は心細げに幾度となく口にした。

　出産を終え、もはや隠す必要もないため、尚侍ないしのかみは東宮の様子を院に伝えた。

「それほどまで悪化していたのに、今まで見舞いにも行かなかったのが悔やまれる。早く心安らぐ場所で祈祷きとうすべきだ」

　院は年内に朱雀院すざくいんに移るよう、東宮に申し入れた。

　噂うわさを耳にした帝は、尚侍も連れて退出するのではないかと、不安で落ち着かなかったが、一方で我ながら見苦しいとも感じていた。

　そのような折に左大臣が参上したため、帝は真偽を尋ねた。

「東宮は病が回復しないため朱雀院すざくいんに移ると聞きましたが、尚侍も同行する予定ですか」

「はい、そのようです。参内さんだいした当初より、片時も離れ難い相手として思っていただいているようです」

「それは分かりますが、あちらでは院の上がいつも付き添っているため、不都合ではありませんか。院の上は年を召しているとはいうものの、まだ若々しく華やかで、尚侍を見初そめる可能性があります。貴殿にしてみれば悪い話ではないかもしれませんが、このわたしを見捨てるのは道理も通らず恨めしい限りです。ここには世間並みの女御にょうごや御息所みやすどころもいません。通り一遍の宮仕えではなく、東宮が退いた後も宮中に仕え続けるのがよいのではありませんか。もし尚侍を朱雀院に連れて行ってしまったら、この上なく寂しくなるに違いありません。若い公達きんだちも、尚侍に仕える女房たちに惹ひかれて集まっていると聞きます」

「確かに、必ずしも一緒に退出しなければならないわけではありません。院の上が付き添うことができないのを案じ、代わりの後見人として娘を指名しただけですので、朱雀院に行ってまで仕える理由はありません。里に下がらせるべきでしょうが公務もありますから、正月初めまでは退かぬように言い聞かせておきます」

　左大臣の色よい返事に、帝は目に余るほど喜んだ。

「誠にありがたい。これまで貴殿がわたしを見捨ててきた件については、もうとやかく言いません。ただ、わたしには男宮だけでなく女宮さえいまだに授かっておらず、並々ならず寂しいため、代わりに尚侍を世話したいと思っているだけなのです。昔と同じようにいい加減に考えていると思われるのが残念でなりません」

　涙を浮かべる帝を見て、疎おろそかに思われていないのが分かった左大臣は嬉うれしく思った。

「度々、伺うかがっていた入内じゅだいの件につきましては、積年の願いがかなった気がして、限りなくありがたく思いながらも、あきれるくらい役に立たない娘だと愛想あいそを尽かしていたため、ご意向に従うことができませんでしたが、今もなお見捨てられていないのを知り、かたじけなくも嬉うれしく思っております」

　泣いて喜ぶ左大臣を見つめながら、帝はどうして表立って入内じゅだいさせようと考えないのか不思議に思った。

「垣間見かいまみしたときにもさほど内気には見えなかった。大切に育てた娘なので、あまりにかわいがりすぎて、華やかな場に出すのが嫌なのだろうか」





　その後、東宮は朱雀院すざくいんに退出したが、院がずっとそばに付き添っていたため、尚侍ないしのかみは遠慮して内裏だいりに留とどまった。右大将は東宮が気掛かりだったが、事情を知っている宣旨せんじの君や中納言の君たちを通じて密ひそかに手紙を届けた。

　院は久し振ぶりなのに加え、幾月も気に病んでいたことから、いつも東宮の部屋にいた。東宮の体調は芳しくなかったが、少しずつ回復していった。

「今の東宮という位は不本意なので、尼になって後世ごせのために仏道修行をしたいと思います」

　東宮は何度も退位を申し出たが、院は極めて悲しく惜しいことだと思い、帝に世継ぎがいないのを理由に許可しなかった。





　さて、権中納言は身に添う影のように右大将に付き纏まとい、「何とか言葉を掛ける隙はないものか」と、それ以外のことは眼中になく、常に機会を窺うかがっていた。しかし、昔こそ仲がよかったものの、今は右大臣家の一件で少しよそよそしくなったと世間の人も思っていた。

　右大将としては、親しく近寄られて恨み言を言われたら答えられる気がしないので、きっぱりと相手を遠ざけて振る舞っていたが、権中納言にはそれが妬ねたましく、残念でどうにも悲しいと思う他になかった。

　権中納言が、四の君に対して以前のように未練を訴えなくなったことに、左衛門さえもんは「夜になるといつも人目を避けるように右大将殿がやって来るので遠慮するのも無理はない」と思っていた。

　一方の四の君も、普通に右大将と語らって過ごした昔でさえ、心外な件がきっかけで疎まれたのを不本意に感じていたのに、今はまして露つゆほどの秘密でも右大将に知られたら恥ずかしくつらいので、権中納言への返事を一行たりとも思い浮かべることはなかった。それを恨まない権中納言に対し、左衛門は「どうしてそんなに冷静でいられるのか」と思っていた。





　右大将は年が改まったらすぐに吉野山の姫宮たちを迎えようと考え、二条にじょう堀河ほりかわの辺りの三町に築地ついじを巡らし、催馬楽さいばらで「三葉みつば四葉よつば」と謡うたわれたような立派な屋敷を建てた。

　本来ならば右大臣家の四の君を正妻として迎えるべきだが、権中納言との不貞を不愉快に思っていたため、どうするか決めかねていた。四の君は人柄も容姿も素晴らしく、このままうやむやに終わらせてしまうのはもったいない。限りなく愛している吉野山の姉宮は風情があり、心にくくて奥ゆかしく、上品で優美な点は類たぐいないが、一途いちずにあどけなく、心苦しいくらいにいじらしい四の君ほどの女も滅多めったにいない。四の君と一緒にいる間は他の女に心を向けることはないものの、ともすれば権中納言との件が思い出され、どんな愛情も冷めてしまう気分になる。一方、東宮はただひたすら上品であるという以外に魅力がなく、語り合ったり相談したりしても、奥ゆかしさや情趣じょうしゅがあるようには思えない。

　女たちをあれこれと比べていた右大将はふと我に返り、恥ずかしく思った。


人物関係図（第二十二章）



巻第四

第二十三章


　年が改まると、いつものように内裏だいりは華やかになった。上機嫌で何の悩み事もなさそうな官人たちが集まって節会せちえなどが執り行われたが、帝みかどは時が経たつにつれて尚侍ないしのかみの面影が我が身から離れぬ気持ちが募っていった。

　元旦が過ぎ、行事の多い時期が過ぎて落ち着いた頃、思いあぐねた帝は忍んで宣耀殿せんようでんの辺りを歩いていると、箏そうの音がほのかに聞こえてきた。心が浮き立ち、立ち止まってしばらく耳を澄ませたが、「春鶯囀しゅんのうでん」を二度ほど弾いて演奏は止まってしまった。その音色は右大将と異なるところがなく、兄妹きょうだい愛の深さを感じた。

　蔀しとみなどは下ろしてあるものの、鍵の掛けていない妻戸つまどが風に吹かれて開いていたので、嬉うれしく思いながらそっと中に入ったが、気づいた者は誰もいなかった。

　暗がりに立ち隠れて目を凝らすと、二人の女房が碁ごを打っており、尚侍は帳台ちょうだいの中で箏そうを枕にして寄り臥ふしていた。手遊てすさびにそこはかとなくかき鳴らしながら、灯火ともしびをじっと見つめてしんみり物思いにふけっている類たぐい稀まれな美しさに、帝は同じ内裏だいりにいながら手の届かない相手だと思い込んでいた愚鈍さを痛感した。今宵こよいはたとえ人に見咎みとがめられたとしても帰るつもりはなく、ただひたすら夜が待ち遠しい帝は、目の前にいる女房たちが早く寝てくれることを心から願った。

　尚侍は過ぎ去った出来事を恋しく思い返していた。これが最後と若君と別れたときの胸中や、無心に笑みを浮かべて自分を見上げていた若君の様子を目に浮かべ、恋しく悲しい気分に浸っていた。





　　ものをのみ一方ひとかたならず思ふにも憂うきはこの世の契りなりけり

　（ひどく思い悩むにつけても、何よりつらいのは現世での宿世すくせです）





　ほろほろと涙を落とす尚侍はきまり悪く、衣を引き被かぶって横になった。

　やがて碁ご で遊んでいた女房たちも打ち終えた。

「督かんの君（尚侍）はもう寝てしまったようなので、夜具やぐを掛けてあげてください」

　一人の女房が灯火ともしびを遠くに移し、「あちらの妻戸はまだ鍵を掛けていないようです」と言いながら帝がいる方にやって来た。見つかるのではないかと不安に駆られながら暗い場所でじっと立っていると、女房は戸に鍵を掛け、「妙に人の気配がするのは気持ちが悪いですね」と言いながら急いで奥の部屋に去り、やがて皆寝てしまった。

　帳台ちょうだいに目を向けるとそばに誰もいないため、帝は安心して尚侍に近寄り、覆っている衣を取りのけて添い臥ふした。

　まだ寝入っていなかった尚侍はあっけにとられた。よもや相手が帝とは思いも寄らず、権中納言ごんちゅうなごんが様子を窺うかがってやって来たのだと思い込み、悔しくも腹立たしく、衣を被かぶって身じろぎ一つしなかった。帝は強引に衣を引きのけると、積年の思いや、左大臣が入内じゅだいを一方的に断ったことへの恨み言、東宮とうぐうの病の際にほのかに見初そめたことなどを泣きながら訴えた。

　ここに至って相手が帝と知り、尚侍は愕然がくぜんとした。

「権中納言だとばかり思い込んでいたので、ひたすら不愉快で憎らしく思っていたが、そうではなかったのだ。しかし、今上いまのうえに処女おとめではないことを知られたら、どういう事情かと咎とがめられるに違いない。しかも、軽率にも男姿で振る舞っていた過去まで見破られたら、きっとわたしを軽蔑し、行きずりの女として捨てられてしまうだろう」

　尚侍は情けなくも恥ずかしく思った。

「やはりこの世に立ち戻らず、姿を消すべきだったのだ。東宮との関係を嘆く右大将が、わたしに手引き役を期待するのは当然で、気の毒だと思って内裏だいりに出仕しゅっししてしまったが、今となっては悔しくも悲しい。東宮が朱雀院すざくいんに退いた際に、どうしてわたしも同行しなかったのか」

　左大臣から元旦過ぎまではここにいるように勧められ、確かに自分まで退出してしまったら女房たちも寂しがるだろうと、三月の臨時りんじの祭りまでは内裏だいりで仕え、それが終わったら左大臣邸に下がるつもりだったが、いまさらながら浅はかだった自分の目論見もくろみを悔やみ、目からとめどなく涙が零こぼれた。

「愛らしいあなた、どうかそのように苦しまないでください。これは宿世すくせだったのでしょう。ただわたしと同じ心でさえいてくれれば、決して悪いようにはしません」

　泣く泣く口説く帝の様子は、言葉では表せないほど立派なものだった。

　男姿で華やかに毅然きぜんと振る舞っていたときですら、手込めにしようとする権中納言から逃げられなかったのに、まして今は普通の女姿に戻り、「情を解さぬようには見られたくない」とさえ思っており、一方の帝も「腕力で女に負けたくない」という気持ちまで加わって乱れ掛かるので、ますます逃れられない。尚侍はあまりの恥ずかしさに耐え難く、声を上げようとしたが、帝は人目をはばかるつもりがなく、「不審に思った人がやって来ても構いはしない」とまるで動じない様子になす術すべもなかった。

　遠目で見ていたときよりも間近で目にする尚侍の美貌は格別で、「今後、昼間に離れているだけで気掛かりで、片時もそばを離れていられそうにない」と帝は思った。しかし一方で、処女おとめではなかったことに多少の失望感も抱いていた。

「左大臣が頑かたくなに入内じゅだいを拒み、違った形で宮仕えさせていたのはこれが原因だったのか。さすがに男関係の事情を公言するわけにもいかず、極度の内気であることを表向きの理由にしたのだろう。それにしてもどうしてこうなったのか。相手はいったい誰なのか。この人を一目でも見たら、行きずりの女として弄もてあそんで捨てようと思う男はいないはずだ。左大臣が関係を知りながら結婚を許さなかったのは、相手が身分の低い若者だったからだろうか」

　口惜しかったが、見た目や身のこなしの比類ない美しさにあらゆる過ちが消え失うせる気がして、泣きながら来世までもと約束した。帝は顔色や態度には出さなかったものの、さすがにいぶかしく思っているのは明らかだったので、尚侍はどうしようもなく恥ずかしく、汗と涙が一緒になって流れ出るような心地だった。

　異変に気づいた女房たちから咎とがめられるのも見苦しいため、帝は退こうとしたが、浅からず約束する様は筆舌に尽くし難かった。





　　三瀬川みつせがは後のちの逢瀬あふせは知らねども来こん世をかねて契りつるかな

　（初めての男ではないようなので、三途さんずの川でお逢あいできないかもしれませんが、代わりに来世での逢瀬おうせを約束しましょう）





「この世での契りはまだ浅い気がしますが、どうでしょうか」

　ほろほろと涙を零こぼす帝を前に、尚侍は返すべき言葉も見つからずに気後れしたが、帝が「あなたの一言を聞くまでは立ち去ることができません」とためらっているのも具合が悪いため、歌を返した。





　　行ゆく末すゑの逢瀬あふせも知らずこの世にて憂うかりける身の契りと思へば

　（後の逢瀬おうせについては分かりません。この世ではつらい宿命にあった身ですので）





「朝夕に聞き慣れた声や気配を怪しまれるのではないか」と気が引けて、ひどく絶え絶えに言い紛らわしながら答える尚侍の様子は魅力的で、帝はいつまでも声を聞いていたいと思った。いっときも離れられそうになかったが、身を分けて残していくような気持ちで繰り返し後の逢瀬おうせを約束し、昨夜に使った妻戸から退出した。





　帝がただ一人、供として連れてきていた中将の内侍ないしは、「今か今か」と戻りを待つうちに夜が明け、待ちわびてうつ伏した状態で寝ていたので、引き起こして清涼殿せいりょうでんに帰った。

　そのまま寝所しんじょに入った後も、例えようもなく素晴らしかった尚侍ないしのかみの手触りや気配が少しも身体から離れず、今すぐにでも逢あいたいと涙を零こぼした。しかし、後朝きぬぎぬの文ふみを取り次ぐことができる者もいないため、右大将にすぐに来るように命じて到着を待った。

　あれほど女を知り尽くした権中納言でさえ、結ばれた恋も結ばれない嘆きもすべて忘れてしまうほどに尚侍は美しく、比較できる女を知らない帝が抑え切れないのも無理はなかった。

　やがて右大将が参上した旨の知らせがあり、帝は御前ごぜんに呼んだ。ひときわ華麗で立派な態度で控えている右大将に頼むのはばつが悪かったが、大きく結んだ手紙を懐から取り出し、何気なく渡した。

「尚侍に文ふみを出すことを左大臣に許可してもらいながら、何となく今日になってしまいましたが、吉日なのでこれを渡し、できるだけ速やかに返事をもらってきてください。普通の宮仕えの者を使いにすると、左大臣を通さなければ尚侍の手に届かず、返答をもらうのも難しいと思われるので、わざわざ貴殿を呼びました」

　右大将は手紙を受け取るとその場を辞した。帝の様子が妙だったため、「ひょっとして尚侍を垣間見かいまみしたのかもしれない」と思いつつ宣耀殿せんようでんに行くと、大納言の君という女房が応対した。

「督かんの君（尚侍）は昨夜から気分が優れないため、まだ休んでいます」

　驚いた右大将は尋ねた。

「どうして教えてくれなかったのですか。どのような様子ですか。風邪をひいたのでしょうか」

　きまりが悪い尚侍は起き上がり、「胸が痛いため押さえていました」と答えたが、その顔は赤らんでいた。

「恐らく泣いていたのだろう。もしや今上きんじょうと結ばれたのではないか」

　手紙の内容が気になる右大将は近寄って話した。

「今朝、御前ごぜんに呼ばれて参上したところ、人伝ひとづてでなく直接あなたに渡し、すぐに返答が欲しいと言われました」

　そう言って手紙を渡された尚侍は当惑した。

「誰にも知られずに済んだことだけを心の支えにしていたのに、右大将がこのように言うのは事情を知っているからだろうか」

　気後れして顔を合わせられないが、生娘きむすめのように振る舞うのも今の自分には似つかわしくない。ただ顔を赤らめたまま手紙を受け取り、封を開けなかった。

「今上きんじょうより『必ず返事をもらうように』と命を受けています。わたしを特別な使者に立てたのに待った甲斐かいがなかったら、面目がつぶれることになるでしょう」

　右大将が無理に返事を勧めると、尚侍は微笑ほほえみながら答えた。

「まるで人事ひとごとのように言うのですね。今上いまのうえはわたしの手跡しゅせきを明け暮れ見慣れていることから、もし返事を書いたら優れた目に見破られ、妙だと見咎みとがめられるでしょう。そのような事態は避けたいところですし、父上にまだ知らせていないのに先走って返答をするのも気が引けます。直接返事をもらうように言われているかもしれませんが、失望するに違いありませんので、確かに文ふみを手渡したことだけをお伝えください」

　尚侍の言い分はもっともだと右大将は思った。

「確かにすぐに返事をするのは色々と問題があります。しかし、文ふみを読むことに何の支障がありますか」

　さりげなく勧められたものの、手紙の内容を知りたげな様子なので、ここで開けるのは危険だと考えた尚侍は顔を赤らめて紛らわした。無理のないことだと思った右大将はそのまま退出した。





　帝は「ひょっとしたら返事をもらえるかもしれない」と期待して待っていたが、むなしい結果に終わったのでひどく落胆した。今の間のもどかしさも耐え難かったが、強いて冷静さを取り繕った。

「世間普通の懸想文けそうぶみのような、色恋めいた内容でもなかったのですが」

　そう言いながらも非常に気掛かりで待ち遠しく、気持ちが抑えられないため、もう一度、手紙を書いて右大将に託したが、昨夜の契りについては触れなかった。

「ほのかに、あれが尚侍なのかという程度に目にした灯影ほかげが実に素晴らしく、これまで見たことのない麗しさで、その姿が我が身から離れぬ心地で恋しく耐え難く、どうしたらいいかと思いを募らせています。左大臣が頑かたくなに許さないのに、知らぬ顔をしたまま親しい関係になるのは心ないことだと差し控えていますが、これほど思い通りにならない気持ちになったのは一度もなく、こうなるべき宿世すくせだったのだと痛感しています。どうかわたしの心を酌くみ、昨晩程度の垣間見かいまみで構いませんので、今宵こよいのうちに逢あえるように手引きをしてくれませんか」

　涙ながらに語る帝を見て、右大将は考えた。

「やはりそうだ。単なる垣間見かいまみであのように思うはずがない。尚侍の様子もおかしかったが、二人は深い仲になったに違いない」

　ひどく思い詰めているように見える帝の様子に右大将は喜んだ。だが、尚侍は何の問題もなく普通に入内じゅだいし、后きさきの位に就いても不足がない身の上なのに、平凡な宮仕えで帝に見初そめられたのが甚はなはだ口惜しかった。

「それでは、まずこの文ふみを届けましょう」

　退下たいげした右大将は隠しておくべき話ではないので、左大臣に二人の様子が不自然だったことや帝の依頼などを報告すると、左大臣は「そうだったのか」と嬉うれしく思った。

　これまでの尚侍の身上に不満を抱いていた左大臣は並々ならず喜び、素知らぬ顔で普段より善美ぜんびを尽くした尚侍や女房の装束しょうぞくを届けさせ、帳台ちょうだいの帷子かたびらや調度品まで念入りに美しく磨き整えて飾った。長年、心を尽くして世話をしても褒めそやす人がいない尚侍の宮仕えを物足りなく感じていたので、帝との仲が進んだのをとても喜ばしく思った。





　帝の限りない寵愛ちょうあいに加え、尚侍ないしのかみ本人の人柄や容姿にもまったく不足はないので、后きさきの位に上げても支障はなかったが、ただ一点、自分が初めての男ではなかったのを帝は残念に思っていた。

「だが、誰もが知っている話ではないだろう。事情を知っている二、三人が、そういうことがあったと思い出したとしても構わない。女御にょうごや御息所みやすどころとして入内じゅだいしたわけではなく、宮仕えをしているところを密ひそかに見初そめ、愛情に任せて后きさきにしたとしても何の差し支えがあろうか」

　その後、帝は人目もはばからず、昼間は宣耀殿せんようでんに出掛け、夜も早いうちから清涼殿せいりょうでんに尚侍を呼んだ。他に女がいないかのように尚侍を寵愛ちょうあいするので、左大臣や北の方、右大将たちはこの上なく喜んだ。


人物関係図（第二十三章）



巻第四

第二十四章


　右大将が造営していた二条にじょう邸が落成らくせいした。三月十余日の吉日に姉宮が移ることになり、右大将は十日頃に吉野山へと赴いた。

「娘たちが去ると吉野宮よしののみやは寂しい思いをするに違いない」と考えた右大将は、人が多く出入りして心細くならないようにと、近隣の領地から上納される品々はすべてこの宮のもとに献上するように手配しようとしたが、吉野宮は申し出を固辞した。

「甚はなはだ不本意で遺憾なことです。見捨てられぬ絆ほだしの娘たちにかかずらい、今日まで憂うき世を見ぬ振ふりをしつつ、俗世に近い住まいで暮らしてきましたが、これからは安心して思い残すこともなく、鳥の声も聞こえない山奥に跡を絶つのを心より望んでおりますので、まったく心外な心遣いです」

　一刻も早く山深く入るつもりでいる吉野宮の心中を知り、姉宮は胸を痛めた。

「わたしたちは人並みではなく、世に不慣れなため、都に出て行ってもきっと人に笑われてつらい思いをするだろう。そうなったら、『世の憂うき目見えぬ山路』としてこの山を頼り、終ついの住処すみかにしようと思っているので、いつまでも変わらず、住み荒れることもなく父様がいてくれると嬉うれしい。ここを荒れ果てさせてしまうのはやはり心細い」

　しかし、口にするのは小賢こざかしいと考えた姉宮は何も言えなかった。

　出立の日、二条邸に移るための儀式が壮大に執り行われた。妹宮を残しておくわけにはいかなかったので一緒に出て行くことになった。姉宮は「これからどうなるか」と不安に思っていたが、吉野宮はあるべき未来を見定めていた。

「もうこの庵いおりを振り返ってはならぬ。わたしは都に行けない身の上なので、これがお前たちとの最後の別れになるだろう。長年、離れ難い絆ほだしとして世話をし続け、後の世の勤めを怠けてしまったが、これからは一筋に仏道修行に励むことができるのが誠に喜ばしい」

　吉野宮は嗚咽おえつしながら歌を詠んだ。





　　行ゆく末すゑも遥はるけかるべき別れには逢あひ見むことのいつとなきかな

　（未来が遥はるかに続くお前たちとの別れだが、再会できるのはいつのことだろうか）





「今日はめでたい日だから、不吉なことは慎むべきであったな」

　そう言って涙を拭い隠した。

　姉宮が返歌を詠んだ。





　　逢あふことをいつとも知らぬ別れ路ぢは出いづべき方かたもなくなくぞ行く

　（いつ再会できるか分からない別れならば、行き先も分からぬまま泣きながら出て行くしかありません）





　袖を顔に押し当て、部屋を出ることができなかった。

　続いて妹宮も歌を詠んだ。





　　いづ方かたに身をたぐへまし留とどまるも出いづるもともに惜しき別れを

　（わたしはどうしたらいいのでしょうか。ここに留とどまるのも都に出るのもどちらも名残惜しい別れです）





　妹宮は必ずしも急いで出立する必要はなかったが、少しの間でも姉宮と離れてしまうと拠より所がなく不安だった。

「いい機会なので二人とも都に移らせ、自分は思い残すことなく仏道に専念しよう」

　吉野宮はしかるべき老いた女房たちも留とどめず、京へと送り出した。

　右大将は姉宮と同じ車に乗って出発した。十両の出いだし車の後に女童めのわらわや下仕しもづかえなどが引き続いて出立する様は、鄙ひなびた草庵そうあんとは思えないほど盛大で威勢を誇り、しかるべき殿上人てんじょうびとや五位六位の者までがこぞって同行していた。また、縁故を辿たどって探し出された見た目のいい女たちが新たな女房として加えられていた。妹宮の車は姉宮の一団からやや離れた位置に続き、こちらも三両の出いだし車に供人ともびとや前駆ぜんくが大勢続き、年を取った女房たちが妹宮に仕えるべく目立たぬように加わっていた。

　吉野宮は誠に喜ばしく、これまで育てた甲斐かいがあったと思いながら娘たちを見送った。思い残すこともなく澄み切った心境で、心細く思うものの、一筋に仏道に励んできたので大変嬉うれしく、積年の願いがすべてかなったように感じていた。

　一行は途中、奈良の都で一泊し、翌日に二条にじょう邸に入った。屋敷は囲った二町ちょうの内部を三区画に分け、吉野の姉宮は立派に造営した中央の寝殿しんでんに移った。洞院とういんに面した屋敷には右大臣家の四の君を密ひそかに迎える予定で、堀河ほりかわに面した屋敷には尚侍ないしのかみが里帰りする際に使う部屋や東宮とうぐうを迎えるための部屋を用意してあった。このように素晴らしく見事な一団が到着したことを、右大臣家の人々は「極めて悔しく心外だ」と胸を痛めたが、ひとえに相手が悪いとも言えないので恨みようがなかった。





　四の君は十二月頃に懐妊した。今回は誰の子なのかと疑う必要はなかったものの、本人はそれがまた恥ずかしくてひたすら隠していたが、最近になって明らかになると誰もが驚いて祈祷きとうを始めた。このことは右大臣の耳にも入り、疑いの余地のない話なので喜んで祈祷きとうなどを命じ、左大臣もまた話を聞いて限りなく嬉うれしく思った。

　右大将もこれまで「あの女は権中納言ごんちゅうなごんとばかり縁が深かったのだ」と悔しく思っていたが、こうして妊娠したのでいとおしく思う気持ちが強くなった。しかし、問題のある四の君の慶事だけに口惜しくも感じていた。

　左大臣邸にいる若君は非常に高貴な感じがする子どもだったが、「母親が誰なのかと噂うわさにもならないのは、取るに足らない身分の者だからだろうか」と世間の人が取り沙汰するのは当然だった。

　一方で、吉野山の姉宮に懐妊の兆しもないのを残念に思っていた。

「どうして何の問題のないこの人に子どもが授からないのか。いっそのこと、若君を迎えて預けた方がよいだろうか」

　だが、左大臣も北の方も若君を片時も離さずに愛情を注ぎ、右大将にさえ気安く会わせないほどの溺愛振ぶりだった。

　尚侍ないしのかみも春頃に懐妊した。帝みかどの限りない寵愛ちょうあいに加えて、後宮の他の女たちに世継ぎができないのを案じて各地の山や寺で祈祷きとうが行われていた折だったので、帝は大変喜んだ。左大臣と右大将は、「生まれてくるのが男子おのこだったら」と今から晴れがましく思っていた。





　権中納言は月日を重ねても、右大将だった女を忘れられなかった。

「ただの行方不明ならば恋しい、悲しいと苦しむこともなかっただろう。一度はすっかり女になったのに、どうして再び男に戻ってしまったのだ。惜しく捨て難い身分であるとはいえ、男姿に戻っていいはずがない。わたしのことを『薄情で分別のない男だから夫としてふさわしくない』と見限ったとしても、若君に会うこともなく、知らない振ふりをして離れて暮らすその心強さはいかがなものか」

　もう一度、面と向かって恨み言を言いたいが、どうしたものか世の人々も右大将との間に隔たりがあると思っているため、これといった理由もなく屋敷に立ち寄ることができない。内裏だいりなどでもことさら距離を置いてよそよそしく遠ざかり、契りを交わした相手だと思っていないような態度なので言葉を掛けることもできず、手紙を送っても真面目な文章にはきちんと返事が来るものの、色恋めいた内容には一切触れようとしない。

　思い悩んだままぼんやりと出掛けて人と交わっても悲しいばかりで、かつての好色こうしょくさはすっかり失われて真面目になった。右大臣家の四の君とも縁が切れてしまったが、昔のように恋い焦がれていら立つ気持ちも起きない。

　その後、帝の寵愛ちょうあいを一身に受ける、尚侍ないしのかみの素晴らしい宿世すくせを耳にした。

「驚きあきれるほど右大将の生き写しだった尚侍に、つれなく騙だまされて追い出されてしまったときも、代わりの右大将がいたから慰められて苦しい思いをしないで済んだ。あの女はわたしをどんなに痴しれ者だったと思い出していることだろう」

　相手が手の届かない身分になってしまったのを悔しく思った。





　月日が経たつにつれ、宇治の若君はまるで物を引き伸ばすかのようにかわいらしく成長したが、その様を見る度に権中納言は物思いに沈んだ。

「この子に慰められてきたが、あの女と一緒に語らい、心を合わせて育てられたら何の悩みもなかっただろう」

　心が満たされず、悲しい気分でぼんやりとしたまま外出もしないで、昼夜、若君を傍らから離さずに遊ばせて日々を暮らした。

「考えてみれば実におこがましい話だ。わたしは見放されたのに、自分一人が身を砕くほどに恋い慕っても何になろう。しみじみと心を通わせ、情を交わした女が、あのような姿で世をはばかる間、幾月も他人として過ごしてしまったことだ」

　茫然ぼうぜんと心を慰める術すべもないまま、右大臣家の左衛門さえもんにこまごまと手紙を書いて送った。

「何か月もご無沙汰してしまったことを直接陳謝したいため、そちらに忍んで女車おんなぐるまで行こうと思います。もし具合が悪いようでしたら、当屋敷は女気おんなけのない場所ですので気楽にお越しください」

　久しく音沙汰がなかったため、「あまりにつれなくされて愛情が絶えてしまったのだ」と心苦しく思っていた左衛門は、権中納言から届いた手紙に驚いた。そこにはひどく心を痛めていることが事細かに書き綴つづってあり、気の毒で耐え難く思った左衛門は返事をしたためた。

「こちらこそ長らくの疎遠についてお詫わびしたいので、世間の目は気になりますが、密ひそかに参上したいと考えております」

　手紙を受け取った権中納言は喜び、目立たない車を遣わして到着を待った。左衛門は四の君だけに事情を説明し、表向きは里に下がるように見せ掛けて権中納言の屋敷へと向かった。





　権中納言は左衛門との対面を久し振ぶりだと感じた。

「この数か月、具合が悪い上に乱れた心が耐え難く、外出することもできずに茫然ぼうぜんと日々を過ごしていました。あの方と少しずつ顔馴染なじみになったのに、あきれるほど心変わりをしたのが誠につらく、自分の身の程を思い知らされ、恨みどころもなくただ悲しんでいます。いま一度の逢瀬おうせもかなわぬまま終わってしまうのでしょうか」

　右大将に夢中だったときは他に何も考えられず、すっかり忘れていたが、こうして左衛門と顔を合わせることで四の君との過去を様々に思い出した。

「最近はそれほど暇がないというわけではないと聞いていますので、しかるべき折に手引きをしてくれませんか」

　泣きながらしみじみと頼む権中納言が気の毒で、左衛門も涙を流した。

「ここ数年、右大将殿が薄情に見えたことは一度もありません。普段から姫様を並々ならず大切に思ってくださり、親しく語り合っていました。あなた様のように当世風でなれなれしく寄り添う愛情と比べると、確かに物足りないように見え、ただ女同士が語り合っているような仲でしたので、後ろめたく思いながらも、あなた様が一途いちずに恋い焦がれる様を見るのがつらく、心弱くも手引きしてしまった夜が幾度もありました。しかしどうしたことか、この度、右大将殿が吉野より戻ってきてからは、表向きは深く世間の目を避けている様子で、昼間に屋敷に留とどまることは滅多めったにありませんが、内々の愛情は以前にも増して睦むつまじいように見え、特に昨年の冬に懐妊してからは深い情が募る一方です。姫君たちがお生まれになった折、大殿おおとのはさほど喜ばず、それを知った右大将殿も疎遠になってしまいましたが、今回は疑いの余地もないのでしょう。右大将殿は姫様を非常にいたわっていつもこちらに足を運び、大殿もこの上なく喜んでおります。最近は、『少しでも変な噂うわさが右大将殿の耳に入ると心苦しい』と固く心を決し、あなた様の文ふみに返事はするものの、どんな内容だったのか尋ねてもまったく気にも掛けていない様子ですので、まして逢瀬おうせを望んでいるはずがありません。確かに右大将殿の愛情は深いとはいえ、やはり不愉快な一件を忘れていないのでしょう。吉野の御方おかたを正妻と定め、その次に長年、見慣れて捨て難いという程度で姫様を待遇しているようです。もし本来の夫婦仲のままでいたなら、胸中でどう思っていようとも、誰が肩を並べることができましたでしょうか。現在の惨めな身の上を案じなければならないのがあなた様のせいだと考えると、極めて恨めしい契りだったと、過ぎ去りし日々まで後悔しているのですから、今はまして――」

　若い左衛門は、権中納言に押し切られてしまった四の君の宿世すくせを見るのが嘆かわしく、思うままに語ったが、無理もない話だと権中納言は思った。

「なるほど、あの人が自みずから決意するのは仕方のないことですが、あなたまでこのように頑かたくなな態度を取るとは思いも寄りませんでした」

　四の君の妊娠をはじめとして、左衛門がまくし立てた内容が返かえす返がえすも理解できず、どういうことなのかと首を傾かしげたが、一方で忘れ掛けていた右大将を再び思い出して耐え難くなり、口数が減った。

「それでは夜も更けたので人が変に思うでしょうから、これでお引き取りください」

　権中納言は深く思い乱れた様子で左衛門を見送った。左衛門は「あまりに人事ひとごとのように喋しゃべったのを薄情だと受け取られたのかもしれない」とさすがに気の毒に思い、振り返りながら右大臣邸に帰った。

　右大将は二条邸に在宅している折だったため、左衛門は先刻のやり取りを密ひそかに伝えると、四の君は涙を流した。きっぱりと逢瀬おうせを断ち切っていたものの、権中納言の人柄や容姿はこの上なく、情も深かった。しかし、身重の自分を丁重に扱ってくれる右大将の愛情が劣るはずもなかった。恥ずかしくも恐ろしく思いながらも、初めは権中納言の一途いちずな様子に多少は心を寄せたが、今は世人よひとの取り沙汰や思惑、右大臣の胸の内を考えると、いずれも右大将とは比べようもないと感じていた。





　権中納言は右大将の失踪をはじめ、納得し難い様々なことを重ねて考え、一晩中、涙の川に浮き沈みするような心地で悩み明かした。

「やはり何とかして右大将に近づき、もう一度話をして様子を見たい」

　そう考えるとようやく出歩く気になり、右大将が必ず内裏だいりに来ると思われる日に自分も参内さんだいし、さりげなく目で追った。しかし、右大将はさすがに目が合うと真面目な顔でつれなく振る舞い、自然に打ち解ける機会がなかったので、非常に歯がゆく思った。

　右大将はこのところ懐妊した尚侍ないしのかみの関係でずっと宮中にいたが、権中納言が影のように付き纏まとって機会を窺うかがっているのをおかしく思っていた。

「権中納言は四の君への恋心や逢あえぬ尚侍への嘆きを忘れ、恋に乱れることもなく真面目にやっているようなので、これまでのことは水に流し、どうすべきか悩んでいる吉野山の妹宮を委ねてみるのはどうだろうか。女と見れば誰にでも夢中になる性分とはいえ、彼女を見たらいい加減には扱わないはずだ」

　しかし、四の君の件を思い出すと心を許すのも愚かしい気がして口にはしなかった。


人物関係図（第二十四章）



巻第四

第二十五章


　賀茂祭かものまつりも過ぎた四月二十日過ぎ、特に内裏だいりの行事もなく手持ち無沙汰だった右大将は、以前、尚侍ないしのかみが話のついでに口にした麗景殿れいけいでんの細殿ほそどのの女のことをふと思い出し、足を運んでたたずんだ。

　麗景殿れいけいでんの女は、何ということもなく右大将と親しげに語り合った夜をずっと忘れられず、世間から姿を消したときも、古歌こかで詠まれたようにただ我が身一つのこととして、恋しくも悲しく思っていた。

　今宵こよいもぼんやりと縁先えんさきを眺めていると、夜目にもはっきりと男の姿が見え、程なく右大将だと分かった。驚くほど音沙汰がないまま幾月も過ぎたのを恨めしく思いつつ、心が騒ぎ、何か言わなければと思ったが、とっさに言葉が出てこない。しかし、姿を見たことだけは相手に伝えたくて歌を詠んだ。





　　思ひ出いづる人しもあらじものゆゑに見し夜の月の忘られぬかな

　（わたしを思い出してくれる人はいませんが、あの夜の月をいつまでも忘れられません）





　その嘆きを聞いた右大将は、話に聞いていた女に違いないと思い、自分と同じ気持ちでいたことに感じて近寄った。





　　驚かす人こそなけれもろともに見し夜の月を忘れやはする

　（わたしの気を惹ひくような人はいなかったので、あなたと一緒に見た夜の月を忘れたりはしません）





　右大将の声や気配は、朝夕聞き慣れた人でも聞き分けられないため、麗景殿れいけいでんの女は相手が別人だとは思いも寄らず、以前と同じように親しげに様々な話をした。昔もこのように夜毎に逢あって語っていたので、いまさら世間普通のように乱暴に振る舞うことはないだろうと油断していたところ、右大将は想像していたよりも相手の人柄や風情が上品で奥ゆかしいのが見過ごし難く、いきなり部屋に押し入って戸を閉めた。

「思い掛けないくらい興醒きょうざめな心ですね」

　女は驚きあきれてたしなめたが、右大将はすっかり落ち着いた様子で、騒ぎ立てないようになだめつつ次第に隔てなく身を寄せてくるのでどうしようもない。女はここ幾月の間の待ち遠しさに耐え切れず、声を掛けてしまった後悔を思い知らされて泣き出した。

　普段、相手にしている女たちほどではないものの総じて奥ゆかしく、男慣れした宮仕え人ではないのに気づいた右大将は、気の毒なことをしてしまったと悔やんだが、今はただ親しみを込めて熱心に口説いた。

　それほど待つ間もなく夜が明けていく気配に、女が気後れするのは当然だと思いつつ、右大将が落ち着かない様子でそっと戸を押し開けると、有明ありあけの月の光が部屋に差し込んで辺りを隈くまなく照らした。右大将の素晴らしさは言うまでもないが、遣戸やりどを背に寄り掛かる女の容姿もとても美しく、見捨て難く感じた右大将はしばらくの間、出るのを躊躇ちゅうちょした。





　一方、権中納言ごんちゅうなごんがいつものように右大将の身に添う影のごとく窺うかがい歩いていたところ、声を潜めた男の話し声が聞こえてきた。物陰に隠れて立ち聞きすると果たして右大将だったので、嬉うれしくなって聞き耳を立てた。

「長年、これということもなく過ごしてきたわたしたちは、思い掛けず逢坂おうさかを越えてしまいましたが、今後、互いに人目を避けなければならず、思うまま逢あえそうにないのがとてもつらいです」

　右大将が親しみを込めて語ると女は激しく泣いた。これで縁が切れてしまうのは誠に悲しいが、かといって心に従って逢瀬おうせを重ねるのは難しいだろうと、二人は心苦しげに語り合い、外に出てきそうになかった。

　会話を盗み聞きした権中納言は心底驚いた。

「いったいどういうことだ。ここ数か月の間に、右大将はかつての生真面目さがなくなり、女御にょうごや更衣こういの女房たちにもわざとらしくない程度に言葉を掛け、内裏だいりにいる中将の内侍ないしや尚侍ないしのかみに仕える宰相さいしょうの君などの所にも、宿直とのいの際にわざわざ立ち寄って夜な夜な語り合っているという噂うわさを耳にした。まさかそんなことはあり得ず、根拠のない語り種ぐさで事実ではないだろうと思っていたが、確かにこの耳で聞いた二人の会話は驚くほど意外で夢のようだ。やはり人違いなのではなかろうか」

　とにかく顔を確かめたくて立ち隠れていると、やがて歌を詠む男の声が聞こえてきた。





　　心ざし有明方ありあけがたの月影をまた逢あふまでの形見とは見よ

　（わたしの愛情のようなこの有明方ありあけがたの月の光を、また逢あうまでの形見と思って見ていてください）





　そっと出て行く音がし、続いて女がひどく心苦しげに歌を詠んだ。





　　かくばかり憂うかりける身の永ながらへていつまでか世に有明ありあけの月

　（これほど苦しいわたしがいつまでも生き永らえましょうか。有明ありあけの月のように儚はかなく消えてしまうことでしょう）





　次第に明けゆく辺りの気配に、男は女の歌を最後まで聞き終える前に出て行ったが、その顔は見間違えようもなく右大将本人だった。ひどくあきれた気持ちを静める余裕もなく、物陰から出て行くと右大将の直衣のうしの袖を引いた。思い掛けないことに驚いた右大将が「誰だ」と振り向くと権中納言だった。軽々しく女と逢あっていたところを、他ならぬ相手に目撃されてしまったのが悔しかったが、さりげなさを取り繕って立ち止まった。

　権中納言はほろほろと涙を零こぼしながら訴えた。

「わたしのことを自然に結ばれた相手だと思ってくれず、ことさらに遠ざけられ、見捨てられた我が身が恨めしくてなりません。この話はもう口にしまいと決心していたのに、ままならぬ心が我ながらもどかしく思っています」

　右大将は笑いながら答えた。

「いったいどのような旅寝たびねの名残で、慰めかねるほどに泣いているのですか。実はわたしもあなたとゆっくり話したいことがあるのですが、さすがにお互い若かった頃のように気軽に立ち話もできない身分ですので、疎遠になったと思うのも当然かもしれません。お詫わびも兼ねて、日を改めて参上します」

　権中納言はこれまで遠ざけられ、離れた場所からしか右大将を見ることができなかったが、こうして間近で話すと間違いなく男なのでいくら考えても合点がてんがいかず、相手を引き留とめたまま立ち尽くした。右大将が宇治で消息を絶って以来、このように顔を合わせる機会がなかったため、次第に明けゆく澄んだ空の下でよくよく観察すると、顔に無精髭ぶしょうひげが伸びているのに気がついた。

「いや、これはあの女ではない。それなら目の前にいるのはいったい何者で、あの女はどこに消えてしまったというのだ」

　返かえす返がえすも腑ふに落ちない様子で茫然ぼうぜんと見つめた。右大将は相手の心中を察しておかしく思ったが、明るくなってきたのでさすがに見苦しく、その場を立ち去った。

　その後、右大将は宣耀殿せんようでんに赴いて女房たちを起こすと、尚侍ないしのかみを迎えに清涼殿せいりょうでんへと向かった。





　権中納言の悩みは並々ではなく、最近はまた昔のように物思いに沈んで、いつも上の空だった。

「やはり何とか落ち着いて右大将と対面し、事情を詳しく説明して反応を確かめたい。どう考えても右大将はあの女と同じ血筋に相違ない」

　思案の末、権中納言は夕風が涼しく吹く黄昏たそがれ時に右大将の二条にじょう邸に足を運んだ。

　運悪く右大将は右大臣邸に出掛けている折だったらしく、人もまばらで閑散としていた。残念に思って帰ろうとしたところ、これまで耳にしたことのない素晴らしい琴きんの音が風に乗ってほのかに聞こえてきた。心を奪われた権中納言はしばらく立ち止まって耳を澄ますと、箏そうや琵琶と合奏しているようだった。

　どの演奏も魅力的だが、特に絶え絶えに聞こえてくる琴きんの音はこの世のものと思われぬ腕前で、もっとよく聴きたいと思った権中納言は引き返し、中門ちゅうもんの南の塀の外に生えている薄すすきの茂みにそっと入って屋敷の様子を窺うかがった。

　寝殿しんでんの南と東の格子こうしが二間ふたまほど上がっており、その内側で演奏しているようである。見事な音色に心惹ひかれた権中納言は、「何としても琴きんを弾いている相手を見たい」と落ち着かずにいると、ここ数日間、降り続いていた五月雨さみだれの晴れ間を待っていたかのように、澄んだ夜空に夕月が差し昇った折に若い女の声がした。

「本当に久し振ぶりの月です。誰も見ていないので、こちらに来てご覧ください」

　御簾みすを巻き上げて女が外に出てきたため、権中納言は嬉うれしくなって目を凝らした。糊気のりけのない白い単衣ひとえの上から何かの裳もを引き掛けた見苦しくない若い女で、中から二人の女が続いて出て来て端はしに座った。

　巻き上げた御簾みすのそばから滑るように出てきた箏そうの女は、実にほっそりとした身体で、髪の掛かり具合や頭の形、容姿などを見る限り若い女房のようである。

　琴きんと琵琶を弾いていた二人は長押なげしの上に座っている。澄み渡った月の光の下、こちらを向いているので様子がよく見て取れた。

　琴きんの女は少し奥の場所で横になって楽器を押しやり、しんみりと月を眺めていた。額や頭の形、髪の掛かり具合など、非常に気品があって華麗である。奥ゆかしく艶つややかな姿は、女を見尽くした権中納言から見ても「このような女は滅多めったにいない」と唸うなるほどで、思わず目が惹ひきつけられた。

「あれが噂うわさに聞く吉野山の姫宮たちなのだろう。いくら美人とはいっても、都の外で育った女なら大したことはないはずだと侮り、今まで関心を持たなかったのが悔やまれる」

　じっと観察していると、宣耀殿せんようでんの尚侍ないしのかみも美しかったことを思い出した。尚侍は見苦しくはないものの、やや上背うわぜいがあって小柄ではなく、失望するほどではないがほっそりとはしていなかったが、琴きんの女は衣に包まれて身体が見えないほどに華奢きゃしゃで、すべてが上品で優美だった。

　もう一人の女は琵琶に寄り掛かって端はしを見ているが、こちらはふくよかで愛らしく、あどけない様が極めていとおしかった。

　世にも稀まれな麗しさに、一度はすっかり誠実になったはずの権中納言の胸中に例の好心すきごころが再び頭をもたげ、女たちのことをもっと知りたいと思った。

「これまで多くの女たちを見てきた中で、尚侍や右大臣家の四の君、出奔しゅっぽんした宇治の橋姫はしひめはそれぞれ比類ない容姿だと思っていたが、この二人も魅力的な女だ。琴きんの女は、ひたすらあどけなくいとおしい点は四の君には劣るものの、優雅で高貴な様はこちらの方が格段に上だ。また、琵琶の女の愛らしく屈託のないところは、どの女にも勝っているようだ」

　来きし方行く末も分からぬ悩みをも忘れ、立ち尽くしたまま女たちに見とれていると、雲一つない空に月が昇った。心を澄ませてかき鳴らす琵琶の音はまったくこの世のものとは思えず、とある物語に登場する、大将だいしょうの笛の音を愛めでて下界に降りてきた天津乙女あまつおとめも耳を澄ますに違いないと思われるほどであった。

　やがて琴きんの女も起き上がり、ほのかに弾き鳴らし始めた。その様は例えようもなく、ただでさえ物悲しく心が澄みゆく音色に加え、冴さえ渡った夜月の下、限りなく見事な音を奏でる顔立ちや姿が実に素晴らしい。今の世に絶えて滅多めったに弾き鳴らす人もいない琴きんの奏法が秘伝されていたことに感激し、権中納言はほろほろと涙を零こぼした。

　あれほど宇治の橋姫はしひめに魅せられていた心のどこに色好いろごのみが隠れていたのだろう。物悲しくも親近感を覚える女たちの気配や有様ありさまをもっと知りたいと思う一方、右大将の様子も確かめたく、なおさら見過ごせそうにない。よくない噂うわさが立つのは厭いとわしいので自重すべきだと考え直すものの、思い通りにならない自分の心に権中納言はいら立った。

　二人のうち琵琶を弾いていた女ならば不釣り合いではないだろうが、さすがにこの屋敷で色めいたことをするのは具合が悪く、どうしたものかと悩んだ。

　やがて月が沈むと、琴きんを弾いていた女は部屋の中に入ってしまった。琵琶の女はまだ端はしに目をやったまま、箏そうの女房と話したり笑ったりしており、他の女房たちも趣おもむき深かった花紅葉はなもみじの折々や雪のことなど、山里でのとりとめのない思い出話をしている。

　いつまでも垣間見かいまみしていて見つかってしまうと面倒なので、仕方なく静かに立ち去ったが、ごくわずかに残っていた魂が女たちの袖の中に入ってしまったような心地がした。垣間見かいまみをほのめかすこともできなかったのが心残りで口惜しく、悩みがさらに増して嘆き苦しんだ。

　これまでの様々な女たちへの恋心はいずれも思い通りにならず、すっかり遠ざかってしまった。独り寝で明かし暮らすのもしばらくなら構わないが、いつまでも続くのはきまりも悪い。月影の下で見た琵琶の女と身近で語り合いたいと、無邪気で愛らしかった様が思い出された。

「何とかして言い寄りたいが、右大将はあの女をどうするつもりなのだろうか」

　琵琶の女のことを何度も思い返しているうちに、行方不明になった宇治の橋姫はしひめを悲しんでいた心はいつしか慰められていた。

　その頃、右大将も吉野の妹宮の処遇について思案していた。

「やはり権中納言と結婚させようか。尚侍もさり気なく振る舞ってはいるが、若君を気にしているようなので、彼との縁を残しておけば消息を確かめることもできよう」





　六月十日過ぎ、右大将は吉野の姉宮と妹宮を連れて二条邸にある尚侍ないしのかみの屋敷を訪れた。泉などが趣おもむき深く、池に向かって建てた釣殿つりどのが涼しげな場所で、しかるべき殿上人てんじょうびとや上達部かんだちめを呼び、漢詩を作ったり和歌を詠んだりして昼間から遊んだ。月が差し昇ると、右大将は蔵人くろうどの兵衛佐ひょうえのすけという母方の甥おいを使者として権中納言のもとに遣わした。





　　主あるじゆゑ訪とはるべしとは思はねど月にはなどかたづね来こざらん

　（わたしが主人では訪問してもらえないとは思いますが、もしよろしければ美しい月を見に来ませんか）





「このままあなたのお供をするように命じられました」

　使者の言葉に、権中納言は「これはどういうことか」と身の置き所がないほどに思い悩む心を静めながら返歌を詠んだ。





　　月の澄む宿のあはれはいかにとも主あるじからこそ訪とはまほしけれ

　（月が澄んだ屋敷の風情はどれほど素晴らしいものでしょうか。あなたに惹ひかれているわたしは、ぜひとも訪ねたいと思っています）





「すぐに参上すると、先にお伝えください」

　権中納言は何とも言えぬいい薫りの香こうを焚たき染しめ、麗しい直衣のうし姿で右大将の屋敷へと向かった。

　月光が隈くまなく差し込む釣殿つりどので、右大将はしなやかな直衣のうしを身に纏まとい、唱歌しょうがを口ずさんだり笛を吹いたりして待っていた。右大将は琵琶を差し出して熱心に勧めたが、権中納言は先日に月明かりの下で見た女たちがこの世のものとも思えぬ音色を奏でていたのを思い出し、「とてもあのようには弾けない」と手を触れようともしなかった。

「これではわざわざお呼びした甲斐かいもありませんね」

　右大将が自みずから笛を吹きながらさらに促すので、権中納言は仕方なく琵琶を手に取って少しかき鳴らした。右大将の笛は言うまでもなく、権中納言の琵琶の音も夜空に澄み昇るほどに魅力的で、二人の合奏はこの上なく見事だった。左衛門督さえもんのかみが箏そうを、宰相中将さいしょうのちゅうじょうが笙しょうを、弁少将べんのしょうしょうが篳篥ひちりきを演奏し、蔵人くろうどの兵衛佐ひょうえのすけが扇を鳴らしながら「席田むしろだ」を謡うたう声は素晴らしかった。

　その宴うたげは大げさなものではなかったが、かえって風流で情趣じょうしゅがあり、権中納言は以前に耳にした琴きんの音を思い返していた。

「このような夜には女性がいた方が趣おもむき深いと思いませんか」

　権中納言がしきりに勧めるので、右大将も「ここに姉宮の琴きんを加えたらどれほど感動するだろう」と思った。

　幾度となく杯さかずきが交わされて人々は酔い乱れるうちに、次第に夜が更けていった。権中納言は思い切って、「どういった理由かは分かりませんが、この御簾みすの向こうに宇治の橋姫はしひめがいるのではありませんか」と右大将に確認したくてたまらず、他のことが考えられなくなった。しかし、御簾みすの内側に立て並べてある几帳きちょうのすぐ近くから、忍んでいる女たちの衣擦きぬずれの音がし、先の夜に見た美しい女たちが見ているとばつが悪いため、言い出すことができない。

　客の半分が帰ったところを見計らい、権中納言は右大将の近くに膝を進めて尋ねた。

「わざわざわたしを呼んだのはどうしてですか。素晴らしい贈り物などがあるはずだと期待しているのですが」

「もちろんご用意してあります。一通りではない引き出物があれば、日頃の恨みを余すところなく消してくれますか」

　微笑する右大将に向かって、権中納言は歌を詠んだ。





　　昔見し宇治の橋姫はしひめそれならで恨み解くべきかたはあらじを

　（昔に逢あった宇治の橋姫はしひめでないならば、わたしの恨みを解くことはできません）





「いつになったら再会することができるのでしょうか」

　権中納言が溢あふれる涙を押し拭って隠すと、右大将は歌を返した。





　　橋姫はしひめは衣ころも片敷かたしき待ちわびて身を宇治川に投げてしものを

　（独り寝を続けた橋姫はしひめは待ちわびた末に、その身を宇治川に投じてしまったのです）





「どうやらわたしが支度した引き出物は不要のようですので、取り下げることにしましょう」

　右大将はすげなく答えた。

　権中納言はどうにも不可解で、珍しく自分を呼んだ理由をここではっきりとさせたかった。また、宇治の橋姫はしひめでなくても引き出物も見過ごし難く、ひどく悪酔いした振ふりをしながら言った。

「今宵こよいはもはや帰れそうにもありませんので、御簾みすの前で夜を明かすことにしましょう。この口実はご不満でしょうが、致し方ありません」

「そこは軽々しい場所ですから、どうぞこちらへおいでください」

　右大将は御簾みすの中に権中納言を導き入れると、吉野の姉宮を連れて立ち去った。

　権中納言は、「もしも宇治の橋姫はしひめだったらどうしよう」と胸を躍らせて女に近寄った。帳台ちょうだいの中でとても慎つつましげに寄り臥ふしている女の手触りや気配は誠に愛らしかったが、相手は月影の下で琵琶を奏でていた妹宮だった。口惜しくはなかったものの、心待ちにしていた女ではなかったのがやはり物足りなく、悲しい気分のまま抱いても姥捨うばすて山の月を見た古人いにしえびとのように慰められなかった。

　しかし、人柄や振る舞いが理想的で、可憐かれんであどけなく、素直な心根の妹宮と接しているうちに、月草つきくさのように移ろいやすい権中納言の心は、様々にあった過去の恋を忘れることはないものの、ほとんど慰められていった。権中納言は、先夜に月の下でほのかに見初そめて以来、思いを寄せていた胸中をいつものようにこまやかに言葉を尽くして語った。





　更けた夜の名残も次第に消えていく気配がしたが、権中納言はそのまま部屋に留とどまった。知らせを聞いた右大将は驚き、手水ちょうずや粥かゆなどを用意すると、装束しょうぞくを美しく整えた女房を権中納言のもとに遣わした。

　日が高くなってから起きて妹宮を見ると、二十歳にもなっていない年頃で、若く愛らしげで、不満に感じるところは何一つなく、すべてが整っている。華やかな魅力に満ち、いつまでも見ていたいと思う容姿は類たぐいなかった宇治の橋姫はしひめにも劣らず、これまでの悩みが多少慰められる気がして権中納言は嬉うれしく思った。

　妹宮が話す様は、慎つつましいものの引っ込み思案ではなく、「女はこうあるべきだ」と思っていた程度に言葉に余情よじょうを帯びている。

「この女は本当に理想的で、妻にする甲斐かいがある」

　権中納言は一日中、妹宮と語り合って過ごした。

　やがて右大将からの使いがやって来た。

「昨夜の酔いの紛れに無礼を働いた詫わびとして、本来ならば直接、わたしがそちらに伺うかがうべきですが、二日酔いのため静養しております。大変恐縮ですが、こちらに来てもらえませんか」

　権中納言は右大将のいる屋敷へと向かった。

　昨晩、それぞれ寝乱れた二人の顔はどちらも見事だった。二人はしんみりと語り合ったが、相手が宇治の件について触れないことが不満な権中納言は自分から切り出した。

「あなたにとってわたしは嘆かわしくも役立たずな男で、すっかり愛想あいそを尽かされてしまったと思っておりましたので、ここ何か月、幼子おさなごについて尋ねないのはどうしてなのかと確認することもできませんでした。しかし、実はこうして見限らないでいてくれたことを知り、言葉では言い尽くせぬほど喜んでいます。それにしても、いまだに昨晩のことが現実とは思えません。日頃の悩みが表に出て、正気を失ってしまったと思われますが、今となってはどうしようもありません。ところで、行方知れずになった人の忘れ形見として世話をしている子どもに関してですが、さすがに男の身なので、片時も離れず面倒を見るわけにはいきません。これまでは時間に追われ、顔を合わせることもできない日があって苦悩していましたが、今後はこの屋敷で育てられたら心強いだろうと考えています。いくら何でもその子を見捨てることはできないはずですので、このようにお願いするのもおこがましい話ですが――」

　感極まってほろほろと涙を零こぼす権中納言を、右大将は気の毒に思った。

「そのように考えるのは無理もありません。しかし、わたしの過ちではないですし、あなたの咎とがでもありませんので、わたしから申し上げることは何もありません。とりあえず、こうする以外に日頃の恨みを解く手だてはないと判断しました。思い掛けず突然のことで驚くものの、あなたならきっと粗略に扱わないはずだと、親心に駆られました」

「確かにこうして慰めてくれる人がいなければ、生き永らえるのも難しかったことでしょう」

　権中納言は、橋姫はしひめのいない宇治の屋敷で涙だけを友としてしんみり過ごしていたときよりも、今の方が遥はるかに胸が晴れる気がした。

　その後、権中納言は折々に右大将のもとを訪れて、琴ことや笛、漢学について同じ気持ちで話しながら過ごした。また、妹宮と逢瀬おうせを重ねても不満に感じるところがないのを非常に喜び、右大将も二人の愛情が深まっていくのを満足に思った。

　一方、世間では権中納言のことが話題になっていた。

「右大将の北の方の妹の所へ権中納言が通っているが、どうやら右大将が引き逢あわせたらしい。右大臣家の四の君を巡る一件で疎遠になった仲が戻ったのは、ひとえに右大将の心が広く立派だからで、他の男だったら不愉快に思うところをあのように厚遇しているのは称賛すべきだ。対する権中納言は、その程度の男だったというわけだ」

　外聞の悪い噂うわさ話を耳にした権中納言は何度も反省したものの、一向に懲りることはなく、あの夜、月影の下で琴きんを弾いていた姉宮の容姿が身体から離れない気がして、しかるべき折はないかと密ひそかに機会を窺うかがった。しかし、ひどくよそよそしく遠ざけられて露つゆほどの隙もなかったため、悔しい思いでいた。


人物関係図（第二十五章）



巻第四

第二十六章


　七月、尚侍ないしのかみは妊娠五か月の身になった旨を帝みかどに伝えて二条にじょう邸に退出した。右大将は尚侍の懐妊を心から喜んだ。

　尚侍は初めに産んだ若君のことや、月日が重なるにつれて世の中が気ぜわしく、心細くなり、すべての公務を途中で放棄して宇治に身を隠したこと、あの権中納言ごんちゅうなごんですら待ち遠しく、宇治の橋姫はしひめのように嘆いて過ごしたことなどを、忘れることなく幾度も思い返した。

　里帰りした尚侍は、二条邸に滞在している権中納言が女房たちと冗談などを言ってふざけ合っているのを見掛けた。昔から見苦しいほどに慣れ親しみ、何でも分け隔てなく言い合う仲だったが、その揚げ句、情けないことに人と異なる姿をすべて晒さらしてしまった契りをしみじみと思い出した。しかも、権中納言の声や気配を聞く度に若君のあどけない笑顔が思い出され、あまりのつらさに何度も涙を零こぼしたが、見咎みとがめる人がいたら変に思うだろうと袖で押し拭って紛らわした。

　八月下旬、右大臣家の四の君が出産準備のために二条邸へと移って来た。四の君の部屋で付き添って世話をする右大将の様子は非常に好ましかった。四の君はばつが悪いために姫君たちを同伴しなかったが、一方の右大将も「なぜあの子たちがここにいないのですか。すぐに連れて来なさい」とは言わなかったので、「世間の噂うわさはやはり空言そらごとではなかったのだ」と右大臣たちは悟った。

　九月上旬、四の君はとても安らかに若君を産み、左大臣や右大将はこの上なく喜んだ。今回は父親が誰なのかと疑う必要もなく、右大将が自みずから産養うぶやしないなどを取り仕切るので、右大臣も有頂天になった。

　その様子を耳にした尚侍は様々な過去が頭をよぎった。初めの姫君の七夜しちやの産養うぶやしないや、次の姫君の出産を都から離れた宇治で心苦しく聞いたことなど、しんみりと人知れず記憶を辿たどり、夢の中の出来事のように感じていた。

　今度の若君は姫君たちとはいささかも似ず、右大将の顔を写し取ったようだったので、右大臣は大変嬉うれしく思った。

　続いて右大将は尚侍の世話に専念し、尚侍もほとんど苦しむこともなく男宮を出産した。長年、世継ぎがいないのを案じた人々が昼夜祈念し、多くの神仏に祈祷きとうした効験こうけんだろうか。このように何の不安もない、煌きらびやかな家系の女から男宮が生まれたのを、誰もが滅多めったにない幸運だと驚いた。

　産屋うぶやの祝いはもちろんのこと、三日目は左大臣、五日目は東宮大夫とうぐうのだいぶ、七日目は内裏だいり、九日目は右大将が、それぞれ贅ぜいと心を尽くした見事な宴うたげを執り行った。通常のしきたりにさらに趣向を凝らし、管弦かんげんや何やらと大掛かりな催しが行われたが、その間も尚侍は宇治の若君を忘れるときがなかった。実に愛らしく気品に溢あふれていたのにもかかわらず、人知れず生まれた我が子を思い、悲しさにほろほろと涙が零こぼれ落ちた。





　　ひたぶるに思ひ出でじと思ふ世に忘れ形見のなに残りけん

　（あの頃のことは絶対に振り返らないと思っているのに、どうして忘れ形見のあの子を残してしまったのだろうか）





　その頃、大臣の叙任じょにんがあり、右大将は兼任で内大臣ないだいじんになった。他の人々も順次昇進し、式部卿宮しきぶきょうのみやの権中納言も大納言だいなごんになった。

　大納言は昇進に喜びつつ、過去に思いを馳はせていた。権中納言になった折、四の君が送ってきた「人知れぬをぞ」という歌を盗み見した宇治の橋姫はしひめが、顔色には出さなかったものの、「どういうことか」と怪訝けげんな様子だったのを今のことのように思い出し、嬉うれしい気持ちも急に冷めた気がして大粒の涙を零こぼした。

　大納言は宇治の若君を二条邸に迎え、吉野の妹宮に預けた。妹宮は若君を非常に慈しみ、自みずから抱いて世話をするので大納言は歓喜した。

　若君の乳母めのとは、嘆かわしい形で姿を消した若君の母親が吉野宮よしののみやの娘ではないかとそれとなく思っていたところ、大納言が急に結婚して若君を迎えたことを大いに喜び、胸が一杯になった。

「きっと大納言様は、行方不明になり、思い嘆いていたあの方の話を聞き出したに違いない。早く会って幾月も積もった話をしたい」

　妹宮は若君の愛らしさに惹ひかれ、恥ずかしがってばかりもいられずに乳母めのとの前にそっと姿を見せた。対面した乳母めのとは相手が若君の母親ではないことに落胆し、納得し難く思ったが、この妹宮も愛らしく、実の親以上に若君をかわいがるので、どうしようもなく恋しく悲しかった心が慰められていった。

　大納言が不在の折に、乳母めのとは妹宮の前に伺候しこうして話などをした。妹宮は実に愛らしく親しげに話すので、乳母めのとは嬉うれしく思い、若君が母親と別れたときのことや、見飽きることがないほど素晴らしかった母親の容姿などを隔てなく泣きながら語ると、妹宮も涙を流した。

「お気の毒な話ですね。ただこうして世話をしているだけでも、あの子との別れがつらく感じるのに、どういった心境で見限り、行方を絶ってしまったのでしょうか」

「若君の母親は、あなた様か御姉妹きょうだいではないかと思っておりました。若君がこちらに移ったときも別人とは思いも寄らず、一刻も早くお会いしたいと望んでいたのです。わたしの勘違いだったことが分かりましたが、実の母親よりも親しげで、優れたお人柄でいらっしゃるのを嬉うれしく思っています。しかし、母親だった方が今はどこでどうしているのかと、心が休まる時がありません。ひょっとして、右大将様の奥方がそのお方ではありませんか」

　声を潜めて尋ねると、妹宮は笑って答えた。

「あなたが悩んでいたことに何も気づかぬまま、こうしてお会いしたのは恥ずかしい限りです。わたしには右大将の北の方以外に姉妹はおらず、また姉は若君の母親ではありません。どうして人違いをしたのかは分かりませんが、わたしも姉も疑われるのはとても心外です」

　そう言う様も愛らしく魅力的だったが、乳母めのとは若君の母親を忘れることができなかった。





　慶事が続いたまま年が改まった。

　これまで世継ぎの男子おのこがいなかったので女東宮とうぐうが立っていたが、一向に病が治らないのを理由に本人から退位願ねがいが出されていたため、正月、生後五十日の儀に合わせて男宮が東宮になった。一方、元の女東宮は院になり、人々から女院にょいんと呼ばれることになった。尚侍ないしのかみが好意を寄せているのに事寄ことよせて、右大将が熱心に女院の世話をするので、父の朱雀院すざくいんも大変嬉うれしく思った。

　先に男宮が東宮になったのに合わせ、尚侍は女御にょうごの宣旨せんじを受け、引き続き四月に后きさき（中宮ちゅうぐう）になった。その儀式は以前とは比べものにならないほど盛大で、長年、人々が待ち望んでいたことだったため、誰もが心から歓迎した。

　大納言は右大将の信頼が厚いことを理由に中宮丈夫ちゅうぐうのだいぶになった。かつて、夜這よばいしようとして「志賀しがの浦」の歌で拒絶されたのを思い出してしみじみと感慨にふけったが、実は自分が仕える相手こそが、探し求めていた宇治の橋姫はしひめだと気づかないのは不憫ふびんだった。





　今や宇治の若君は成長してよく話し、走って遊ぶようになった。その姿を見るにつけ、大納言は忘れられない過去が様々と思い出された。

「それにしても、いまだに宇治の橋姫はしひめがどうなったということすら判然としないが、この女は何か知っているかもしれない」

　折を見ては妹宮に探りを入れたものの、本人はまるで知らない様子なのでさらに気になって尋ねた。

「右大将はいつ頃から吉野山にやって来るようになったのですか」

「そうですね、権中納言だった頃からしばしば来ていたと聞いています」

「姉君とはいつから一緒に住んでいるのですか。どのようにして通うようになったのですか」

「一昨年おととしくらいからでしょうか。それ以外の話はよく分かりません」

　言い紛らす妹宮に、大納言は恨み言を言った。

「わたしは長年、例を見ないほど苦しみ悩んだ果てに病になり、命が絶えそうになりました。そのような折に思い掛けずあなたを見初そめてから、ようやく現世に留とどまる気持ちが出てきて、またとない、心を許したいとしい人だと思っています。それなのに、いくら何でも知らないはずがないのに、このように心を隔てられているのが甚はなはだ残念でなりません。少しでもわたしを愛しているのなら、わたしが不安で知りたいと思っていることを話してくれてもいいではありませんか」

　大納言の言葉に、妹宮は微笑ほほえみながら答えた。

「わたしが心を隔てているとは何のことでしょうか。あなたの方こそ隔たりがあって、ありのままに話をしていないようです。もっとも、胸中を察したとしても、何を話したらいいのか分かりませんが」

「心を隔てているつもりはありませんが、口にできない事情があるのもお察しください。はっきり言わなくても、大方、あのことだろうと気づいた点があったら教えてくれませんか。わたしもそれに続いて初めから話をしますので」

「あなたは心の中で考えている内容でさえ口に出しにくいと思っているのに、どうしてほんのわずかに知っている程度のことを話せましょう。ご自分のこととしてお考え直しください」

　そう言って微笑する姿は実に好ましく、大納言は妻にした甲斐かいがあったと喜び、「この人でなければどれほどわびしい気持ちになったことか」と思った。

　実を言うと妹宮は、はっきりと言ってくれる人はいなかったものの、朧おぼろげにいきさつを察していた。「殿の胸中はきっと不安で納得し難いのだろう」と気の毒に思っていたが、誰にとっても奇妙で普通ではない内情を中途半端に口にするのは無責任と考え、決して話そうとはしなかった。大納言はひどく残念で恨めしく、何とか聞き出そうと機嫌を取ったがまったく無駄だった。

「ただ、何か訳があるようだとお察しください。仮に話を聞いてすべてが明らかになったとしても、涸かれ果ててしまった野中のなかの清水しみずを再び汲くむのは難しく、今よりもあなたの苦悩が増し、波風が立つことになるため、まったくよろしくありません」

　頑かたくなに口を閉ざす妹宮へのいらだたしさはどうしようもない。行方不明の苦しみはいざ知らず、知っていながら教えてくれない相手への不満は言いようがなかった。





　瞬く間に月日が過ぎた。

　その後、中宮は二宮にのみや、三宮さんのみや、姫宮を産んだ。帝の寵愛ちょうあいを一身に集める中宮を嫉ねたんでいた人々は、「このような宿世すくせだったのだ」と諦め、他の女御にょうごや更衣こういたちも我が身の不運を嘆くしかなかった。中でも他の女たちより先に入内じゅだいしていた右大臣家の女御は、「后きさきになるのは自分だ」と思い続けていたが、寵愛ちょうあいを失ってもなお宮中に留とどまり続けるのは体裁が悪く、やがて右大臣邸に退いた。

　女御の退出を知った中宮は胸が締めつけられた。

「これはかつて四の君の件で、右大臣に明け暮れ恨まれた報むくいだろうか。それとも宇治の橋姫はしひめとして物思いに沈んでいた頃に、四の君のせいであの男に冷たくされると悩んだ報いだろうか」

　今回、自分のために女御にょうごが世を恨んで里に籠こもってしまったのも浅からぬ縁が原因に違いないと、互いに恨みが絶えそうにない両家の宿世すくせを思い知らされた。

　右大将と四の君の間にも、続けて三人の若君が生まれた。

　左大臣邸で育てられていた女院の若君も成人し、殿上童てんじょうわらわとして歩き回っていたが、吉野の姉宮に子どもが授からず心許もとなかったので、この若君を養子に迎えて親愛を注いだ。若君は女院にょいんにも昇殿しょうでんを許され、いつも足を運んだ。かつて宣旨せんじの君だった女房は、中宮の縁者として疎おろそかにしない右大将の心に事寄ことよせ、若君を御簾みすの内に入れて大いにかわいがった。遠慮深く引っ込み思案な女院も、子を思う親の気持ちから、愛らしく成長した我が子をいとおしく、悲しげに見つめていた。

　大納言と吉野の妹宮の間にも二人の女子おんなごと男子おのこが生まれたが、下の女子は姉宮が特に目を掛け、若君と一緒に左右に置いて育てられた。

　人知れず生まれ、大納言家で育てられた宇治の若君も今やすっかり成長し、右大将の若君と同じように殿上童てんじょうわらわとして内裏だいりを出入りしていた。中宮は若君の姿を見掛ける度に胸が苦しく、東宮や他の男宮たちにも劣らず、切なくいとしく思っていた。





　ある閑散としたのどやかな春の昼下がり、二宮と宇治の若君が中宮の部屋に遊びに来た。二人とも似通ってはいるものの、若君の方がやや艶つややかで魅力的に見えた。立派に成長した若君の姿を見るにつけ、中宮は切ない思いを抑え切れず、御前ごぜんに女房たちが少ない折だったので気を許し、二人に御簾みすの中に入ってくるように声を掛けた。

　二宮はすぐ中に入ると奥に走り去ったが、若君は簀子すのこで畏かしこまったまま動こうとしないため、「あなたもお入りなさい。構いませんよ」と呼び掛けた。

　端はしで静かに座し、御簾みすを肩に掛けて控えている若君はとても愛らしく、これが最後と引き離れ、乳母めのとに抱き取らせて密ひそかに宇治を離れた宵よいのことを思い出し、それが今であるような心地がしてたまらなく悲しかった。ここで泣いたら変に思うだろうと無理に隠そうとしたが、込み上げる涙を抑えきれず、袖で押し拭ぬぐいながら尋ねた。

「あなたは母上を知っていますか。大納言は何と言っていますか」

　若君は物心がつくにつれて母がどうなったのか気になるようになり、また父や乳母めのとも明け暮れに母のことを口にし、恋い焦がれて泣いていたが、依然として行方不明のままだった。見た目や様子が愛らしく、若々しい中宮が泣きながら悲しげに母について尋ねるので、若君は「もしやこの人が母ではないか」と思い当たって胸が一杯になったが、すぐに冷静になって考え直した。

「いや、中宮様が自分の母であるはずがない。行方をくらまし、人に思い違いされるようなお方ではない」

　若君は真剣な表情のまま黙っていた。中宮は相手の心中を考えると哀れで、じっと見つめるうちに涙が止まらなくなり、顔に袖を押し当てて激しく泣いた。若君もうつむいて嗚咽おえつしたが、その様が不憫ふびんな中宮は近くに膝を進めて髪をかき撫なでた。

「あなたの母上はわたしとしかるべき縁のある方で、あなたを忘れ難く恋しく思っているのを見かねて話してしまいました。大納言たちは、もうこの世にいない人だと考えているかもしれません。しかし、今日の話を他人に漏らしてはいけません。ただ胸の内だけで『母上は現世で生きている』と思い、もし何か困ったことがあったらわたしの所に来なさい。密ひそかに引き合わせてあげましょう」

　ひどく悲しげな表情でうなずく若君がいとしく離れ難く思ったが、二宮が走ってきて「さあ、行こう」と引き立てて連れて行ってしまった。名残惜しくも悲しく、端はしで涙を零こぼしながら見送ると中宮は泣き臥ふした。十一歳になった若君の髪は脛はぎの辺りまでゆらゆらと掛かって非常に愛らしく、二宮たちに畏かしこまっている様を見るのは切なかった。





　　同じ巣に帰るとならば田鶴たづの子のなどて雲居くもゐのよそになりけん

　（鶴つるは同じ母親の巣に帰るというのに、どうしてあの子だけが内裏だいりの外の人になってしまったのでしょうか）





　中宮は歌を詠むと激しく泣いた。

　その少し前、中宮の部屋にやって来た帝が物陰からそっと覗のぞくと、中宮が若君に向かって泣く泣く語っているのが目に入り、不審に思って音を立てずに様子を窺うかがっているうちに事情を知ってしまった。

「やはりそうだったのか。何か訳があるとは思っていたが、あの若君は中宮の子どもだったのだ。奇妙なことに母親が誰とも分からぬまま、大納言が明け暮れ涙の川に浮き沈みつつ、そばから離さずに育てていると聞いていたが、このようないきさつであったか。以前、病が長引いているのを理由に東宮のもとへも行かず、半年ほど引き籠こもっていた時期があったが、出産のためだったに違いない」

　若君の年齢を考えると疑念を差し挟む余地はない。長年、中宮の最初の男が誰なのかといぶかしく思い続けていたが、今日、すべての事情がはっきりして帝は嬉うれしく思った。

「左大臣が関係を知りながら結婚を許さなかったのは、どれくらいつまらない男だったのかと多少失望していたが、あの大納言ならば、たとえ帝であっても少しでも欠点があったらかなわない相手だ。人柄や容姿、身のこなしをはじめとしてすべてに優れた人物なので、決して不釣り合いではないと思うが、是が非でも后きさきにしたいと願う左大臣の気持ちにそぐわなかったのか、大納言の人柄が軽薄で信頼できなかったのか、それとも右大臣にありきたりの結婚だと思われるのが嫌で許さなかったのだろう。結ばれなかった二人は、互いに心中で悲嘆に暮れたに違いない」

　帝は中宮と大納言の過去を思い描き、気の毒に思った。

　中宮の様子が気になる帝は、たった今来たかのように姿を見せると、中宮は涙を拭い隠して起き上がった。日頃は何とも思わなかったが、宮たちと一緒に遊んでいる若君は驚くほど中宮にそっくりで、帝はこれまで気づかなかった自分の愚かさを滑稽に感じた。

「今や右大将や源げん大納言たちは年配の上達部かんだちめになり、見目のよい若人わこうどがいなくなってしまった気がします。しかし、代わりに彼らの子息が増え、父親に引けを取らない容貌や様子なので、いずれ優れた人で賑にぎわうことになりそうですね。中でも先ほどの若君や、右大将と四の君の若君は、今から抜きん出でているようです。ところで、右大将の大若おおわかと大納言の若君の母親が誰なのか知られていないのが不思議ですが、前者については女院ではないかと世人よひとが取り沙汰しています。なるほど、確かに人柄や身のこなしが気高く雅みやびやかで、そうなのだろうと思わずにいられませんが、一方で後者に関してはそのような噂うわさもありません。いや、知っていてもわたしに教えてくれる人がいないだけでしょうか」

　そう言って帝が微笑ほほえむので、中宮は「ひょっとして、先のやり取りを様子が変だと思って見られていたのでは」と気づき、胸が苦しくなった。

「さあ、わたしには分かりかねます。しかし、右大将の若君の話は非常に心外で、あまり軽率なことを言わないでもらえますか。相手は女院の上ではありません。そばに仕えていたわたしが知らないのに、どうしてそのようなことが起き得ましょうか」

「ですから、あなたなら知っているはずだと人々は噂うわさしているのです。実際その通りだったとしても、誰にとっても具合が悪いわけではないので、誠に結構ではありませんか。それではこの件については知らないとして、もう一方について心当たりはありませんか。そちらの事情も知りたいのです」

　中宮は答えようがなく、顔を真っ赤にして横を向いた。その愛らしさは比類なく、どんな罪や過ちがあったとしても、一目見ただけですべて消え失うせてしまうような有様ありさまだった。しかも、年月を重ねても子を産んだのは中宮ただ一人で、帝の寵愛ちょうあいが深くなることはあっても失望されることはなく、その日も抱き合って夜を過ごした。





　大納言の若君は、先刻の名残で何となく悲しい気分のまま屋敷に帰ると、密ひそかに乳母めのとに打ち明けた。

「今日、わたしの母ではないかと思われる人に会いました。父上には話さないでほしいと頼まれたため、黙っているつもりです」

　非常につらそうに目に涙を浮かべて話すので、乳母めのとはひどく驚き、気の毒に思いながら尋ねた。

「それはどういうことですか。その方はどちらにいるのですか。どうして分かったのですか。顔や姿はどのようでしたか」

「とても若く麗しい姿で、こちらの母上よりも少し愛らしく高貴な様子でした。母だとは名乗りませんでしたが、『あなたの母上は生きていると覚えておいてください』と言って、さめざめと泣きました」

　若君は悲しげな表情のまま、それ以上はどこにいたとも話そうとしないため、乳母めのとはもどかしく思った。

「殿があれほど寝ても覚めても恋しく、悲しく思っているので、せめてこの世に生きていることだけでも聞かせてあげたいのに、どうしてそのように隠そうとするのですか。そもそもどうやってその方と会ったのですか」

「今日のことを父上に話してはいけないと言われています。今度また会ったときに、話してもいいか確認し、お許しが出たら自分から説明しますので、それまでは黙っていてください」

　口止めする若君は、幼い年齢に似合わず立派でしっかりしていると乳母めのとは思った。





　右大将は麗景殿れいけいでんの女をさすがに行きずりの女として見捨てるのは心苦しく、しかるべき折に忍んで通っているうちに、実にかわいらしい姫君が一人生まれた。

　四の君と大納言の間に生まれた二人の姫君以外に女子おんなごがいないのが気掛かりだった右大将は、自分の屋敷に迎えるつもりだった。しかし、長年、女宮おんなみやすら授からぬことを嘆いていた麗景殿れいけいでんの女御にょうごは、妹が産んだこの愛らしい姫君をとても愛めでて手放そうとしなかったため、右大将も納得し、女御にょうごの後見人となって世話をするようになった。それまで帝の中宮への寵愛ちょうあいで肩身が狭く、いたたまれぬまま宮仕えをしていた女御にょうごは、外聞の悪いことが多くきまりも悪かったが、不憫ふびんに思う右大将が心を寄せて仕えたため、その後は万事が上手うまくいくようになった。





　さらに年月が過ぎ、関白左大臣は髪を下ろして出家し、右大臣は太政だいじょう大臣になった。同時に右大将は左大臣に昇進して関白を兼任することになり、大納言も内大臣で大将を兼任した。若君たちも元服し、中将や少将になった。

　その後、帝は退位して東宮とうぐうが新たな帝となり、二宮が東宮に立った。四の君の上の娘が女御にょうごとして入内じゅだいして藤壺ふじつぼに入り、続いて麗景殿れいけいでんで育った姫君が東宮の女御にょうごとして入内じゅだいした。





　思い通りに様々な慶事が続く中でも、内大臣の胸中はいつまでも晴れなかった。年月が過ぎ去り、世の中が変わってもなお、心を合わせることができずに終わってしまった宇治の橋姫はしひめを恋い慕い、涙が袖を濡ぬらさないときはなかった。

　今や三位中将さんみのちゅうじょうとなった若君が、成長するにつれて人より抜きん出でた容姿や学才などを示すのを見るにつけ、「いったいどのような気持ちで、この子を見ず知らずのまま行方を絶とうと決心したのか」と思うと苦しくも恋しく、ひとかたならぬ悲しみに明け暮れたという。





了


人物関係図（第二十六章①）



人物関係図（第二十六章②）
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付録

【 付録一 】 各章の主な出来事（あらすじ）


巻第一


第一章


　何事にも優れていた権大納言ごんだいなごんに、顔が非常によく似た兄妹きょうだいが生まれた。

　可憐かれんな少女のように育った男君（兄）は「姫君」と呼ばれ、元気な少年のように育った女君（妹）は「若君」と呼ばれた。

　権大納言はいつも「とりかへばや（二人を取り換えたい）」と嘆いていた。





第二章


　男君と女君は成人した。

　女君は男姿のまま侍従じじゅうとして朝廷に仕え始めた。

　父・権大納言は、帝みかどや東宮から男君の入内じゅだいを熱心に勧められたが、引っ込み思案を理由に断り続けた。

　女君は自分が他人と異なることを意識するようになった。

　素晴らしい容姿でありながら女性に興味を示さない女君は、女たちの憧れの的だった。

　女君の友人である式部卿宮しきぶのきょうのみやの中将ちゅうじょうは非常に好色こうしょくな男で、どんな女にも声を掛けた。

　体調を崩した帝は譲位して院になり、東宮とうぐうが新たな帝になった。また、院の一人娘が東宮（女東宮）になった。

　父は関白左大臣になった。

　女君は三位中将さんみのちゅうじょうになり、程なく権中納言ごんちゅうなごんになった。

　式部卿宮の中将は宰相中将さいしょうちゅうじょうになった。

　女君は叔父・右大臣の娘である四の君と結婚した。二人の間に肉体関係はなかったが、仲のいい夫婦だった。





第三章


　院の依頼で、男君は女姿のまま尚侍ないしのかみとして女東宮に仕え始めた。

　やがて男君は女東宮と肉体関係を持つようになった。

　女君は麗景殿れいけいでんの女と出会い、歌を交わし合った。





第四章


　女君と男君は立派な大人になった。

　宰相中将は右大臣邸で四の君を垣間見かいまみし、押し倒して手込めにした。





第五章


　宰相中将は四の君と逢瀬おうせを重ね、やがて四の君は懐妊した。

　四の君の不貞を知った女君は、仏道に励むようになった。

　女君は、四の君の相手が宰相中将さいしょうちゅうじょうではないかと察した。





第六章


　その昔、先々帝の第三皇子である吉野宮よしののみやは遣唐使として中国に渡ると、才能を認められて筆頭大臣の娘と結婚し、二人の娘が産まれた。だが、若くして妻が死去し、続いて舅しゅうとの大臣も亡くなると権力争いに巻き込まれ、身の危険を感じて娘たちとともに日本に逃げ帰り、吉野に身を隠して現在に至る。

　出家を望む女君は吉野宮のことを知り、詳しい話を聞くために吉野に赴いた。

　女君の人となりや学識、人相に感動した吉野宮は、娘たちの将来を女君に託すことを決意した。

　女君は吉野宮から様々な教えを受けた。





第七章


　女君は吉野宮の二人の娘と対面し、姉宮と将来を約束し合った。

　吉野での滞在を終え、女君は都に戻った。





第八章


　帰京した女君は父のもとに顔を出した後で右大臣邸に向かった。

　女君と四の君の関係は、さらによそよそしくなった。





巻第二


第九章


　女君は幾度も吉野に足を運んだ。

　四の君は宰相中将にそっくりの女子を産んだ。

　四の君の部屋に落としていった扇の筆跡で二人の関係を確信した女君は、ますます吉野に心を寄せた。





第十章


　宰相中将は尚侍ないしのかみ（男君）のいる部屋に忍び入ったが未遂に終わった。

　宰相中将は四の君との逢瀬おうせを続けた。

　心が満たされぬ宰相中将は、女君に愚痴をこぼしているうちに衝動的に押し倒し、相手が女だと知って手込めにした。

　宰相中将は理想的な女を手に入れたと喜んだが、一方の女君は、四の君に飽き足らず自分にまで手を出した相手を信用しなかった。





第十一章


　女君は不本意に思いつつも、宰相中将との関係を断ち切ることができなかった。

　やがて身籠みごもった女君は密ひそかに出産するため、宰相中将に打ち明けた。

　宰相中将は「早く男姿を捨てて女として生きるべきだ」と説得したが、女君は決めかねていた。

　四の君が再び懐妊したことを知った女君は、宰相中将への不信感をさらに募らせ、出産後に現世を捨てる覚悟を固めた。





第十二章


　女君は次第に身重になり、人々との別れの時期が迫っていた。

　帝の御前ごぜんで見事な漢詩を読んだ女君は右大将うだいしょうに昇進し、同時に宰相中将も権中納言になった。





巻第三


第十三章


　権中納言は女君を迎えるための屋敷を宇治に用意した。

　出産が間近に迫った女君は、親しい人々に別れの挨拶あいさつに回った。

　ある夜、女君は権中納言の手引きで密ひそかに都を抜け出して宇治に移り、世間から姿を消した。

　帝をはじめ、誰もが右大将（女君）の失踪を悲しんだ。

　人々の間で「右大将の失跡は四の君と権中納言の不貞が原因である」と噂うわさが流れ、事実だと知った四の君の父（右大臣）は娘を勘当して屋敷から追い出した。

　困り果てた四の君は、宇治にいる権中納言に助けを求める手紙を送った。





第十四章


　宇治で暮らすうちに女君の髪は伸び、女らしい姿になった。

　四の君からの手紙を受け取った権中納言はすぐさま都に戻り、しばらく戻ってこなかった。

　女君は相手の軽薄さに愛想を尽かしていた。





第十五章


　男君（尚侍ないしのかみ）は女君の捜索を決意すると、物忌ものいみと称して左大臣邸に戻り、長く伸びた髪を切り落として男姿になった上で都を出た。





第十六章


　女君と吉野宮の関係を知った男君は、吉野へと向かった。

　道中、男君は宇治で女君と顔を合わせたが、互いに姿が変わっていたため兄妹きょうだいであると確証が持てぬまま別れた。

　男君は吉野宮と面会し、女君から再び連絡が来ることになっていると聞いて安心した。

　連絡が来るまでの間、男君は吉野に滞在することにした。





第十七章


　女君は無事に男子（宇治の若君）を産んだ。

　安心した権中納言は、出産を控えている四の君に付き添った。

　女君は若君の乳母めのとに、吉野宮へ手紙を届けるように頼んだ。

　手紙を受け取った吉野宮と男君は女君の無事を喜んだ。

　若君の乳母の手引きで、男君と女君は宇治で対面した。

　男君は女君に互いの立場の入れ替わりを提案したが、今の姿を人に見られたくない女君は承諾しなかった。





第十八章


　父（左大臣）は夢の中で不思議な僧から「二人の子どもは間もなくあるべき姿に戻って栄華を極める」と告げられた。

　翌朝、帰京した男君は父と対面し、事情を話した。

　女君は若君を置いて宇治から去ることを決意した。

　四の君は第二子（女子）を出産した。

　女君は権中納言の不在を見計らい、若君を残したまま後ろ髪を引かれる思いで吉野に向かった。

　男君は自分と女東宮の関係を女君に説明し、改めて入れ替わりを頼んだ。

　事情を理解した女君は提案を受け入れ、準備のために互いが持つ情報を交換し合った。

　吉野宮の娘たち（姉宮・妹宮）は、男君と女君の区別がつかないまま接触した。

　男君に押し倒された姉宮は始めは驚いたが、次第に心を開いていった。





第十九章


　女君が急に姿を消したことを知った権中納言は、悲しみに打ちひしがれた。

　四の君が出産後、生死の境を彷徨さまよっていることを知った父・右大臣は勘当を解き、寝込んでいる屋敷に出向いて介抱した。

　回復した四の君は右大臣邸に戻った。

　男君と女君は都に戻ることにしたが、姉宮は吉野を離れる決心がつかなかった。

　帰京した二人は父と再会し、これまでの経緯を説明した。

　人々は右大将の無事を喜ぶ一方、姿を消していた理由を噂うわさし合った。





第二十章


　帝は右大将（男君）を呼んで無事を喜んだが、入れ替わりに気づかなかった。

　男君は女東宮が体調を崩していることを知って悲しんだものの、対面はかなわなかった。

　女君は別れた若君を思い出しながら、父の屋敷で悄然しょうぜんと過ごした。

　男君は初めて顔を合わせた四の君に惹ひかれて肉体関係を持ったが、あくまで吉野の姉宮を正妻と考え、四の君は第二の妻として扱った。

　権中納言は右大将の帰京を知ると、慌てて若君を連れて都に戻った。

　権中納言は遠くから右大将（男君）を観察したが、入れ替わっていることに気づかなかった。

　権中納言は失踪の恨みを綴つづった手紙を右大将に送ったが、まともに相手にされなかった。





巻第四


第二十一章


　女君は尚侍ないしのかみとして参内さんだいしたが、女東宮をはじめ誰も入れ替わりに気づかなかった。

　女君は他の女房とともに女東宮の出産準備を進めた。

　女君の手引きで男君（右大将）は女東宮と対面し、これまでの事情を語った。

　男君が身重の自分を見捨て、他の女たちと関係を結んでいたことを知った女東宮は不信感を抱き、相手の薄情さを非難した。

　女東宮に対する愛情が薄れた男君は、面倒だと思いながらも女東宮のもとに通った。





第二十二章


　帝は女東宮の見舞いに行った際に尚侍（女君）を垣間見かいまみし、心を奪われた。

　帝は男君を呼び、改めて尚侍の入内じゅだいと手引きを頼んだ。

　男君は父・左大臣と相談し、いまさら入内じゅだいさせるのは体裁が悪いため、見初められるのを待つことにした。

　女東宮は内裏だいりで密ひそかに男子を出産した。

　女東宮の男子は出生を隠したまま、左大臣邸で養育することになった。

　女東宮は出産後に容体が悪化し、父のいる朱雀院すざくいんに移ることになった。

　女東宮と一緒に女君も去ってしまうのではないかと心配した帝は、しばらく控えるように左大臣に頼んだ。

　朱雀院に移った女東宮は出家を望んだが、帝に世継ぎがいないことを理由に院は許可しなかった。

　権中納言は男君に声を掛ける機会を窺うかがったが、ひたすら避けられた。

　男君は吉野の姉宮や四の君を迎えるための屋敷を準備した。





第二十三章


　女君に恋い焦がれた帝は部屋に忍び入り、契りを結んだ。

　帝は女君が処女おとめではないことを知って驚いたが、その美しさにすべてを忘れて将来を約束した。

　帝の女君に対する寵愛ちょうあいは、やがて人々の知るところとなった。





第二十四章


　吉野の姉宮と妹宮は父・吉野宮と別れ、男君の新しい屋敷（二条邸）に移った。

　四の君は男君の子を懐妊した。

　女君は帝の子を懐妊した。

　権中納言は再び四の君に逢あおうとしたが断られた。

　権中納言は男君と話をするべく付きまとったが、男君は避け続けた。

　男君は、吉野の妹宮を権中納言に託すことを考え始めた。





第二十五章


　男君は、女君の話に聞いていた麗景殿れいけいでんの女と出会い、一夜を共にした。

　翌朝、部屋から出て来た男君を呼び止めた権中納言は、相手が男だと知って驚いた。

　混乱した権中納言は、詳しく話を聞こうと訪れた二条邸で吉野の姉宮・妹宮を垣間見かいまみした。

　二条邸に招待された権中納言は引き合わされた妹宮と一夜を共にし、その後も逢瀬おうせを重ねた。

　権中納言は姉宮にも手を出そうと機会を窺うかがったが、まったく隙がなかった。





第二十六章


　四の君は二条邸に移り、男子を出産した。

　女君は男子（一宮）を出産した。

　世継ぎの誕生に世間は湧いたが、女君は見捨てた宇治の若君を思い出して密ひそかに涙を流した。

　右大将は兼任で内大臣になり、権中納言は大納言になった。

　大納言は宇治の若君を二条邸に迎え、妹宮に預けた。

　一宮は東宮になり、女東宮は出家して女院になった。

　女君は女御にょうごを経て后きさき（中宮ちゅうぐう）になった。

　大納言は中宮丈夫ちゅうぐうのだいぶになったが、自分が仕える中宮（女君）が昔の女だとは気づかなかった。

　瞬く間に月日が過ぎ、女君は二宮・三宮・姫宮を産んだ。

　男君と四の君の間に三人の男子が生まれた。

　男君と姉宮の間には子どもがいなかったので、女院の隠し子を養子に迎えた。

　大納言と妹宮の間に二人の女子と男子が生まれ、宇治の若君と一緒に育てられた。

　女君は宇治の若君に「あなたの母親と縁があるから、困ったことがあったら頼るように」と話して涙を流した。

　宇治の若君は、女君が自分の母親ではないかと悟ったが、乳母めのと以外には話さなかった。

　たまたま二人のやり取りを目撃した帝は、女君と大納言の過去を察して気の毒に思った。

　男君と麗景殿れいけいでんの女の間に女子が生まれた。

　さらに時が流れ、父・関白左大臣は出家し、叔父・右大臣は太政だじょう大臣になった。

　男君は関白左大臣になり、大納言は大将内大臣になった。

　子どもたちも成人し、次々に昇進した。

　帝は退位し、東宮（一宮）が帝になった。

　内大臣は立派に成長していく宇治の若君を見守りながら、女君のことがいつまでも忘れられなかった。


付録

【 付録二 】異性装（男装・女装）を扱った古典作品


　日本の古典文学で異性いせい装そう（男装だんそう・女装じょそう）を取り扱っている作品を列挙してみました。少しでもお役に立てば幸いです。





　わたしが個人的に知っている範囲ですので、抜け・漏れは多々あると思います。他に該当作品がありましたら教えてもらえると嬉うれしいです。

　今回の対象は室町時代までとしました。娯楽が発達した江戸以降に数多くの作品が登場しています。また、危機から脱するためにその場限りで衣装を変える話、物の怪けや鬼などが人を騙だますために姿を変える話は除外しました。
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①『古事記こじき』『日本にほん書紀しょき』のアマテラス（男装）


『古事記』や『日本書紀』で語られる日本神話で、国を治めぬまま泣き続けるスサノオが追放され、別れの挨拶あいさつのために高天原たかまがはらへと向かった際、国を奪いにやって来たと思い込んだアマテラスが男の姿で武装して対峙たいじしました。






御髪みかみを解とき、御みみづらに纏まかして、左ひだり右みぎの御みみづらに、また御鬘みかづらに、また左右の御手みてに、おのおのも八尺やさかの勾玉まがたまの五百津いほつのみすまるの珠たまを纏まき持もたして、背平そびらには千入ちのりの靫ゆきを負おひ、平ひらには五百入いほのりの靫ゆきを付つけ、またいつの高鞆たかともを取とり佩はかして、弓腹ゆはら振ふり立たてて、堅庭かたにはは向股むかももに踏ふみなづみ、沫雪あはゆき如なす蹶くゑ散はららかして、いつの男建をたけび踏ふみ建たけびて、待まち問とひ給たまはく、「何なにの故ゆゑにか上のぼり来きつる」と問とひ給たまふ。

（『古事記こじき』）







②『古事記』『日本書紀』のヤマトタケル（女装）


　景行けいこう天皇の時代、熊襲くまそ征伐を命じられたヤマトタケル（小碓命おうすのみこと）が、女装して敵本拠地に潜入しました。様々な物語で語られる中性的美少年のヒーローは、ヤマトタケルがプロトタイプと言っていいかもしれません。






しかして、その楽うたげの日ひに臨のぞみ、童女をとめの髪かみの如ごとく、その結ゆはせる御髪みかみを梳けづり垂たれ、その姨をばの御衣みそ・御裳みもを服けし、既すでに童女をとめの姿すがたに成なりて、女人をみなの中なかに交まじり立たち、その室むろの内うちに入はいり座いましき。

（『古事記こじき』）







③『古事記』『日本書紀』の神功じんぐう皇后（男装）


　神功じんぐう皇后は夫の仲哀ちゅうあい天皇崩御後、子の応神おうじん天皇が即位するまで国の政まつりごとを司つかさどりましたが、その間に熊襲くまそ征伐や三韓さんかん征伐などを行ったことで知られます。『日本書紀』には神託を受けて新羅しらぎへの出兵を決意した神功じんぐう皇后が、男装した姿で民衆に向かって高らかに宣言する姿が描かれています。






「是ここを以もちて、今いまし頭かしらを海水うしほに漱すすぐ。若もし験しるし有あらば、髪かみ自おのづからに分わかかれて両ふたつに為なれ」と宣のたまふ。即すなはち海うみに入いれて洗すすぎ給たまふに、髪かみ自おのづからに分わかれぬ。皇后きさき、便すなはち髪かみを結ゆひ分わけて髻みづらにし給たまひ、因よりて群臣まへつきみたちに譚かたりて曰いはく、

（『日本にほん書紀しょき』）







④『今昔こんじゃく物語集ものがたりしゅう』の女おんな盗人ぬすびと（男装）


『今昔こんじゃく物語集ものがたりしゅう』の「人に知られざる女をんな盗人ぬすびとの語こと」（第二十九巻）というエピソードに、盗人ぬすびとの女頭目が登場します。普段は女の格好をしていて、盗人ぬすびととして仕事をする際に男装に着替えるところがポイントです。なお、『今昔物語集』をはじめとした平安時代の仏教説話には、他にも勇ましい女性が多数出て来ます。






女をんなは烏帽子えぼしをし、水旱袴すいかんばかまを着きて、引ひき編かたぬぎて、笞しもとを以もって男をとこの背せを確たしかに八十度ど打うちてけり。

（『今昔こんじゃく物語集ものがたりしゅう』）







⑤『平家へいけ物語ものがたり』『源平げんぺい盛衰記せいすいき』等の巴ともえ御前ごぜん（男装）


　巴ともえ御前ごぜんは、「治承じしょう・寿永じょうえいの乱」（いわゆる源平げんぺい合戦）時、源みなもと（木曽きそ）義仲よしなかに仕えたとされる女性で、木曽四天王に並ぶ猛将として知られています。とても凜々りりしい姿で描かれているので興味がある方はぜひ読んでみてください。






巴ともゑは色いろ白しろく髪かみ長ながく、容顔ようがんまことに優すぐれたり。ありがたき強弓つよゆみ精兵せいびやう、馬うまの上うへ、徒かち立だち、打物うちものもッては鬼おににも神かみにもあはうどいふ一人いちにん当千たうぜんの兵者つはものなり。

（『平家へいけ物語ものがたり』）







⑥『義経記ぎけいき』等の源義経みなもとのよしつね（女装）


　古典における中性的美男子と言えば、先に挙げたヤマトタケルと源義経がツートップです。幼少期に稚児ちごとして鞍馬くらま寺に預けられていたときの姿が女性的に描かれています。






白しろき小袖こそで一重ひとへに唐綾からあやを着重きかさね、播磨はりま浅黄あさぎの帷子かたびらを上うへに召めし、白しろき大口おほくちに唐織物からおりものの直垂ひたたれ召めし、敷妙しきたへといふ腹巻はらまき着籠きごめにして、紺地こんぢの綿わたにて柄鞘えさや包つつみたる守刀まもりがたな、金作かなつくりの太刀たち帯はいて、薄化粧うすけさうに眉まゆ細ほそく作つくりて、髪かみ高たかく結ゆひ上あげ、心細こころぼそにて、壁かべを隔へだてて出いで立たち給たまふ。

（『義経記ぎけいき』）







⑦『吾妻鏡あづまかがみ』の板額はんがく御前ごぜん（男装）


　板額はんがく御前ごぜんは『吾妻鏡あづまかがみ』に登場する鎌倉初期の女武将です。自陣営が敗れて捕虜になっても屈することなく、その姿に惚ほれた敵将に妻として迎えられました。






また、資盛すけもり姨母いぼの板額はんがく御前ごぜんと号かうするもの有あり。女性にょしやうの身みたりといへども、百発百中ひゃくはつひゃくちゅうの芸げい、殆ほとど父兄ふきやうに越こゆるなり。人ひと挙あげて奇特きどくをいふ。この合戦かっせんの日ひ殊ことに兵略へいりゃくを施ほどこす。童形どうぎゃうの如ごとく上髪あげかみせしめ、腹巻はらまきを着じゃくし矢倉やくらの上うへに居ゐて、襲おそい到いたるの輩やからを射ゐる。中あたるの者もの死しなずといふことなし。

（『吾妻鏡あづまかがみ』）







⑧『太平記たいへいき』の渡辺わたなべ綱つな（女装）


『太平記たいへいき』の第三十二巻に、渡辺わたなべ綱つな（源頼光よりみつの四天王の一人）が女装して鬼を誘い出し、退治するシーンが描かれています。源頼光と彼の四天王が鬼退治する話は、いわゆる『酒呑童子しゅてんどうじ』伝説として数多くの作品に採用されていますが、渡辺綱が女装する話が載っているのは『太平記』のみです。






さらば形かたちをかへて謀たばからんと思おもひて、髪かみを解とき乱みだして覆おほひ、鬘かづらをかけ、かね黒くろに太眉おほまゆを作つくり、薄衣うすぎぬを打うちかづきて女をんなの如ごとくに出立いでたちて、朧おぼろ月夜つきよの曙あけぼのに森もりの下したをぞ通とほりける。

（『太平記たいへいき』）







⑨『とりかへばや物語ものがたり』の主人公兄妹きょうだい（女装・男装）


『とりかへばや物語ものがたり』（今とりかへばや）は、「女装男子」の兄と「男装女子」の妹が主人公の王朝物語（平安時代の貴族を舞台にした恋愛小説）で、タイトルは「二人を取り換えたい」と嘆く父親の言葉から来ています。今回挙げた中で、生まれつき自分の意志で異性装をしているのはこの作品だけで、現代の「トランスジェンダー」に通じるものがあります。






おほかたは、ただ同おなじものと見みゆる御おん容貌かたちの、若君わかぎみはあてにかをり気高けたかく、なまめかしき方かた添そひて見みえ給たまふ。姫君ひめぎみは華々はなばなと誇ほこりかに、見みても飽あく世よなく、辺あたりにもこぼれ散ちる愛敬あいきゃうなど、今いまより似にるものなくものし給たまひける。

（『とりかへばや物語ものがたり』）







⑩『有明ありあけの別わかれ』の女主人公（男装）


　こちらも王朝物語で、母親が懐妊した際に「男姿で養育するように」と神仏のお告げがあったため、女主人公は男として育てられたまま宮中デビューします。なお、この主人公は性別を偽っているだけでなく、ある特殊能力も持っています。






御歳おんとし廿はたちにも三、四ばかり足たり給たまはぬにや、御おんかたち飽あかぬところなくねび整ととのひて、限かぎりなくらうたげにて美うつくしき様さまは、千夜ちよを一夜守いちやもり聞きこゆとも飽あくまじき

（『有明ありあけの別わかれ』）







⑪『風かぜに紅葉もみじ』の若君（女装）


　男性貴族を主人公とした王朝物語で、肉体関係を持った相手の中に甥おいの若君が含まれます。この若君は幼少時に男であることを隠さぬまま女装で人々と接し、元服後は何事もなかったように男の姿になります。






限かぎりなう美うつくしげなる女をんなの、ささやかなるぞゐたる。いと覚おぼえなくて、近ちかく寄よりて見み給たまへば、十一、二ばかりなる人ひとの白しろき衣ころもに袴はかま長ながやかに着きて、髪かみの裾すそは扇あふぎを広ひろげたらんやうにをかしげにて、かたちもここはと覚おぼゆるところなく、ひとつづつ美うつくしなどもなのめならず。

（『風かぜに紅葉もみじ』）







⑫『稚児ちご今参いままいり』の男主人公（女装）


　貴族の姫君に一目ぼれした稚児ちご（僧の付き人）が、姫君の乳母の取り計らいで女装し、女房として仕えることから始まる騒動を描いた短編です。






年は廿にじゅうに二ばかり足らぬ程にて、たをやかになまめかしきさま、心にくし。髪の掛かりたる程など、推し量りつるよりもこよなく見ゆれば、若き人々、覗のぞき見てそそめきければ、乳母めのと、為果しおほせたる心地して、例の口利きてぞ相しらひけり。

（『稚児ちご今参いままいり』）







⑬『新蔵人しんくろうど』の女主人公（男装）


　主人公はある貴族のもとに生まれた三女で、男社会に憧れ、男装して帝みかどに仕えます。ただ、非常に乱暴な性格（略奪系）で周囲からも嫌われているため、個人的に読後感はあまりよくありません。






おと姫ひめが言いふことは、「我われはこまごまと宮仕みやづかゐ、笑ゑすまし、姉あね御前ごぜんに従したがひて、子こめ見みせられんよりは、蔵人くらうど殿々とのどの、ときもなしとあるに、男をのこになさせ給たまへ」

（『新蔵人しんくろうど』）







⑭『法華経ほけきょう』の竜女りゅうにょ（男装）


　日本の古典ではありませんが、「男装女子」を語る上で避けて通れないのが仏教の経典『法華経ほけきょう』（『妙法蓮華経みょうほうれんげきょう』）です。少々長い説明になるため先に結論を書いておきますと、この『法華経ほけきょう』に登場する「男性に変身することができる竜の少女」が、数多くの男装作品に影響を与えました。





　以下、詳細説明です。





　先ほど触れたように『法華経ほけきょう』は仏教の経典の一つで、推古すいこ天皇の時代に日本に入ってきました。しかし、本格的に民衆に広まったきっかけは約百年後、聖武しょうむ天皇の時代まで下ります。

　聖武天皇は奈良の大仏を建立し、国分寺こくぶんじ・国分尼寺こくぶんにじを全国に建てるように指示したことで有名です。ただ単に仏教を広めるのではなく、社会事業も積極的に進めましたが、これらの政策に深く関わった光明こうみょう皇后と行基ぎょうきが重んじたのが『法華経ほけきょう』です。（説明をはしょっているので、詳細は日本史の解説等をご覧ください）





『法華経ほけきょう』のアピールポイントを一言で言うと「誰でも成仏できる」ことです。かつては「女性は成仏できない」とされてきましたが、『法華経ほけきょう』に記されているある登場人物のエピソードがこれを否定しました。それが「竜女りゅうにょ」こと、八大竜王の一人「沙羯羅しゃから竜王」の娘です。（「善女ぜんにょ竜王」とも呼ばれます）






「女の身では神々の身を受けることさえできないと申します。まして、仏の身を受けることはできませんし、速やかにさとりを得ることなど、できようはずがありません」

（中略）

「では、よくご覧くださいまし。わたくしが仏と成るのに、それほどの時はかかりません」

　竜の童女はたちまち男子に変じて遠く南方の無垢むく世界にゆき、宝蓮華ほうれんげに座して等正覚とうしょうがく（無上のさとり）に達し、仏の三十二相を現しました。

（『法華経ほけきょう』角川ソフィア文庫、大角修 訳）







　竜女は身をもって「女性でも成仏できる」と教えてくれた上に、平安時代には空海くうかいの求めに応じて日本にやって来て、干ばつの大地に雨を恵んでくれたありがたい神仏で、人々の憧れの対象でした。当時、どれくらい人気があったかというと、平安末期の流行歌を集めた『梁塵秘抄りょうじんひしょう』に、竜女に関する歌が何首も採用されています。






　沙羯羅しゃがら王わうの女むすめだに

　生むまれて八歳やとせといひし時とき

　一乗いちじょう妙法めうほふ聞きき初そめて

　仏ほとけの道みちには近ちかづきし （一一三）





　女人にょにん五いつつの障さはりあり

　無垢むくの浄土じやうどは疎うとけれど

　蓮華れんげし濁にごりに開ひらくれば

　竜女りゅうにょも仏ほとけに成なりにけり （一一六）





　女をんなのことに持たもたむは

　薬王品やくわうほんに如しくはなし

　如説にょせつ修行しゅぎやう年とし経ふれば

　往生わうじやう極楽ごくらく疑うたがはず （一五三）





　竜女りゅうにょは仏ほとけに成なりにけり

　などかわれらも成ならざらん

　五障ごしやうの雲くもこそ厚あつくとも

　如来にょらい月輪ぐわちりん隠かくされじ （二〇八）





　竜女りゅうにょが仏ほとけに成なることは

　文殊もんじゅのこしらへとこそ聞きけ

　さぞ申まうす

　沙羯羅しゃがら王わうの宮みやを出いでて

　変成へんじやう男子なんしとして終つひには成仏道じやうぶつだう （二九二）


（『梁塵秘抄りょうじんひしょう』）







　どの歌も「竜女が幼くして仏になったのだから、女の自分たちも極楽に行けるはず」という内容で、竜女は女性信者たちの心の支え――アイドル的な存在でした。しかし、女の身のままでは成仏が難しいため、竜女のように男の姿に変わることが推奨されました。これが最後の歌にある「変成へんじょう男子なんし」という概念です。（「女人にょにん成仏じょうぶつ」とも言います）

　つまり、当時の感覚で「女が男になる」というのは、単なる趣味や性同一性障害ではなく、「極楽浄土に行くための手段」（＝幸せになるための通過儀礼）という意味合いを含んでいました。

　しかしながら、人は竜のように変身することはできませんし、男装したからといって本物の男になれるわけでもありません。このため、信心深い女性信者たちは長い髪をそり落として尼となり、修行を続けて徳を積み、現世を終えた後に来世で男として生まれ変わり、その後に成仏することを願いました。（女→尼→男→成仏）

　女に生まれたというだけで、男よりも一生分損しています。女性が竜女に憧れる一方、「男性として生きたい」と思うのは当然と言えます。この気持ちを代弁すべく、竜女をモチーフにして作られたのが、「男装女子」を主人公とする『とりかへばや物語』『有明ありあけの別わかれ』『新蔵人しんくろうど』などの作品で、「男装」は「疑似的な変成男子」と言えるかもしれません。なお、これらの作品はいずれも仏教における「女の罪深さ」がサブテーマとして語られています。





　以上をまとめます。

　聖武天皇の時代に「女性でも成仏できる」と説く『法華経ほけきょう』が正式に国教として認定され、平安時代に民衆レベルまで広まります。この中に登場する「男に変身して成仏できる竜の少女」が人気となり、彼女をモチーフとして作られたのが『とりかへばや物語』などの「男装女子」ジャンル作品です。

　なお、聖武天皇は「国分寺こくぶんじ・国分尼寺こくぶんにじ建立の詔みことのり」を発布し、全国各地に寺を建てさせましたが、「国分尼寺」の正式名称は「法華経ほけきょう滅罪之寺げんざいのてら」といいます。つまり、「『法華経』に出て来る竜女のように女を捨てて罪を減らし、皆で成仏しよう」というスローガンで建てられた女性のための寺になります。





⑮ 仏教界の男色（女装）


「女装男子」も仏教と深く関係しています。男性の仏僧たちは「禁欲」をモットーとして修行に励みますが、女性を排除した男性のみのコミュニティで日常生活を送るため、かつては男色が公然となっていて、後に貴族や民衆にも影響を与えました。

　平安時代以降の作品に登場する「女装男子」はこの流れを汲くむものが多く、「女性代わりの美しく若い男」という位置づけで登場します。室町時代には「稚児ちご物語」というストレートなジャンルにまで発展しました。


【 付録二 】異性装（男装・女装）を扱った古典作品


まとめ


　室町時代までの古典作品における異性装（男装・女装）は、大きく四つの系統に分類できます。





　 【 男装 】

　　　(一) アマテラスをはじめとした「女傑じょけつ」

　　　　　 例： ①③④⑤⑦

　　　(二) 『法華経ほけきょう』の竜女りゅうにょをモチーフとした「竜女りゅうにょ系 男装女子」

　　　　　 例： ⑨⑩⑬⑭





　 【 女装 】

　　　(三) ヤマトタケルをはじめとした「中性的英雄」

　　　　　 例： ②⑥⑧

　　　(四) 仏僧の男色文化から生じた「稚児ちご系 女装男子」

　　　　　 例： ⑨⑪⑫⑮





　ざっくり言うと「日本神話」と「仏教」が影響していると見なせます。

　また、各作品を時代ごとに並べると次図のようになります。


【 付録二 】異性装（男装・女装）を扱った古典作品



【 付録二 】異性装（男装・女装）を扱った古典作品


【 初出 】



	男装女子・女装男子を扱った古典作品とその起源について

https://note.com/miztam/n/nb451b47145ff




主な参考文献



	『とりかへばや物語』（桑原博史、講談社学術文庫）

	『住吉物語 とりかへばや物語』（三角洋一・石埜敬子、小学館『新編日本古典文学全集』）

	『堤中納言物語 とりかへばや物語』（今井源衛 他、岩波書店『新日本古典文学大系』）

	『新釈とりかへばや』（田中新一・田中喜美春・森下純昭、風間書房）

	『とりかへばや』（友久武文・西本寮子、笠間書院）

	『今井源衛著作集 第11巻: 王朝末期の物語』（今井源衛・辛島正雄、笠間書院）




奥付





　現代語訳げんだいごやく とりかへばや物語ものがたり

　訳著：水みず谷たに 悠歩ゆうほ （https://yamanekoya.net/）

　画：波黎はれい ひろみ （https://www.hareiro-glass.com/）





　二〇一八年七月三十日　　第一版

　二〇一九年二月十七日　　第二版

　二〇一九年六月二十四日　第三版

　二〇二二年四月二十四日　第四版（表紙変更・本文校正・付録追加）
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